
天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

一（

大
野）

─ ─133

は
じ
め
に

本
論
文
は
、『

六
妙
法
門』

の「

第
十
証
相
六
妙
門」

を
、
天
台
止

観
成
立
史
の
立
場
か
ら
、
原
典
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の「

第
十
証
相
六
妙
門」

は
大
部
で
あ
る
の
で
、
二
回
に
分

け
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
論
に
は
、「

原
文」「
書
き
下
し

文」

、「

注」

の
途
中
ま
で
を
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
研
究
は
、
平
成
十
三
年
度
前
期・

後
期
の
大
学
院
修
士
課
程
の

「

講
義」

の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業
の
受
講
生
は
、
宗
教
学

仏
教
学
専
攻
の
私
の
ゼ
ミ
の
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

杉
浦
綾
子・

濱
口
寛
朗・

吉
見
典
生・

今
井
勝
子〔

修
士
二
年〕

、

松
永
眞
由
子〔

修
士
一
年〕

、
伊
藤
光
壽・

武
藤
明
範・

鈴
木
あ

ゆ
み・

水
野
荘
平・

森

琢
朗〔

研
究
生〕

、
三
好
秀
範・

和
田

知
見・

當
間
日
澄〔

聴
講
生〕

毎
週
、
右
の
担
当
の
大
学
院
生
諸
氏
に
や
っ
て
頂
い
た
も
の
を
、

伊
藤
光
壽
氏
が
文
章
化
さ
れ
、
詳
細
な「

注」

を
作
成
し
て
頂
き
、

そ
れ
に
私
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
に
、
も
し
研
究
成
果
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
全
面
的
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
伊
藤
光
壽
氏
、
実
際
に
下
調
べ
を
し
、
授
業
を
担
当
し

て
も
ら
っ
た
大
学
院
受
講
生
諸
氏
の
功
績
で
あ
る
。

も
し
非
が
あ
れ
ば
、
そ
の
一
切
の
責
任
は
、
授
業
を
指
導
し
た
私

に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
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┐
次
釋
第
十
證
相
六
妙
門
。
前
九
種
六
妙
門
。
皆
修
因
之
相
。
義
兼
證

Ｔ
四
六
・
五
五
四
ｂ

果
。
説
不
具
足
。
今
当
更
分
別
六
妙
門
證
相
。
六
門
有
四
種
。
一
者

次
第
證
。
二
者
互
證
。
三
者
旋
転
證
。
四
者
円
頓
證
。
云
何
次
第
證
。

如
上
第
一
歴
別
対
諸
禅
門
。
及
次
第
相
生
六
妙
門
中
已
略
説
。
次
第

證
相
細
尋
自
知
。
今
不
別
説
。
第
二
互
證
。
此
約
第
三
随
便
宜
。
第

四
対
治
。
第
五
相
摂
。
第
六
通
観
。
四
種
妙
門
中
論
證
相
。
所
以
者

何
。
此
四
種
妙
門
修
行
方
便
。
無
定
次
第
。
故
證
亦
復
迴
互
不
定
。

如
行
者
当
数
息
時
。
発
十
六
触
等
諸
闇
證
隠
没
無
記
有
垢
等
法
。
此

禅
即
是
数
息
證
相
之
体
。
而
今
不
定
。
或
有
行
者
。
於
数
息
中
。
見

身
毛
孔
虚
疎
。
徹
見
三
十
六
物
。
当
知
於
数
息
中
。
證
於
随
門
。
復

有
行
者
。
於
数
息
中
。
證
空
静
定
。
以
覚
身
心
。
寂
然
無
所
縁
念
。

入
此
定
時
。
雖
復
浅
深
有
殊
而
皆
是
空
寂
之
相
。
当
知
於
数
息
中
證

┐
止
門
禅
定
也
。
復
次
行
者
。
当
数
息
時
。
内
外
死
屍
。
不
浄

脹
爛

五
五
四
ｃ

壊
。
及
白
骨
光
明
等
。
定
心
安
隠
。
当
知
於
数
息
中
。
證
観
門
禅
也
。

復
次
行
者
。
当
数
息
時
。
発
空
無
相
智
慧
三
十
七
品
四
諦
十
二
因
縁

等
巧
恵
方
便
。
思
覚
心
起
。
破
折
諸
法
。
反
本
還
源
。
当
知
於
数
息

中
。
證
還
門
禅
也
。
復
次
行
者
。
或
於
数
息
之
時
。
身
心
寂
然
。
不

得
諸
法
。
妄
垢
不
生
。
分
別
不
起
。
心
想
寂
然
。
明
識
法
相
。
無
所

依
倚
当
知
於
数
息
中
。
證
浄
門
禅
也
。
此
則
略
説
於
数
息
中
。
互
発

六
門
禅
相
。
前
後
不
定
。
未
必
悉
如
今
説
。
余
随
止
観
還
浄
。
一
一

互
證
諸
禅
相
亦
如
是
。
所
以
有
此
互
證
諸
禅
者
。
意
有
二
種
。
一
者

修
諸
禅
時
互
修
故
。
発
亦
随
互
。
意
如
前
四
種
修
六
妙
門
相
。
二
者

宿
世
業
縁
善
根
発
。
是
故
互
発
不
定
。
義
如
坐
禅
内
方
便
験
善
悪
根

性
中
広
説
。
第
三
云
何
名
證
旋
転
六
妙
門
相
。
此
的
依
第
七
旋
転
修

故
発
。
所
謂
證
相
者
。
即
有
二
種
。
一
者
證
旋
転
解
。
二
者
證
旋
転

行
。
云
何
名
為
證
旋
転
解
発
相
。
行
者
於
数
息
中
。
巧
慧
旋
転
修
習

故
。
爾
時
或
證
深
禅
定
。
或
説
浅
定
。
於
此
等
定
中
。
豁
念
心
慧
開

発
。
旋
転
覚
識
。
解
真
無
礙
。
不
由
心
念
。
任
運
旋
転
。
覚
識
法
門
。

旋
転
有
二
種
。
一
者
総
相
旋
転
解
。
二
者
別
相
。
総
相
復
有
二
種
。

一
者
解
真
総
相
。
二
者
解
俗
総
相
。
別
相
復
有
二
種
。
一
者
解
真
別

相
。
二
者
解
俗
別
相
。
於
一
総
相
法
中
。
旋
転
解
一
切
法
。
別
相
亦

爾
。
云
何
名
為
證
旋
転
行
相
。
行
者
如
所
解
。
心
不
違
言
。
心
口
相

応
。
法
門
現
前
。
心
行
堅
固
。
任
運
増
長
。
不
由
念
力
。
諸
善
功
徳

┐

自
生
。
諸
悪
自
息
。
総
相
別
相
皆
如
上
説
。
但
有
相
応
之
異
。
入
諸
法

五
五
五
ａ

門
境
界
顯
現
之
殊
故
。
今
則
略
出
證
旋
転
行
。
如
一
数
門
。
具
二
種

證
旋
転
故
。
余
随
止
観
還
浄
亦
如
是
。
略
説
不
具
足
者
。
自
善
思
惟
。
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取
意
広
対
諸
法
門
也
。
證
旋
転
六
妙
門
者
。
即
是
得
旋
陀
羅
尼
門
也
。

是
名
無
礙
辯
才
巧
慧
方
便
遮
諸
悪
令
不
得
起
。持
諸
功
徳
令
不
漏
失
。

任
是
法
門
。
必
定
不
久
入
菩
薩
位
。
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
也
。

第
四
云
何
名
為
円
證
六
妙
門
。
行
者
因
第
八
観
心
。
第
九
円
観
。
二

種
六
妙
門
為
方
便
。
是
観
成
時
。
即
便
発
円
證
也
。
證
有
二
種
。
一

者
解
證
無
礙
巧
慧
不
由
心
念
。
自
然
円
證
識
法
界
故
名
解
證
。
二
者

会
證
妙
慧
朗
然
開
発
。
明
照
法
界
通
達
無
礙
也
。
證
相
有
二
種
。
一

者
相
似
證
相
。
如
法
華
経
中
明
六
根
清
浄
相
。
二
者
真
実
證
相
。
如

華
厳
経
中
明
初
発
心
円
満
功
徳
智
慧
相
也
。
云
何
名
相
似
円
證
。
為

六
妙
門
。
如
法
華
経
説
眼
根
清
浄
中
。
能
一
時
数
十
方
凡
聖
色
心
等

法
数
量
。
故
名
数
門
。
一
切
色
法
。
随
順
於
眼
根
。
眼
不
違
色
法
。

共
相
随
順
。
故
名
随
門
。
如
是
見
時
。
眼
根
識
寂
然
不
動
。
故
名
止

門
。
不
以
二
相
見
諸
仏
国
。
通
達
無
礙
。
善
巧
分
別
。
照
了
法
性
故

名
観
門
。
還
於
眼
根
境
界
中
。
通
達
耳
鼻
舌
身
意
等
諸
根
境
界
。
悉

明
了
無
礙
。
不
一
不
異
相
故
。
故
名
還
門
。
復
次
見
己
眼
根
境
界
。

還
於
十
方
凡
聖
眼
界
中
現
故
。亦
名
為
還
門
雖
了
了
通
達
見
如
是
事
。

而
不
起
妄
想
分
利
。
知
本
性
常
浄
無
可
染
法
。
不
住
不
著
。
不
起
法

愛
。
故
名
浄
門
。
此
則
略
説
於
眼
根
清
浄
中
。
證
相
似
六
妙
門
相
。

余
五
根
亦
如
是
。
広
説
如
法
華
経
明
也
。
云
何
名
真
実
円
證
六
妙
門
。

┐

有
二
種
。
一
者
別
対
。
二
通
対
。
別
対
者
。
十
住
為
数
門
。
十
行
為

五
五
五
ｂ

随
門
。
十
迴
向
為
止
門
。
十
地
所
観
門
。
等
覚
為
還
門
。
妙
覚
為
浄

門
。
二
通
対
者
。
有
三
種
證
。
一
者
初
證
。
二
者
中
證
。
三
者
究
竟

證
。
初
證
者
。
有
菩
薩
入
阿
字
門
。
亦
名
初
発
心
住
。
得
真
無
生
法

忍
慧
。
爾
時
能
於
一
念
心
中
。
数
不
可
説
微
塵
世
界
諸
仏
菩
薩
声
聞

縁
覚
諸
心
行
。
及
数
無
量
法
門
。
故
名
数
門
。
能
一
念
心
中
。
随
順

法
界
所
有
事
業
。
故
名
随
門
。
能
一
念
心
中
入
百
千
三
昧
及
一
切
三

昧
。
虚
妄
及
習
倶
止
息
。
故
名
為
止
門
。
能
一
念
心
中
。
覚
了
一
切

法
相
。
具
足
種
種
観
智
慧
。
故
名
観
門
。
能
一
念
心
中
。
通
達
諸
法

了
了
分
明
。
神
通
転
変
調
伏
衆
生
。
反
本
還
源
。
故
名
還
門
。
能
一

念
心
中
。
成
就
如
上
所
説
事
。
而
心
無
染
著
。
不
為
諸
法
之
所
染
汚

故
。
亦
能
浄
仏
国
土
。
令
衆
生
入
三
乗
浄
道
。
故
名
浄
門
。
初
心
菩

薩
。
入
是
法
門
。
如
経
所
説
。
亦
名
為
仏
也
。
已
得
般
若
正
慧
。
聞

如
来
蔵
。
顯
真
法
身
。
具
首
楞
厳
。
明
見
仏
性
。
住
大
涅
槃
。
入
法

華
三
昧
不
思
議
一
実
。
境
界
也
。
広
説
如
華
厳
経
中
所
明
。
是
為
初

地
證
不
可
思
議
真
実
六
妙
門
也
。
中
證
者
。
余
九
住
。
十
行
。
十
迴

向
。
十
地
。
等
覚
地
。
皆
名
中
證
不
可
思
議
真
実
六
妙
門
也
。
云
何

名
究
竟
円
證
六
妙
門
。
後
心
菩
薩
入
茶
字
門
。
得
一
念
相
応
慧
。
妙

覚
現
前
。
窮
照
法
界
。
於
六
種
法
門
究
竟
通
達
。
功
用
普
備
無
所
缺
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。
即
是
究
竟
円
満
六
妙
門
也
。
分
別
数
随
止
観
還
浄
諸
法
門
證
相
。

意
不
異
前
。
但
有
円
極
之
殊
。
故
瓔
珞
経
云
。
三
賢
十
聖
忍
中
行
。

唯
仏
一
人
能
尽
源
。
法
華
経
言
。
唯
仏
与
仏
。
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
。

┐

此
約
修
行
教
道
。
作
如
是
説
。
以
理
而
為
論
。
法
界
円
通
。
諸
仏
菩

五
五
五
ｃ

薩
所
證
法
門
。
始
終
不
二
。
故
大
品
経
言
。
初
阿
後
茶
其
意
無
別
。

涅
槃
経
言
。
発
心
畢
竟
二
不
別
。
如
是
二
心
先
心
難
。
華
厳
経
言
。

従
初
地
悉
具
一
切
諸
地
功
徳
。
法
華
経
言
。
如
是
本
末
究
竟
等
。

六
妙
法
門
一
巻

〔

書
き
下
し
文〕

第
十

証
相
六
妙
門

次
に
、
第
十
の
証
相
六
妙
門
を
釈
せ
ば
、
前
の
九
種
の
六
妙
門

は
、
み
な
修
因
の
相

（

１）

な
り
。
義
は
証
果
を
兼
ね
る
も
、
説
を
具
足

せ
ず

（

２）

。
い
ま
ま
さ
に
、
更
に
六
妙
門
の
証
相
を
分
別
す
べ
し
。

六
門
に
四
種
あ
り
。
一
は
次
第
証
、
二
は
互
証
、
三
は
旋
転
証
、

四
は
円
頓
証
な
り

（

３）

。

い
か
ん
が
、
次
第
証
な
る
や
。

上
の
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
門
お
よ
び
次
第
相
生
六
妙
門
の
中
に
、

す
で
に
略
説
せ
る
が
ご
と
し
。
次
第
証
の
相
を
細
し
く
尋
ね
、
自

く
わ

ら
知
る
べ
し
。
い
ま
は
、
別
に
説
か
ず
。

第
二
に
互
証
を
い
わ
ば
、
こ
れ
第
三
の
随
便
宜
、
第
四
の
対
治
、

第
五
の
相
摂
、
第
六
の
通
観（

別）

に
約
す
。
四
種
の
妙
門
の
中

（

マ
マ）

に
証
相
を
論
ず
。

所
以
は
い
か
ん
。

こ
の
四
種
の
妙
門
の
修
行・

方
便
は
、
定
ま
れ
る
次
第
な
し
。

ゆ
え
に
、
証
も
ま
た
ま
た
廻
互
に
し
て
不
定
な
り

（

４）

。

え

ご

行
者
は
、
数
息
の
と
き
に
あ
た
っ
て
、
十
六
触
等
の
諸
の
闇あ

ん

証・

隠
没・

無
記・

有
垢
な
ど
の
法
を
発
こ
す
が
ご
と
し

（

５）

。

し
ょ
う

お
ん
も
つ

う

く

こ
の
禅
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
、
数
息
の
証
相
の
体
な
り

（

６）

。
し
か

し
て
、
い
ま
不
定
な
り

（

７）

。

あ
る
い
は
行
者
あ
り
て
、
数
息
の
中
に
お
い
て
身
の
毛
孔
の

も
う

く

虚
疎
な
る
を
見

（

８）

、
三
十
六
物

（

９）

を
徹
見
す
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
数

こ

そ

息
の
中
に
お
い
て
、
随
門
を
証
す
。

ま
た
行
者
あ
り
て
、
数
息
の
中
に
お
い
て
、
空・

静
の
定
を
証さ

と

る
（

）

。
も
っ
て
身
心
を
覚
え
る
に
、
寂
然
と
し
て
、
所
縁
の
念
な
し

（
）

。

お
ぼ

こ
の
定
に
入
る
と
き
、
ま
た
浅
深
の
殊
あ
り
と
い
え
ど
も
、
み
な

せ
ん
じ
ん

こ
と
な
り
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こ
れ
空
寂
の
相
な
り

（
）

。

ま
さ
に
知
る
べ
し
。
数
息
の
中
に
お
い
て
、
止
門
の
禅
定
を
証

る
な
り
。

ま
た
次
に
、
行
者
は
、
数
息
の
と
き
に
あ
た
っ
て
、
内
外
の

死
屍
、
不
浄
に
し
て

脹・

爛
壊
し

（
）

、
お
よ
び
、
白
骨
の
光
明
等

し

し

ほ
う
ち
ょ
う

ら
ん

え

あ
り
て

（
）

、
定
心
、
安
隠（

穏）

な
り

（
）

。

（
マ
マ）

ま
さ
に
知
る
べ
し
。
数
息
の
中
に
お
い
て
、
観
門
の
禅
を
証
る

な
り
。

ま
た
次
に
、
行
者
は
、
数
息
の
と
き
に
あ
た
っ
て
、
空・

無
相

の
智
慧
、
三
十
七
品
、
四
諦
、
十
二
因
縁
等
の
巧
慧
方
便

（
）

を
発

こ
し

（
）

、
思
覚
の
心

（
）

を
起
こ
し
、
諸
法

（
）

を
破
折
し

（
）

、
本
に
反
り
、
源

に
還
る

（
）

。

ま
さ
に
知
る
べ
し
。
数
息
の
中
に
お
い
て
、
還
門
の
禅
を
証
る

な
り
。

ま
た
次
に
行
者
は
、
あ
る
い
は
数
息
の
と
き
に
お
い
て
、
身
心

寂
然
に
し
て
諸
法
を
得
ず

（
）

。
妄
垢
を
生
ぜ
ず

（
）

、
分
別
を
起
こ
さ
ず

（
）

。

も
う

く

心
想
寂
然
に
し
て
明
ら
か
に
法
相
を
識
る

（
）

。
依
倚
す
る
と
こ
ろ

え

い

な
し

（
）

。
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
数
息
の
な
か
に
お
い
て
、
浄
門
の
禅
を
証

る
な
り
。

こ
れ
す
な
わ
ち
略
し
て
、
数
息
の
な
か
に
お
い
て
、
互
い
に
六

門
禅
を
発
こ
す
相

（
）

を
説
け
り
。
前
後
は
定
ま
ら
ず

（
）

。
い
ま
だ
必
ず

し
も
、
こ
と
ご
と
く
今
説
の
ご
と
く
な
ら
ず

（
）

。

余
の
随・

止・

観・

還・

浄
の
一
一
、
互
い
に
諸
禅
を
証
る
の

相
も
ま
た
、
か
く
の
ご
と
し

（
）

。

こ
の
、互
い
に
諸
禅
を
証
る
こ
と
あ
る
所
以
は
、意
に
二
種
あ
り

（
）

。

一
は
、
諸
禅
を
修
す
る
と
き
、
互
い
に
修
す
る
が
故
に
、
発
こ

る
も
ま
た
互
い
に
随
う
な
り

（
）

。
意
は
、
前
の
四
種
の
六
妙
門
を
修

す
る
相
の
ご
と
し
。

二
は
、
宿
世
の
業
縁
を
も
っ
て
、
善
根
を
発
こ
す
な
り

（
）

。
こ
の

故
に
、
互
い
に
発
こ
す
こ
と
定
ま
ら
ず
。
義
は
、
坐
禅
の
内
方
便

の
験
善
悪
根
性
の
な
か
に

（
）

、
広
く
説
け
る
が
ご
と
し
。

第
三
に
、
い
か
ん
が
、
旋
転
六
妙
門
を
証
る
相
と
名
づ
く
る
や
。

せ
ん
て
ん

こ
れ
的
に

（
）

、
第
七
の
旋
転
を
修
す
る
に
よ
る
が
故
に
発
こ
る
。

ま
さ

い
わ
ゆ
る
証
相
と
は
、
す
な
わ
ち
二
種
あ
り
。

一
は
、
旋
転
の
解
を
証
る
。
二
は
、
旋
転
の
行
を
証
る

（
）

。

い
か
ん
が
、
名
づ
け
て
旋
転
の
解
を
証
る
の
発
こ
る
相
と
な
す

や
。
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行
者
は
、
数
息
の
な
か
に
お
い
て
、
巧
慧
を
も
っ
て
旋
転
修
習

す
る
が
故
に

（
）

。
そ
の
時
に
、
あ
る
い
は
深
禅
定
を
証
り
、
あ
る
い

は
浅
定
を
説（

証）

る
。

（

マ
マ）

こ
れ
ら
の
定
の
な
か
に
お
い
て
、
豁
然
と
し
て
心
慧
開
発
し
、

か
つ
ね
ん

旋
転
し
て
覚
識
し
、
真
を
解
す
る
こ
と
無
礙
な
り

（
）

。
心
念
に
よ
ら

ず
、
任
運
に
旋
転
し
て
、
法
門
を
覚
識
す

（
）

。

に
ん
ぬ
ん

旋
転

（
）

に
、
二
種
あ
り
。
一
は
、
総
相
旋
転
の
解

（
）

、
二
は
、
別
相

（
）

な
り
。

総
相
に
ま
た
、
二
種
あ
り
。
一
は
、
真
の
総
相
を
解
し
、
二
は
、

俗
の
総
相
を
解
す
な
り

（
）

。

別
相
に
ま
た
、
二
種
あ
り
。
一
は
、
真
の
別
相
を
解
し
、
二
は
、

俗
の
別
相
を
解
す
な
り
。

一
の
総
相
の
法
の
な
か
に
お
い
て
、旋
転
し
て
一
切
法
を
解
す
。

別
相
も
ま
た
し
か
な
り
。

い
か
ん
が
、
名
づ
け
て
旋
転
の
行
を
証
る
の
相

（
）

と
な
す
や
。

行
者
が
所
解

（
）

の
ご
と
く
、
心
が
言
に
違
わ
ざ
れ
ば
、
心・

口
相

応
し
、
法
門
を
現
前
す

（
）

。
心
行
堅
固
に
し
て
、
任
運
に
増
長
す

（
）

。

に
ん
ぬ
ん

念
力
に
よ
ら
ざ
れ
ど
も
、
諸
善
の
功
徳
自
ず
か
ら
生
じ
、
諸
悪
自

ず
か
ら
息
ま
ば

（
）

、
総
相・

別
相

（
）

は
み
な
、
上
に
説
け
る
が
ご
と
し
。

や

た
だ
相
応
の
異
に
よ
っ
て
、
諸
の
法
門
に
入
り
、
境
界
の
顕
現

す
る
の
殊

あ
る

（
）

が
故
の
み
。
い
ま
す
な
わ
ち
、
略
し
て
旋
転
の

こ
と
な
り

行
を
証
る
を
出
す

（
）

。

一
の
数
門
の
ご
と
き
は
、
二
種
の
証
り
の
旋
転
を
具
す

（
）

な
り
。

故
に
、
余
の
随・

止・

観・

還・

浄
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
略

説
す
る
も
、
具
足
せ
ざ
れ
ば
、
自
ら
よ
く
思
惟
し
、
意
を
取
っ
て

（
）

、

広
く
諸
の
法
門
に
対
す
る

（
）

な
り
。

旋
転
の
六
妙
門
を
証
る
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
旋
陀
羅
尼
門
を

得
る

（
）

な
り
。
こ
れ
を
無
礙
辯
才・

巧
慧
方
便
を
も
っ
て

（
）

、
諸
の
悪

を
遮
っ
て
、
起
こ
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
め

（
）

、
諸
の
功
徳
を
持
し
て

（
）

、

さ
え
ぎ

漏
失
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
名
づ
く
。

こ
の
法
門
に
任
せ
れ
ば
、
必
定
し
て
、
久
し
か
ら
ず
し
て
、
菩

ま
か

薩
の
位
に
入
り
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

（
）

を
成
就
す
る
な
り
。

第
四
に
、
い
か
ん
が
名
づ
け
て
円
証
の
六
妙
門

（
）

と
な
す
や
。

行
者
は
、
第
八
の
観
心
、
第
九
の
円
観
に
よ
っ
て
、
二
種
の
六

妙
門
を
方
便
と
な
す

（
）

。
こ
の
観
を
成
ず
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
円

証
を
発
こ
す
な
り

（
）

。

証
り
に
、
二
種
あ
り
。

一
は
、
証
を
解
す

（
）

。
無
礙・

巧
慧
は
心
念
に
よ
ら
ず

（
）

。
自
然
に
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円
証
し
て
、
法
界
を
識
る

（
）

が
故
に
、
証
を
解
す
と
名
づ
く
。

二
は
、
証
を
会
す

（
）

。
妙
慧
は
、
朗
然
と
し
て
開
発
し
、
明
ら
か

え

に
法
界
を
照
ら
し
て
通
達
無
礙
な
り

（
）

。

証
相
に
、
二
種
あ
り
。

一
は
、
相
似
の
証
相
な
り

（
）

。『

法
華
経』

の
な
か
に
、
六
根
清
浄

（
）

の
相
を
明
か
す
が
ご
と
し
。

二
は
、
真
実
の
証
相
な
り
。『

華
厳
経』

の
な
か
に
、
初
発
心

（
）

の
円
満
の
功
徳・

智
慧
の
相
を
明
か
す
が
ご
と
く
な
り
。

い
か
ん
が
、
相
似
の
円
証
を
名
づ
け
て
六
妙
門
と
な
す
や
。

『

法
華
経』

の
眼
根
清
浄

（
）

を
説
く
な
か
の
ご
と
し
。
よ
く
一
時

に
、
十
方
の
凡
聖・

色
心
等
の
法
の
数
量
を
数
う

（
）

。
故
に
、
数
門

と
名
づ
く
。

一
切
の
色
法
は
、
眼
根
に
随
順
し
、
眼
は
色
法
に
違
わ
ず
、
共

に
あ
い
随
順
す

（
）

。
故
に
、
随
門
と
名
づ
く
。

か
く
の
ご
と
く
見
る
と
き
、
眼
根・

（

眼）

識
は
寂
然
と
し
て

動
ぜ
ず

（
）

。
故
に
止
門
と
名
づ
く
。

二
相
を
も
っ
て
、
諸
の
仏
国
を
見
ず

（
）

。
通
達
無
礙
に
し
て
、
善

巧
分
別
し
、
法
性
を
照
了
す

（
）

。
故
に
、
観
門

（
）

と
名
づ
く
。

還
っ
て

（
）

、
眼
根
の
境
界
の
な
か
に
お
い
て

（
）

、
耳・

鼻・

舌・

身・

か
え

意
等
の
諸
根
の
境
界
に
通
達
し
て

（
）

、
こ
と
ご
と
く
明
了
無
礙
に
し

て
、
不
一
不
異
の
相
な
る
が
故
に

（
）

。
故
に
、
還
門

（
）

と
名
づ
く
。

ま
た
次
に
、
お
の
れ
の
眼
根
の
境
界
を
見
る
に

（
）

、
還
っ
て
、
十

方
の
凡
聖
の
眼
界
の
中
に
お
い
て
現
ず
る
が
故
に

（
）

。
ま
た
名
づ
け

て
、
還
門
と
な
す
。

了
了
通
達
し

（
）

、
か
く
の
ご
と
き
事
を
見
る
と
い
え
ど
も

（
）

、
妄
想

じ

分
利（

別）
（

）

を
起
こ
さ
ず
。

マ
マ本

性
は
常
に
浄
ら
か
に
し
て
、
染
め
ら
れ
る
べ
き
法
な
し
と
知

っ
て

（
）

、
住
せ
ず
著
せ
ず

（
）

、
法
愛
を
起
こ
さ
ず

（
）

。

故
に
浄
門

（
）

と
名
づ
く
。

こ
れ
す
な
わ
ち
、
略
し
て
眼
根
清
浄
の
な
か
に
お
い
て
、
相
似

の
六
妙
門
を
証
す
る
相
を
説
く
な
り
。
余
の
五
根
も
ま
た
か
く
の

ご
と
し
。

広
く
説
か
ば『

法
華
経』

に
明
か
す
が
ご
と
き
な
り
。

い
か
ん
が
、
真
実
の
円
証
の
六
妙
門
と
名
づ
く
る
や
。

二
種
あ
り
。
一
に
は
別
に
対
し
、
二
に
は
通
に
対
す

（
）

。

別
に
対
す
と
は
、
十
住

（
）

を
数
門
と
な
し
、
十
行

（
）

を
随
門
と
な
し
、

十
廻
向

（
）

を
止
門
と
な
し
、
十
地

（
）

を
観
門
と
所（

為）

し
、
等
覚

（
）

を

マ
マ

還
門
と
な
し
、
妙
覚

（
）

を
浄
門
と
な
す
。
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二
に
、
通
に
対
す

（
）

と
は
、
三
種
の
証
あ
り
。
一
に

100

（
）

初
証
、
二
に

101
（

）

中
証
、
三
に
究

102

（
）

竟
証
な
り
。

初
証
と
は
、
菩
薩
あ
り
て
、
阿
字
門
に
入
る
も
、
ま
た
初
発
心

住
と
名
づ
け
、
真
の
無
生
法
忍
の
慧

103

（
）

を
得
。

む

し
ょ
う
ぼ
う
に
ん

そ
の
時
、
よ
く
一
念
の
心
中
に
お
い
て
、
不
可
説
の
微
塵
世
界

の
諸
仏・

菩
薩・

声
聞・

縁
覚
の
諸
の
心
行
を
数
え
、
お
よ
び
、

無
量
の
法
門
を

104

（
）

数
う
。
故
に
数
門
と
名
づ
く
。

よ
く
、
一
念
の
心
中
に
、
法
界
所
有
の
事
業
に
随

105

（
）

順
す
。
故
に

し
ょ

う

じ

ご
う

随
門
と
名
づ
く
。

よ
く
、
一
念
の
心
中
に
百
千
三
昧
、
お
よ
び
、
一
切
の
三
昧
に

106

（
）

入
り
、
虚
妄
お
よ
び
習
と
も
に
止

107

（
）

息
す
。
故
に
名
づ
け
て
止
門
と

な
す
。

よ
く
、
一
念
の
心
中
に
、
一
切
の
法
相
を
覚

108
（

）

了
し
、
種
種
の
観

も
て
智
恵
を
具

109

（
）

足
す
。
故
に
観
門
と
名
づ
く
。

よ
く
、
一
念
の
心
中
に
、
諸
法
に
通
達
し
て
了
了
分
明
な
り
。

神
通
転
変
を
も
っ
て
衆
生
を
調

110

（
）

伏
し
、
本
に
反
り
、
源
に

111

（
）

還
る
。

故
に
還
門
と
名
づ
く
。

よ
く
、
一
念
の
心
中
に
、
上
の
ご
と
き
所
説
の
事
を
成
就

112

（
）

し
て
、

心
に

113

（
）

染
著
な
く
、
諸
法
に

114

（
）

染
汚
せ
ら
る
る
と
な
さ
ざ
る
が
故
に
。

ま
た
よ
く
、
仏
国
土
を
浄
め
、
衆
生
を
し
て
三
乗
の

115

（
）

浄
道
に
入
ら

し
む
。
故
に
浄
門
と
名
づ
く
。

初
心
の
菩
薩
は
、
こ
の

116

（
）

法
門
に
入
り
て
、
経
に
説
く
と
こ
ろ
の

ご
と
く
な

117

（
）

れ
ば
、
ま
た
、
名
づ
け

118

（
）

て
仏
と
な
す
な
り
。

す
で
に
般
若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を
聞（

開）

き
、
真
の
法

（

マ
マ）

身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
、
大
涅
槃

に
住
し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境
界
に
入
る

119

（
）

な
り
。

広
く
説

120

（
）

か
ば
、
華

121

（
）

厳
経
の
な
か
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。

こ
れ
を
、
初
地
に
、
不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
を
証
る
と
な
す

さ
と

122

（
）

な
り
。

中
証
と
は
、
余
の
九
住
、
十
行
、
十
廻
向
、
十
地
、
等
覚
地
を
、

み
な
中
証
に
し
て
、不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
と
名
づ
く
る

123

（
）

な
り
。

い
か
ん
が
、
究
竟
円
証
の
六

124

（
）

妙
門
と
名
づ
く
る
や
。

後
心
の

125

（
）

菩
薩
は
、
茶（

荼）

字
門
に

126

（
）

入
り
、
一
念
相
応
の
慧
を

（

マ
マ）

127

（
）

得
て
妙
覚
現
前
し
、
法
界
を
窮
照

128

（
）

し
て
六
種
の
法
門
に
お
い
て

ぐ
う
し
ょ
う

究
竟

129

（
）

通
達
し
、功
用
を
あ
ま
ね
く
備
え
て
欠
減
す
る
と
こ
ろ

130

（
）

な
し
。

く

ゆ
う

す
な
わ
ち
こ
れ
、
究
竟
円
満
の
六

131

（
）

妙
門
な
り
。

数・

随・

止・

観・

還・

浄
の
諸
の
法
門
の
証
相
を
分
別
す
る

に
、
意
は
前
に
異
な
ら
ず
。
た
だ
、
円
極
の
殊
あ
る
の
み
な
り
。

こ
と
な
り
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故
に
、
瓔
珞
経（

仁
王
般
若
経）

に
云
く
、

（

マ

マ

）

「
三
賢・

十
聖
は
、
忍
の
な
か
に
行
ず
。
た
だ
、
仏
一
人
の
み
、

さ
ん
げ
ん

よ
く
源
を
尽

132

（
）

く
す
。」

と
。

法
華
経
に
言
く
、「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法

実
相
を
究
尽

133

（
）す

。」
と
。

く

じ
ん

こ
れ
は
、
修
行・
教
道
に
約
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
説
を

134

（
）

な
す
。

理
を
も
っ
て
、
論
を
な
せ
ば
、
法
界
円
通
に

135

（
）

し
て
、
諸
仏・

菩
薩

の
所
証
の
法
門
は
、
始
終
不
二

136

（
）

な
り
。

故
に『

大
品
経』

に

137

（
）

言
く
、「
初
め
の
阿
、
後
の
荼
、
そ
の
意

に
別

138

（
）

な
し
。」

と
。

『

涅
槃
経』

に
言
く
、「

発
心・

畢
竟
は
二
に
し
て
別
な
ら
ず
。

か
く
の
ご
と
き
二
心
は
先
心
す
る
こ
と

139

（
）

難
し
。」
と
。

『

華
厳
経』

に
言
く
、「

初
地
よ
り
、
こ
と
ご
と
く
、
一
切
の
諸

地
の
功
徳
を

140

（
）

具
す
。」

と
。

『

法
華
経』

に
言
く
、

「

か
く
の
ご
と
く
、
本
末
究
竟
し
て

141
（

）
等
し
。」

と
。六

妙
法
門
一
巻

〔

注〕（

１）

修
因
の
相
＝「

修
因
の
相」

は
、
字
義
通
り
で
は
、
修
は
因
、
身

を
お
さ
め
る
こ
と
、
修
行
を
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
と
い
う
、
六
種
の
修
行

法
を
、
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
、
第
二
の
次
第
相
生
、
第
三
の
随
便
宜
、

第
四
の
随
対
治
、
第
五
の
相
摂
、
第
六
の
通
別
、
第
七
の
旋
転
、
第

八
の
観
心
、
第
九
の
円
観
と
い
う
九
種
の
方
法
で
実
践
を
重
ね
て
、

自
我
を
製
造
し
続
け
、
自
我
に
執
著
し
続
け
る
お
の
れ
の
心
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
煩
悩
を
対
治
し
て
い
く
こ
と
を
い
う
。

（

２）

義
は
証
果
を
兼
ね
る
も
、
説
を
具
足
せ
ず
＝「

義」

は
、
意
味

の
上
か
ら
い
え
ば
を
い
う
。

「

証
果
を
兼
ね
る
も」

の
証
果
は
、
修
行
の
結
果
得
た
悟
り（

修
因

証
果）

を
い
う
。
兼
ね
る
は
、
真
の
悟
り
で
は
な
い
が
、
真
の
悟
り

に
よ
り
近
い
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
、
証
果
を
兼
ね
る
も
の
は
、
第

一
の
歴
別
対
諸
禅
か
ら
第
九
の
円
観
ま
で
の
、
九
種
類
の
六
妙
門
の

修
行
法
は
す
べ
て
、
意
味
の
上
か
ら
い
え
ば
、
悟
り
の
方
向
に
自
ら

を
導
く
方
向
性
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
修
行
法
で
あ
る
か
ら
、

真
実
の
悟
り
の
完
成
に
非
常
に
近
い
修
行
法
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

説
を
具
足
せ
ず」

は
、
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
か
ら
第
九
の
円
観
ま

で
の
九
種
の
修
行
法
は
、
こ
の
第
十
の
証
相
六
妙
門
で
説
こ
う
と
す

る
真
実
の
悟
り
そ
の
も
の
を
具
足
す
る
こ
と
の
な
い
、
似
て
非
な
る

修
行
法
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
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『

六
妙
法
門』

は
、
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
、
第
二
の
次
第
相
生
、
第

三
の
随
便
宜
、
第
四
の
随
対
治
、
第
五
の
相
摂
、
第
六
の
通
別
、
第

七
の
旋
転
、
第
八
の
観
心
、
第
九
の
円
観
と
い
う
、
九
種
の
修
因
の

相
、
お
よ
び
証
果
の
相
を
説
く
第
十
の
証
相
の
、
合
計
十
門
の
別
が

あ
る
。

第
一
の「
歴
別
対
諸
禅
六
妙
門」

は
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三

乗
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
諸
禅
に
対
応
し
て
六
妙
門
を
明
か
し
た
も
の
で

あ
る
。
数
息
門
は
四
禅・
四
無
量
心・

四
無
色
定
を
実
践
し
て
そ
こ

に
生
き
、
随
息
門
は
十
六
特
勝
、
止
門
は
五
輪
禅
、
観
門
は
九
想・

八
念・

十
想・

八
背
捨・

八
勝
処・

十
一
切
処・

九
次
第
定・

師
子

奮
迅
三
昧・

超
越
三
昧・

練
禅・
十
四
変
化
心・

三
明・

六
通・

八

解
脱
、
還
門
は
空
無
相
無
作・

三
十
七
品・

四
諦・

十
二
因
縁・

中

道
正
観
、
浄
門
は
九
種
大
禅
を
実
践
し
て
そ
こ
に
生
き
る
修
行
法
で

あ
る
。
こ
う
し
て
数
息・

随
息・

止・

観・
還・
浄
の
六
妙
門
は
、

一
切
の
諸
禅
を
開
発
し
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
こ
の
六
妙
門
に
よ
っ
て
涅
槃
を
得
る
と
す
る
。

第
二
の「

次
第
相
生
六
妙
門」

は
、
数
息・

随
息・

止・
観・

還・

浄
の
六
妙
門
が
次
第
相
生
し
て
入
道
の
階
梯
と
な
り
、
声
聞・
縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
が
無
漏
の
智
慧
を
起
こ
す
と
す
る
。

第
三
の「

随
便
宜
六
妙
門」

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
一
々
を
、
一
々
の
順
序
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
人
の
素
質
や
能
力
や
心
の
状
態
に
応
じ
て
、
適
宜
に
実
践
す
る
も

の
と
す
る
。

第
四
の「

随
対
治
六
妙
門」

は
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人

が
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
を
巧
み
に
用
い
て
、

一
切
の
煩
悩
を
断
じ
滅
す
る
方
法
を
示
す
も
の
と
す
る
。

第
五
の「

相
摂
六
妙
門」

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
妙
門
の
一
々
が
、
他
の
五
門
を
具
え
合
い
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
ど
れ
か
一
門
を
巧
修
す
れ
ば
、
六
門
が
六

相
を
具
え
て
六
六・

三
十
六
妙
門
と
な
り
、
種
々
の
深
禅
定・

智
慧

を
得
て
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
の
涅
槃
に
入
る
と
す
る
。

第
六
の「

通
別
六
妙
門」

は
、
凡
夫・

外
道・

二
乗・

菩
薩
が
共

通
し
て
六
妙
門
を
実
践
す
る
修
行
法
で
あ
る
が
、
素
質
や
能
力
の
違

い
や
心
の
状
態
に
よ
っ
て
理
解
が
違
う
た
め
、
果
報
に
違
い
が
あ
る

と
す
る
。

第
七
の「

旋
転
六
妙
門」

は
、
第
六
通
別
六
妙
門
が
従
仮
入
空
観

を
用
い
て
慧
眼
一
切
智
を
得
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
旋
転
六
妙
門
は

従
空
出
仮
観
を
用
い
て
、
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
一
門
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
残
る
五
門
だ
け
で
な
く
、
一
切
の
修
行
法
の
功
徳
を

同
時
に
起
こ
す「

旋
転」

を
起
こ
し
、
法
眼
道
種
智
を
得
る
菩
薩
の

修
行
法
と
す
る
。

第
八
の「

観
心
六
妙
門」

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
妙
門
の
一
々
で
、
日
常
の
自
己
の
心
を
自
己
の
智
慧
と
対
峙
さ

せ
て
見
極
め
、
す
べ
て
は
心
か
ら
生
じ
、
生
じ
た
心
の
本
源
は
不
可

得
で
あ
り
、
無
名
で
あ
り
、
無
相
で
あ
り
、
単
な
る
空
で
も
な
い
と

す
る
中
道
第
一
義
諦
を
観
照
す
る
と
す
る
。
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第
九
の「

円
観
六
妙
門」

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
妙
門
の
一
々
で
、一
心
を
観
じ
て
一
切
心
お
よ
び
一
切
法
を
観
、

一
法
を
観
じ
て
一
切
法
お
よ
び
一
切
心
を
観
る
の
で
、
た
だ
一
心
の

中
に
一
切
法
を
分
別
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
微
塵
の
中
に
一
切
世
界

の
諸
仏・
凡
聖・

色
心
の
数
量
の
法
門
に
通
達
す
る
と
す
る
。

第
十
の「
証
相
六
妙
門」

は
、
第
一
か
ら
第
九
の
六
妙
門
が
概
ね

修
因
の
相
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
十
は
証
果
の
四
相
、
す

な
わ
ち
次
第
証・

互
証・
旋
転
証・

円
頓
証
を
説
く
も
の
と
す
る
。

（

３）

六
門
に
四
種
あ
り
。
一
は
次
第
証
、
二
は
互
証
、
三
は
旋
転
証
、

四
は
円
頓
証
な
り
＝「

六
門」
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
妙
門
の
証
相・

証
果
の
相
を
い
う
。
こ
の
証
果
の
相
に
、
次
第

証・

互
証・

旋
転
証・

円
頓
証
の
四
種
が
あ
る
。

元
来
、
六
妙
法
門
は
、
凡
夫
も
外
道
も
二
乗
も
菩
薩
も
共
通
し
て

修
行
実
践
す
る
禅
法
で
あ
る
が
、
菩
薩
が
修
行
実
践
す
れ
ば
、
菩
薩

独
特
の
修
行
法
と
も
な
り
、
利
根
の
大
士
が
修
行
実
践
す
れ
ば
、
利

根
大
士
に
固
有
の
修
行
法
と
も
な
る
。

１「

次
第
証」

は
、
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
と
第
二
の
次
第
相
生
と

い
う
二
種
の
行
法
に
お
け
る
、
三
乗
の
証
相
で
あ
り
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
を
順
次
に
、
段
階
的

に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
悟
り
を
成
就
し
て
い

く
悟
り
の
様
相
で
あ
る
。

２「

互
証」

は
、
第
三
の
随
便
宜
、
第
四
の
随
対
治
、
第
五
の
相

摂
、
第
六
の
通
別
と
い
う
四
種
の
行
法
に
お
け
る
、
三
乗
の
証

相
で
あ
り
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行

法
の
い
ず
れ
か
一
種
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
五
種

の
悟
り
も
同
時
に
起
こ
す
悟
り
の
様
相
で
あ
る
。
な
お
、
一
般

的
に
は
、
互
証
の
互
は
互
発
の
意
で
あ
り
、
相
摂
の
意
で
あ
る
。

互
発
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず

れ
か
一
門
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
五
門
の
禅
定
も

同
時
に
起
こ
す
こ
と
を
い
う
。

３「

旋
転
証」

は
、
第
七
の
旋
転
六
妙
門
に
お
け
る
菩
薩
の
み
の

証
相
で
あ
り
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修

行
法
の
い
ず
れ
か
一
種
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
五

種
の
悟
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
切
の
修
行
の
悟
り
を
も
同
時
同

所
に
成
就
す
る
悟
り
の
様
相
で
あ
る
。
な
お
、
一
般
的
に
は
、

旋
転
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず

れ
か
一
門
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
五
門
の
禅
定
に

と
ど
ま
ら
ず
、
一
切
の
諸
行
の
功
徳
を
も
同
時
に
起
こ
す
こ
と

を
い
う
。

４「

円
頓
証」

は
、
第
八
の
観
心
、
第
九
の
円
観
と
い
う
二
種
の

行
法
に
お
け
る
、
利
根
大
士
の
証
相
で
あ
り
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
の
い
ず
れ
か
一
種
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
を
具
え
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
悟
り

を
成
就
す
る
悟
り
の
様
相
で
あ
る
。
円
頓
と
い
う
用
語
は
、
智

顗
が
説
く『

摩
訶
止
観』

の
教
理
で
は
最
も
重
要
な
概
念
の
一

つ
で
あ
る
。『

摩
訶
止
観』

の
円
頓
は
、
化
法
の
四
教
の
最
高
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峰
を
示
す
円
教
の
円
で
あ
り
、
円
融
で
あ
り
、
円
頓
を
い
う
。

『

六
妙
法
門』

で
い
う
円
頓
は
、
智
顗
の
教
理
の
中
で
、
最
初

に
説
か
れ
た
円
頓
で
あ
る
が
、
究
極
の
円
教
の
円
頓
を
い
う
の

で
は
な
い
。
仏
に
な
る
一
歩
手
前
に
あ
る
利
根
の
大
士
で
あ
る

勝
れ
た
菩
薩
、
す
な
わ
ち
、
化
法
の
四
教
の
第
三
の
別
教
の
円

頓
を
い
う
。円
教
の
円
頓
と
別
教
の
円
頓
と
は
、大
き
な
懸
隔
が

け
ん
か
く

あ
り
、
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。

智
顗
が
説
い
た
教
相
判
釈「

五
時
八
教」

の
八
教
は
、
仏
が
衆
生

教
化
に
あ
た
っ
て
用
い
た
形
式・

儀
則
で
、
薬
の
調
合
法
の
よ
う
な

も
の
に
例
え
ら
れ
る「

化
儀
の
四
教」

で
あ
り
、
仏
が
衆
生
教
化
に

あ
た
っ
て
用
い
た
教
法
の
内
容
、
薬
の
成
分
の
よ
う
な
も
の
に
例
え

ら
れ
る
蔵・

通・

別・

円
の「

化
法
の
四
教」

で
あ
る
。
二
つ
を
合

わ
せ
て
八
教
と
す
る
。

１「

蔵
教（

三
蔵
教）」

は
、
小
乗
教
を
い
う
。
声
聞・

縁
覚・

菩

薩
の
三
乗
人
の
た
め
に
、
四
阿
含
経
に
よ
っ
て
、
空
の
一
面
の

み
を
知
っ
て
、
同
時
に
不
空
の
反
面
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

但
空
の
道
理
を
明
か
し
、
分
析
的
に
空
を
観
じ
る
析
空
観（

＝

た
ん
く
う

し
ゃ
っ
く
う
か
ん

拙
度
観）

に
よ
っ
て
無
余
涅
槃
に
入
ら
せ
る
教
え
で
あ
る
。

２「

通
教」

の
通
と
は
、
通
同
と
通
入
と
共
通
と
の
意
。
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
が
通
じ
て
共
に
受
け
る
大
乗
初
門
の
教
え

を
い
う（

共
通）

。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
も
の
は
因
縁
に
よ
っ

て
成
立
し
て
お
り
、
幻
の
よ
う
に
空
で
あ
る
と
い
う
如
幻
即
空

の
道
理
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
そ
の
ま
ま
が
本
来
空
で
あ
る

と
観
じ
る
体
空
観（

＝
巧
度
観）

を
観
じ
て
い
く
教
え
で
あ

ぎ
ょ
う

ど

か
ん

る
。
こ
の
教
え
の
菩
薩
の
う
ち
、
劣
っ
た
菩
薩
は
こ
の
教
理
を

浅
く
理
解
し
て
、
前
の
蔵
教
の
者
と
同
じ
果
を
悟
り（

通
同）

、

勝
れ
た
菩
薩
は
こ
の
教
え
の
中
か
ら
そ
の
奥
に
含
ま
れ
て
い
る

中
道
の
妙
理
を
悟
っ
て
、
別・

円
二
教
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ

る（

通
入）

。

３「

別
教」

の
別
は
、
不
共
と
歴
別
の
意
。
声
聞・

縁
覚
の
二
乗

と
共
通
せ
ず
、
た
だ
菩
薩
の
た
め
の
み
の
教
え
で（

不
共）

、
そ

の
点
、
前
後
の
三
教
と
別
異
し
て
い
る
が
、
ま
た
す
べ
て
の
も

の
を
差
別
の
面
よ
り
な
が
め
る
の
で
あ
る（

歴
別）

。

空
→
仮
→
中
の
三
諦
を
、
次
第
に
観
じ
て
中
道
の
理
を
悟
る
の

さ
ん
だ
い

で
あ
る
が
、
中
道
は
空
や
仮
と
別
な
も
の
と
み
る
か
ら
、
こ
れ

を
空・

仮
と
は
独
立
し
た
但
中
の
理
と
い
う
。
そ
の
観
法
は
、

次
第
の
三
観
で
あ
り
、
隔

歴
三
観
と
い
う
。
別
教
の
菩
薩
も
、

き
ゃ
く
り
ゃ
く

初
地
に
至
っ
て
後
は
中
道
の
理
を
悟
り
、
円
教
の
人
と
同
じ
に

な
る
が
、
初
地
以
前
に
、
但
中
の
理
か
ら
そ
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
空・

仮
に
離
れ
な
い
不
但
中
の
理
を
悟
っ
て
十
住
か
ら
十

廻
向
の
間
で
、
別
教
か
ら
円
教
へ
転
進
す
る
人
が
あ
る
。

４「

円
教」

の
円
は
、
片
寄
ら
ず
、
す
べ
て
の
も
の
が
互
い
に
溶

え
ん
ぎ
ょ
う

け
合
っ
て
完
備
し
て
い
る
の
意
。
迷
い
も
悟
り
も
本
質
的
に
は

区
別
が
な
い
の
が
真
の
道
理
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
仏
の
悟
り
で

あ
る
か
ら
、円
教
は
仏
の
悟
り
の
ま
ま
を
説
い
た
教
え
に
な
る
。

空
仮
中
の
三
諦
の
理
は
、
一
の
内
に
互
い
に
他
の
二
を
含
む
と
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み
る
か
ら
、
こ
の
中
道
の
理
を
不
但
中
の
理
と
い
い
、
円
教
の

菩
薩
は
空
仮
中
の
三
観
を
一
心
に
、即
空
空
仮
即
中
と
観
じ
る
。

そ
の
観
法
は
、
一
心
三
観
で
あ
り
、
不
次
第
の
三
観
、
円
融
三

観
な
ど
と
い
う
。

蔵・
通・
別・

円
の
四
教
の
う
ち
、
蔵
通
の
二
教
は
、
教
も
証
も

方
便
で
あ
っ
て
真
実
で
な
い
か
ら
教
証
倶
権
、
別
教
は
、
教
は
方
便

で
あ
る
が
証
は
真
実
で
あ
る
か
ら
教
権
証
実
、
円
教
は
、
教
も
証
も

と
も
に
真
実
で
あ
る
か
ら
教
証
倶
実
と
い
う
。

（

４）

ゆ
え
に
、
証
も
ま
た
ま
た
廻
互
に
し
て
不
定
な
り
＝「

証」

は
、

互
証
の
悟
り
を
い
う
。

「

廻
互」

は
、
回
互
と
同
義
。
相
互
に
巡
る
の
意
を
い
う
。
甲
乙
の

二
つ
が
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
り
、
互
い
に
中
に
入
り
込
み
、
互
い

に
支
え
合
い
、
す
べ
て
に
融
合
す
る
こ
と
を
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

廻
互
は
、
同
じ
所
を
回
転
す
る
が
、
そ
の
回
転
が
少
し
ず
つ
ず
れ
て

い
く
。
こ
う
し
て
、
回
転
す
る
も
の
同
士
が
関
連
し
合
っ
て
い
く
こ

と
を
い
う
。

「

互」

の
対
極
に
あ
る
の
は「

我」

で
あ
る
。
人
は
、
我・
自
我
を

後
生
大
事
に
生
き
る
の
が
常
で
あ
る
。
自
我
に
塗
れ
て
生
き
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
ず
に
生
き
る
こ
と
は
、
望
ま
し
い
人
の
真
の
生
き
方

で
は
な
い
。
自
我
に
塗
れ
て
生
き
る
人
は
、
自
我
に
塗
れ
て
生
き
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、い
つ
か
は
自
我
を
い
ろ
い
ろ
に
回
転
さ
せ
て
、

自
我
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
自
我
を
離
れ
る
方
向
に
生
き
方
を
転
換

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
が
修
行
の
意
味
で
あ
る
。
自
我
を

い
ろ
い
ろ
な
回
転
に
変
え
る
の
が
、
修
行
の
成
果
で
あ
る
。
修
行
の

成
果
が「

互
証」

で
あ
る
。

「

証
も
ま
た
ま
た
廻
互
に
し
て」

は
、
悟
り
が
悟
り
を
生
ん
で
い
く

よ
い
循
環
を
い
う
。
こ
れ
が
互
証
で
あ
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
従
っ
て
、
第
三
随
便
宜・

第
四
随
対
治・

第
五

相
摂・

第
六
通
別
と
い
う
四
種
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る

悟
り
も
ま
た
、
互
い
に
誘
発
し
合
い
、
互
い
に
補
完
し
合
い
、
互
い

に
高
め
合
っ
て
よ
り
高
い
悟
り
の
方
向
に
向
か
う
か
ら
、
悟
り
は
一

定
の
順
序・

次
第
に
は
よ
ら
な
い
の
意
を
い
う
。

（

５）

十
六
触
等
の
諸
の
闇
証・

隠
没・

無
記・

有
垢
な
ど
の
法
を
発

こ
す
が
ご
と
し
＝「

十
六
触」

は
、
十
六
種
を
数
え
る
主
観
と
客
観

と
の
接
触
感
覚
、
あ
る
い
は
、
心
の
内
界
と
外
界
と
の
触
れ
合
い
を

い
う
。

「

闇
証」

は
、
暗
証
と
同
義
。
正
し
い
裏
付
け
の
な
い
錯
覚
を
い

う
。
数
息
門
を
実
践
し
て
い
る
と
き
、
十
六
種
を
数
え
る
主
観
と
客

観
と
の
接
触
感
覚
な
ど
実
体
は
な
い
が
、
実
体
が
な
い
十
六
触
が
現

実
に
起
こ
り
、実
体
が
な
い
接
触
感
覚
が
現
実
に
実
在
す
る
と
し
て
、

そ
れ
に
と
ら
わ
れ
執
著
す
る
こ
と
を
い
う
。
闇
証
は
、
暗
証
の
禅
師

と
い
う
こ
と
ば
で
知
ら
れ
る
。
暗
証
の
禅
師
は
、
盲
禅
者
、
暗
禅
の

比
丘
と
も
い
う
。
禅
定
を
修
行
す
る
こ
と
だ
け
に
執
著
し
て
、
教
法

の
研
究
を
怠
り
、
智
解
に
暗
く
、
自
ら
思
い
上
が
っ
て
い
る
者
を

嘲
る
言
葉
で
あ
る
。
智
顗
の『

摩
訶
止
観』

巻
第
五
上（『

大
正
蔵』

あ
ざ
け

四
六・

五
二
ｂ）

な
ど
に
見
え
る
。
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「

隠
没」

は
、
隠
れ
失
う
こ
と
、
隠
れ
て
す
が
た
が
見
え
な
く
な
る

こ
と
を
い
う
。

「
無
記」

は
、
善
で
も
不
善
で
も
な
い
も
の
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、

無
明
と
同
義
。
分
か
ら
な
い
こ
と
、
す
べ
て
が
縁
起
す
る
か
ら
、
す

べ
て
は
実
体
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

「

有
垢」
は
、
汚
れ
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

法
を
発
こ
す」
は
、
対
象
を
実
在
化
さ
せ
る
こ
と
、
実
体
化
す
る

こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
十
六
種
を
数
え
る
、
対
象
に
は
た
ら
き
か
け
る

接
触
の
感
覚
が
現
わ
れ
る
。
す
る
と
、
錯
覚
し
て
接
触
感
覚
が
実
在

す
る
と
し
て
対
象
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
接
触
感
覚
の
対
象
の
す
が
た

を
見
失
っ
た
り
、
接
触
感
覚
の
対
象
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
接
触

感
覚
の
対
象
に
汚
れ
が
あ
る
な
ど
と
接
触
の
対
象
に
心
を
は
た
ら
か

せ
る
。
接
触
の
対
象
に
心
を
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
接
触

感
覚
の
対
象
が
現
実
に
存
在
す
る
と
し
て
、
実
在
化
さ
せ
て
し
ま
う

の
意
を
い
う
。

「

触」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ス
プ
ラ
シ
ュ
タ
ヴ
ァ
ヤ
と
い
う

と
き
は
、
触
覚
を
司
る
感
覚
器
官
、
す
な
わ
ち
皮
膚
ま
た
は
そ
の
機

能
で
あ
る
身
根
に
よ
っ
て
感
覚
さ
れ
る
、
対
象
と
し
て
触
れ
ら
れ
る

べ
き
対
境
を
い
う
。
こ
れ
に「

十
一
触」

が
あ
り
、
地・

水・

火・

風
の
四
大
種
の
堅
さ・

湿
潤
性・

熱
性・

流
動
性
や
、
滑・

渋・

重・

軽・

冷・

饑・

渇
と
い
う
十
一
種
の
触
覚
の
対
象
、
す
な
わ
ち
触
境

を
い
う
。

「

十
六
触」

の
触
は
、
触
境
で
は
な
い
。
触
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
ス
パ
ル
シ
ャ
の
訳
。
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
心
所
の
名
。
倶
舎

宗
で
は
、
十
大
地
法
の
受・

想・

思・

触・

欲・

慧・

念・

作
意・

勝
解・

三
摩
地
の
第
四
の
触
を
い
い
、
唯
識
宗
で
は
、
五
遍
行
心
所

の
作
意・

触・

受・

想・

思
の
第
二
の
触
を
い
う
。
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
種
の
感
覚
器
官
ま
た
は
そ
の
機
能
を
い
う「

根」

と
、
色・

声・

香・

味・

触・

法
の
六
種
の
対
象
を
い
う「

境」

と
、

眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
種
の
認
識
作
用
の「

識」

の
根・

境・

識
の
三
つ
が
遭
遇
し
、
和
合
す
る
と
こ
ろ
に
生
じ
る
精
神
作
用

が「

触」

で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
主
観
と
客
観
と
の
接
触
感
覚
、
あ
る
い
は
、
心

の
内
界
と
外
界
と
の
触
れ
合
い
が「

触」

で
あ
る
。
眼
根
と
色
境
と

眼
識
と
の
三
が
遭
遇
し
て
生
じ
た
触
は「

眼
触」

。
耳
根
と
声
境
と

耳
識
と
の
三
が
遭
遇
し
て
生
じ
た
触
は「

耳
触」

。
鼻
根
と
香
境
と

鼻
識
と
の
三
が
遭
遇
し
て
生
じ
た
触
は「

鼻
触」

。
舌
根
と
味
境
と

舌
識
と
の
三
が
遭
遇
し
て
生
じ
た
触
は「

舌
触」

。
身
根
と
触
境
と

身
識
と
の
三
が
遭
遇
し
て
生
じ
た
触
は「

身
触」

。
意
根
と
法
境
と

意
識
と
の
三
が
遭
遇
し
て
生
じ
た
触
は「

意
触」

で
あ
る
。
こ
れ
が

六
触
で
あ
る
。

六
触
の
う
ち
で
前
五
触
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
五
識
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
五
根
が
、
物
質
と
し
て
場
所
を
占
有
し
て
い
る

「

有
対」

に
あ
る
か
ら「

有
対
触」

と
い
う
。

六
触
の
う
ち
で
、
第
六
の
意
は
、
受・

想・

行・

識
の
精
神
的
な
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は
た
ら
き
の
名
を
認
識
の
対
象
と
す
る
、
勝
れ
た
強
い
こ
と
ば
の

「
増
語」

で
あ
る
か
ら「

増
語
触」

と
い
う
。
こ
れ
が
二
触
で
あ
る
。

無
漏
と
相
応
す
る
触
は「

明
触」

。
染
汚
と
相
応
す
る
触
は「

無
明

触」
。
有
漏
善
お
よ
び
無
覆
無
記
と
相
応
す
る
触
は「

非
明
非
無
明

触」

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
無
明
触
の
中
で
、
愛
と
相
応
す
る
触
は

「

愛
触」

。
恚
と
相
応
す
る
触
は「

恚
触」

で
あ
る
。
能
触
か
ら
、
印

象・

感
覚
を
生
じ
る
受
に
三
受
の
別
が
あ
る
か
ら
、
楽
受
を
生
じ
る

触
は「

順
楽
受
触」
。
苦
受
を
生
じ
る
触
は「

順
苦
受
触」

。
不
苦
不

楽
受
を
生
じ
る
触
は「
順
不
苦
不
楽
受
触」

で
あ
る
。
こ
れ
が
八
触

で
あ
る
。

以
上
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・
意
の
六
触
と
、
有
対・

増
語
の

二
触
と
、
明・

無
明・

非
明
非
無
明
、
愛・

恚
、
楽
受・

苦
受・

不

苦
不
楽
受
の
八
触
を
合
わ
せ
て
、
十
六
触
と
な
る
。

（

６）

こ
の
禅
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
、
数
息
の
証
相
の
体
な
り
＝「

こ

の
禅」

は
、
こ
の
一
句
に
先
立
つ「

十
六
触
等
の
諸
の
闇
証・

隠
没・

無
記・

有
垢
な
ど
の
法
を
発
こ
す」

禅
定
、
す
な
わ
ち
数
息
門
の
観

法
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

証
相」

は
、
修
行
の
結
果
得
た
悟
り
の
す
が
た
を
い
う
。

「

体」

は
、
は
た
ら
き
を
い
う
用
に
対
す
る
語
。
本
体・

本
質
を
い

う
。
本
質
は
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
、
そ
の
も
の
自

体
、
も
の
そ
の
も
の
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
数
息
門
を
修
行
実
践
し
て

い
る
な
か
で
、
接
触
感
覚
の
対
象
に
心
を
は
た
ら
か
せ
て
対
象
を
実

在
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
、錯
覚
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
る
の
が
、

「

数
息
門」

の
悟
り
の
す
が
た
そ
の
も
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

７）

し
か
し
て
、
い
ま
不
定
な
り
＝「

し
か
し
て」

は
、
一
般
的
に

は
、
順
接
の
意
を
表
わ
す
接
続
詞
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
三
の
随

便
宜
、
第
四
の
随
対
治
、
第
五
の
相
摂
、
第
六
の
通
別
と
い
う
、
四

種
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
で
修
行
実
践
さ
れ
る
数
息
門
実
践
の
な
か

で
、
十
六
種
を
数
え
る
対
象
に
は
た
ら
き
か
け
る
接
触
の
感
覚
が
現

わ
れ
る
と
、接
触
感
覚
が
実
在
す
る
と
し
て
対
象
に
と
ら
わ
れ
た
り
、

対
象
の
す
が
た
を
見
失
っ
た
り
、
対
象
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
対

象
に
汚
れ
が
あ
る
な
ど
と
接
触
の
対
象
に
心
を
は
た
ら
か
せ
、
接
触

感
覚
の
対
象
を
実
在
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
悟
り
の
心
の

は
た
ら
き
は
、
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
分
か
ら
な
い
、
不
可
思
議

さ
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

「

不
定」

は
不
次
第
を
い
う
。
決
め
ら
れ
た
階
梯
を
一
つ
ず
つ
上
が

る
よ
う
な
順
番
が
な
く
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、

第
六
通
別
と
い
う
、
四
種
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
の
数
息
門
実
践
の

な
か
で
体
現
す
る
悟
り
が
、
互
い
に
誘
発
し
合
い
、
補
完
し
合
い
、

高
め
合
っ
て
、
四
種
の
六
妙
門
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
門
の
悟
り
を
も
体
現
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
悟
り
の
心
の
は
た
ら
き
は
不
可
思
議
で
あ
る
か

ら
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通
別
の
四
種

の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
で
修
行
実
践
す
る
数
息
門
の
悟
り
は
、
互
い

に
誘
発
し
補
完
し
高
め
合
っ
て
、
四
種
の
六
妙
門
の
数
息・

随
息・
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止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
悟
り
を
も
体
現
す
る
。
従
っ
て
、
悟
り

に
一
定
の
順
序・

次
第
は
な
い
の
意
を
い
う
。

（

８）
身
の
毛
孔
の
虚
疎
な
る
を
見
＝「

毛
孔
の
虚
疎
な
る
を」

の
毛

孔
は
身
体
の
表
面
の
毛
穴
を
い
い
、
虚
疎
の
虚
は
中
身
が
な
く
、
疎

は
隙
間
が
あ
る
こ
と
を
い
う
か
ら
、
虚
疎
は
毛
穴
に
は
隙
間
が
あ
っ

て
空
っ
ぽ
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

毛
孔
の
虚
疎
な
る
を
見」

は
、
肉
眼
で
は
見
え
な
い
よ
う
な
毛
穴

の
空
っ
ぽ
の
す
が
た
を
見
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
数
息
門
の
禅

定
の
な
か
で
、毛
穴
を
電
子
顕
微
鏡
で
拡
大
し
て
見
る
よ
う
に
、は
っ

き
り
と
見
る
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
は
、
隙
間
が
あ
っ
て
空
っ
ぽ
の
虚

疎
の
毛
穴
が
毛
穴
に
続
き
、
毛
穴
の
凹
み
が
毛
穴
の
凹
み
に
連
続
し

て
、
身
体
の
表
面
が
毛
穴
の
凹
凸
が
織
り
成
す
凹
と
凸
と
で
覆
わ
れ

尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
、
手
に
取
る
よ
う
に
は
っ
き
り
と
見
て
取
る

こ
と
を
い
う
。

「

身
の
毛
孔
の
虚
疎
な
る
を
見」

る
真
意
は
、
生
命
の
源
泉
で
あ
る

呼
吸
は
、
口
と
鼻
で
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
皮
膚
か
ら
も
呼
吸
を
し

て
い
る
。
心
を
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
据
え
た
禅
定
の
な
か
で
、
皮
膚

が
毛
穴
を
通
し
て
生
命
の
営
み
を
し
て
や
む
こ
と
の
な
い
真
実
を
見

抜
く
こ
と
に
あ
る
。

（

９）

三
十
六
物
＝「

三
十
六
物」

は
、
人
の
身
体
を
構
成
し
て
い
る

三
十
六
種
の
要
素
を
い
う
。『

大
明
三
蔵
法
数』

巻
第
四
十
八
で
は
、

三
十
六
物
を
外
相・

身
器・

内
含
の
三
種
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
十

二
を
配
当
す
る
。
外
相
は
、
外
に
現
わ
れ
出
た
す
が
た
を
い
い
、
髪
、

毛・

爪・

歯・

目
や
に・

涙・

涎・

唾・

屎・

尿・

垢・

汗
の
十
二

よ
だ
れ

つ
ば
き

を
い
う
。
身
器
は
、
身
は
い
ろ
い
ろ
な
事
物
を
受
け
る
器
で
あ
る
こ

と
を
い
い
、
皮・

膚・

血・

肉・

筋・

脈・

骨・

髄・

肪・

膏・

脳・

膜
の
十
二
を
い
う
。
内
含
は
、
身
体
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
す
が
た

を
い
い
、
肝・

胆・

腸・

胃・

脾・

腎・

心・

肺・

生
臓・

熟
臓・

赤
痰・

白
痰
の
十
二
を
配
当
す
る
。

三
十
六
物
は
、『

大
般
若
経』

巻
第
五
十
三
、『

大
品
般
若
経』

巻

第
六
、『

坐
禅
三
昧
経』

巻
上
、『

禅
要
経』

、『

達
磨
多
羅
禅
経』

巻

下
、『

金
毘
羅
童
子
威
徳
経』『

十
二
頭
陀
経』『

大
毘
婆
沙
論』

巻

四
十
、『

釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門』

巻
第
八
な
ど
に
出
る
が
、
多
少

の
異
同
が
あ
る
。
な
お
、『

南
本
涅
槃
経』

巻
第
二
十
二
に
は
、「

凡

夫
の
身
を
見
る
に
三
十
六
物
の
不
浄
充
満
せ
り」

と
い
い
、
不
浄
観

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
十
六
物
の
不
浄
を
観
じ
る
の
を
自
体
不
浄
と

い
う
。

（

10）

空・

静
の
定
を
証
る
＝
元
の
一
文
は「

証
空
静
定」

で
あ
る
。

証
は「

さ
と
る」

と
訓
む
。
真
実
を
明
か
し
、
真
実
を
明
ら
か
に
体

得
し
、
真
実
を
体
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
真
実

を
身
を
も
っ
て
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
を
い
う
。天
台
で
は
、

悟
り
と
い
う
こ
と
ば
の
内
実
は
、最
終
的
な
意
味
の
悟
り
で
は
な
い
。

よ
り
真
実
に
近
い
状
態
に
近
づ
け
て
い
き
、
よ
り
真
実
に
近
い
真
実

を
頭
に
認
識
さ
せ
、
よ
り
真
実
に
近
い
真
実
を
心
の
な
か
に
明
か
し

実
現
し
て
い
く
こ
と
を
、
悟
り
の
内
実
と
す
る
。
つ
ま
り
、
終
わ
り

の
な
い
悟
り
、
永
遠
に
真
実
を
追
い
求
め
て
い
く
こ
と
が
、
天
台
で
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い
う
段
階
に
あ
る
悟
り
で
あ
る
。

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
修
行
実
践
に
よ
っ

て
求
め
る
こ
と
は
、
人
間
の
あ
り
様
で
あ
る
。
数
息
よ
り
随
息
へ
、

随
息
よ
り
止
へ
、
止
よ
り
観
へ
、
観
よ
り
還
へ
、
還
よ
り
浄
へ
と
、

よ
り
高
次
な
悟
り
を
求
め
て
、
六
門
の
悟
り
が
互
い
に
他
の
六
門
の

悟
り
を
触
発
し
誘
発
し
な
が
ら
修
行
の
階
梯
を
上
っ
て
い
く
。
階
梯

を
上
っ
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
階
梯
の
段
階
的
な
悟
り
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
人
と
し
て
、
よ
り
真
実
に
近
づ
い
て
い
く
方
法
を
確
立
す

る
と
こ
ろ
に
六
妙
門
の
眼
目
が
あ
る
。
証
は
、
段
階
的
な
悟
り
を
悟

る
こ
と
と
い
え
る
。

「

空
静
定」

は
、
空・

静
の
定
と
訓
む
。
空
は
、
一
切
の
事
物
は
縁

起
す
る
か
ら
、
事
物
自
体
に
固
定
的
不
変
な
独
自
の
本
性・

本
質・

実
体
が
な
い
こ
と
を
い
い
、
静
は
、
一
切
の
事
物
は
縁
起
し
実
体
が

な
く
、
対
象
を
絶
し
て
い
る
か
ら
、
苦
な
く
、
欲
な
く
、
煩
悩
な
く
、

一
切
の
執
著
な
く
、
身
心
が
寂
静
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
定
は
禅
定・

静
慮
と
同
義
。
精
神
統
一
を
い
う
。
日
常
、
心
は
頭
に
あ
る
。
こ
の

心
が
臍
下
三
寸
に
下
が
る
。
臍
下
三
寸
の
自
己
の
丹
田
に
あ
る
不
動

の
一
心
、
す
な
わ
ち
、
己
心
か
ら
事
物
の
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
空

即
静
を
み
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、す
べ
て
は
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
、

実
体
が
な
い
も
の
に
は
執
著
の
し
よ
う
が
な
い
寂
静
に
あ
る
と
、
臍

下
三
寸
の
丹
田
の
一
心
に
、
空
は
そ
の
ま
ま
寂
静
で
あ
る
と
、
空
即

静
の
悟
り
を
体
得
す
る
の
意
を
い
う
。

（

11）

身
心
を
覚
え
る
に
、
寂
然
と
し
て
、
所
縁
の
念
な
し
＝「

覚」

は
、
お
ぼ
え
る・

お
ぼ
ゆ
る
と
訓
む
。
覚
の
原
意
は
、
目
の
前
が

ぱ
っ
と
明
ら
か
に
な
る
に
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
お
ぼ
え
る・

さ
と
る

の
意
と
な
っ
た
。
覚
は
、
経
典
で
は
、
さ
と
り
の
智
慧
や
、
心
の
本

性
に
対
す
る
覚
知・

智
慧・

さ
と
り
を
い
う
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で

は
、
事
物
を
推
し
量
る
心
の
粗
い
は
た
ら
き
の
覚
と
、
細
か
い
は
た

ら
き
の
観
の
、
覚
観（

旧
訳
は
尋
伺）

の
覚
を
い
い
、
知
る・

感
知

す
る・

観
察
し
て
感
得
す
る
ほ
ど
の
意
と
取
る
。

「

寂
然」

は
、
注（

10）

の
静
と
同
義
。
心
が
静
か
で
澄
み
切
っ
て

お
り
、
一
切
に
執
著
の
な
い
こ
と
を
い
う
。
一
切
の
事
物
は
実
体
性

が
な
い
空
で
あ
る
と
す
る「

空
寂」

と
も
、
煩
悩
の
火
が
消
え
果
て

心
が
安
ら
か
に
静
ま
っ
て
い
る「

寂
滅」

と
も
同
義
。
一
切
の
現
象

的
存
在
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
や
条
件
が
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
現

象
し
て
い
る
だ
け
で
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
的
存
在
は
一
つ

と
し
て
あ
り
え
な
い
。
す
べ
て
に
実
体
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
苦
も

な
く
、
欲
も
な
く
、
煩
悩
も
な
く
、
一
切
の
執
著
も
な
い
と
す
る

「

寂
静」

と
も
同
義
。

「

所
縁
の
念
な
し」

の
所
縁
は
、
対
象
と
し
て
と
ら
え
る
認
識
の
対

象
を
い
い
、
念
は
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
所
縁
の
念
な
し
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
が
、
色・

声・

香・

味・

触・

法
の

六
境
に
対
し
て
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
識
を
は
た
ら
か

せ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
対
象
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る

心
の
は
た
ら
き
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
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従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
は
、
お
の
れ
自
身
の
身
体
と
心

を
観
察
し
、
身
体
も
心
も
共
に
実
体
が
な
い
か
ら
、
静
か
に
澄
み

渡
っ
て
い
る
こ
と
を
感
得
す
る
。
そ
し
て
、
実
体
が
な
い
も
の
は
と

ら
わ
れ
よ
う
が
な
い
寂
静
に
あ
る
か
ら
、
心
が
対
象
に
心
を
移
し
、

対
象
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と
も
、
あ
り
よ
う
が
な
い
と
直
観
す

る
の
意
を
い
う
。

（

12）

こ
の
定
に
入
る
と
き
、
ま
た
浅
深
の
殊
あ
り
と
い
え
ど
も
、
み

な
こ
れ
空
寂
の
相
な
り
＝「

こ
の
定
に
入
る」

は
、
空・

静
の
定
と

い
う
修
行
法
の
実
践
に
よ
っ
て
、
空・

静
の
定
の
悟
り
に
入
る
こ
と

を
い
う
。

「

浅
深」

は
、
悟
り
の
境
地
に
、
浅
い
悟
り
と
深
い
悟
り
が
あ
る
こ

と
を
い
う
。

「

殊」

は
、「

こ
と
な
り」

と
訓
む
。
殊
異
と
同
義
。
違
い・

相
違

を
い
う
。

「

空
寂」

は
、
一
切
の
事
物
は
実
体
性
が
な
く
空
で
あ
る
こ
と
を
い

う
。
前
出
の
寂
然
と
も
、
寂
滅
と
も
、
寂
静
と
も
、
空・
静
の
定
の

静
と
も
同
義
。
悟
り
の
状
態
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
こ
の
よ
う
な
一
心
の
な
か
の
、
空
は
そ
の
ま
ま

寂
静
で
あ
る
境
地
の
悟
り
に
、
浅
い
深
い
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
す

べ
て
は
空
即
静
の
有
り
様
に
あ
る
か
ら
、
悟
り
そ
の
も
の
の
境
地
に

違
い
は
な
い
の
意
を
い
う
。

（

13）

内
外
の
死
屍
、
不
浄
に
し
て

脹・

爛
壊
し
＝「

内
外
の
死
屍」

の
内
外
は
、
身
体
の
内
と
外
を
い
い
、
死
屍
は
、
死
体
を
い
う
。
従
っ

て
、
内
外
の
死
屍
は
、
死
体
の
体
内
の
五
臓
六
腑
と
死
体
の
表
面
の

皮
膚
を
い
う
。

「

不
浄」

は
、
一
般
的
に
は
、
悪
い
行
為
に
よ
る
過
失
や
煩
悩
に

汚
れ
て
、
清
ら
か
で
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
こ
の
意
を
踏
ま

け
がえ

た
上
で
、
死
体
は
、
次
第
に
腐
敗
し
て
散
り
失
せ
、
つ
い
に
白
骨

と
化
し
て
い
く
、
肉
体
の
汚
ら
わ
し
さ
を
い
う
。
肉
体
の
汚
ら
わ
し

さ
に
深
く
想
い
を
凝
ら
し
て
、
煩
悩
や
欲
望
を
取
り
除
く
方
法
に
、

五
停
心
観
の
一
つ
と
し
て
不
浄
観
が
あ
る
。
一
句
は
、
こ
れ
を
内
意

す
る
。
な
お
、
五
停
心
観
は
、
不
浄
観・

慈
悲
観・

因
縁
観・

界
分

別
観・

数
息
観
、
あ
る
い
は
、
界
分
別
観
を
観
仏
に
置
き
換
え
た
五

つ
を
い
う
。

「

脹」

は
、
胖
脹
と
も
表
記
。
脹
れ
上
が
り
、
膨
れ
上
が
る
こ
と

を
い
う
。

「

爛
壊」

は
、
爛
れ
崩
れ
て
い
く
こ
と
を
い
う
。
死
ん
だ
後
の
人
の

た
だ

死
体
は
、
体
内
の
五
臓
六
腑
も
、
死
体
の
表
面
の
皮
膚
も
、
古
血
の

こ

け
つ

た
め
皮
肉
が
黄
赤
に
な
っ
て
黒
ず
み
爛
れ
、
身
体
の
九
つ
の
孔
に
膿

や
虫
が
溢
れ
湧
き
、
蛆
虫
や
鳥
獣
に
喰
わ
れ
、
脹
れ
上
が
り
、
膿
血

が
溢
れ
、
皮
肉
が
破
れ
、
腐
敗
し
て
い
く
。
や
が
て
、
皮
肉
が
尽
き

て
筋
骨
の
み
と
な
っ
て
散
乱
し
、
火
に
焼
か
れ
て
煙
と
な
り
灰
と
な

り
、
つ
い
に
は
白
骨
と
な
っ
て
散
乱
狼
藉
す
る
。
死
屍
の
、
こ
の
世

に
お
け
る
九
想
の
有
り
様
を
、
一
句
は
、
脹
れ
上
が
り
膨
れ
上
が
り
、

や
が
て
爛
れ
て
崩
れ
て
い
く
す
が
た
を
代
表
と
し
て
記
述
し
、
世
間

の
死
屍
の
無
常
な
す
が
た
が
、
不
浄
で
あ
る
有
り
様
を
い
う
。
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従
っ
て
一
句
は
、
死
体
の
体
内
の
五
臓
六
腑
と
表
面
の
皮
膚
は
汚

れ
て
お
り
、
脹
れ
膨
れ
上
が
り
や
が
て
爛
れ
崩
れ
て
い
く
有
り
様
を

観
察
す
る
。
そ
し
て
、
荼
毘
に
付
さ
れ
た
白
骨
は
清
浄
で
、
青・

黄・
赤・
白
の
仏
の
光
明
な
ど
に
包
ま
れ
て
、
光
り
輝
い
て
い
る
す
が
た

を
観
察
す
る
の
意
を
い
う
。「

浄」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

シ
ュ
ッ
ダ・
清
浄
を
い
う
。
清
浄
は
悪
い
行
為
に
よ
る
過
失
や
煩
悩

の
汚
れ
を
離
れ
て
、
清
ら
か
な
こ
と
を
い
う
。
清
は
、
智
慧
の
力
で

観
察
し
て
、
心
の
在
り
方
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
浄
は
、
煩

悩
が
止
ん
で
、
心
の
在
り
方
が
静
か
な
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
真

実
の
ま
ま
を
悟
り
顕
し
て
い
る
こ
と
を
清
浄
と
い
い
、
心
清
浄
、
身

清
浄
、
身
語
意
三
種
清
浄
な
ど
と
用
い
る
。
過
失
や
煩
悩
に
汚
れ
、

清
ら
か
で
な
い
こ
と
を「

不
浄」

と
い
う
。

『

究
竟
一
乗
宝
性
論』

巻
第
四
に
は
、
す
べ
て
の
も
の
は
空
で
あ
る

か
ら
、
も
と
も
と
清
ら
か
で
あ
る
と
い
う
自
性
清
浄
と
、
煩
悩
の
汚

れ
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
如
が
、
本
来
の
清
ら
か
さ
に
戻
っ

た
離
垢
清
浄
と
を
説
い
て
、
二
種
清
浄
と
す
る
。
な
お
、
人
の
心
は
、

り

く

本
来
の
す
が
た
に
お
い
て
清
浄
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
心
性
本
浄

と
い
い
、
そ
の
心
を
自
性
清
浄
心
と
い
う
。
大
乗
で
は
、
こ
の
心
を

如
来
蔵
心
、
仏
性
と
名
づ
け
る
。
心
は
、
本
来
は
清
浄
で
あ
っ
て
も
、

現
実
に
お
い
て
は
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
汚
さ
れ
て
い
る
。こ
の
煩
悩
は
、

本
来
は
あ
る
べ
き
も
の
で
な
く
、客
分
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

客
塵
煩
悩
と
い
う
。
塵
は
、
煩
悩
が
微
細
で
動
揺
す
る
こ
と
を
、
塵

か
く
じ
ん
ぼ
ん
の
う

垢
に
例
え
た
も
の
で
あ
る
。

「

九
想・

九
相」

は
、
貪
り
執
著
す
る
心
を
除
き
、
煩
悩
を
離
れ
る

く

そ
う

た
め
に
、
人
の
屍
相
を
心
の
対
象
と
し
て
、
心
に
深
く
想
い
を
凝
ら

す
九
種
の
観
想
を
い
う
。

１「

青

想」

は
、
古
血
の
た
め
に
、
皮
肉
が
黄
赤
に
な
り
、
さ

し
ょ
う

お

そ
う

ら
に
黒
ず
ん
で
い
く
有
り
様
を
観
じ
る
観
想
。

２「

膿
爛
想」

は
、
皮
肉
が
爛
れ
て
、
身
体
の
九
つ
の
孔
に
、
膿

の
う
ら
ん
そ
う

や
虫
が
溢
れ
湧
い
て
い
る
有
り
様
を
観
じ
る
観
想
。

３「

虫

想」

は
、
蛆
虫
や
鳥
獣
に
喰
わ
れ
る
有
り
様
を
観
じ
る

ち
ゅ
う
か
ん
そ
う

観
想
。

４「

胖
脹
想」

は
、
死
屍
が
脹
れ
上
が
っ
た
有
り
様
を
観
じ
る
観

ほ
う
ち
ょ
う
そ
う

想
。

５「

血
塗
想」

は
、
死
屍
に
膿
血
が
溢
れ
て
い
る
有
り
様
を
観
じ

け
つ

づ

そ
う

る
観
想
。

６「

壊
爛
想」

は
、
皮
肉
が
破
れ
、
腐
敗
し
た
有
り
様
を
観
じ
る

え

ら
ん
そ
う

観
想
。

７「

敗
壊
想」

は
、
皮
肉
が
尽
き
て
、
筋
骨
の
み
と
な
り
、
散
乱

は
い

え

そ
う

し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
有
り
様
を
観
じ
る
観
想
。

８「

焼
想」

は
、
死
屍
が
火
に
焼
か
れ
、
煙
と
な
り
灰
と
な
る
有

り
様
を
観
じ
る
観
想
。

９「

骨
想」

は
、
白
骨
と
な
っ
て
狼
藉
散
乱
し
て
い
る
有
り
様
を

観
じ
る
観
想
。

死
ん
だ
後
死
体
が
変
化
す
る
、
人
体
の
死
屍
の
醜
悪
な
相
状
に
つ

い
て
想
う
、
九
通
り
の
観
想
を
実
践
し
て
、
肉
体
に
対
す
る
執
著・
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情
念
を
除
き
、
煩
悩
を
断
つ
不
浄
観
を
九
想
観
と
も
い
う
。

（
14）

お
よ
び
、
白
骨
の
光
明
等
あ
り
て
＝「

お
よ
び」

は
、
そ
の
前

段
で
、
死
体
が
変
化
す
る
人
体
の
死
屍
の
醜
悪
な
相
状
を
、
九
想
に

わ
た
っ
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
九
想
は
俗
世
間
の
不
浄
で
あ
り
無

常
で
あ
る
有
り
様
を
象
徴
し
て
い
う
。「

お
よ
び」

を
受
け
た
後
段

で
は
、
九
想
の
第
九
の
骨
想
の
白
骨
が
、
俗
世
間
の
不
浄
で
あ
り
無

常
を
離
れ
て
、
青・
黄・

赤・

白
の
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
、
出

世
間
の
清
浄
で
あ
り
常
住
で
あ
る
有
り
様
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
つ

ま
り
、「

お
よ
び」

は
、
そ
の
前
段
の
俗
と
、
そ
の
後
段
の
聖
と
の

分
断
の
位
置
づ
け
を
示
す
。

「

白
骨
の
光
明」

は
、
荼
毘
に
付
さ
れ
た
白
骨
は
、
火
に
焼
か
れ
た

か
ら
清
浄
で
あ
り
、
残
る
と
こ
ろ
の
な
い
無
余
依
涅
槃
に
あ
り
、
青・

黄・

赤・

白
の
仏
の
光
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
、
本
来
の
仏
の
す
が

た
そ
の
も
の
と
し
て
光
り
輝
く
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

九
想
観
の
対
象
と
な
る
人
の
死
体
は
、次
第
に
腐
敗
し
て
散
り
失
せ
、

つ
い
に
白
骨
と
化
し
て
い
く
。
こ
の
肉
体
の
汚
ら
わ
し
さ
を
不
浄
と

し
て
、
心
に
深
く
想
い
を
凝
ら
す
の
が
小
乗
の
不
浄
観
と
し
て
の
九

想
観
で
あ
る
。
大
乗
に
は
、
作
浄
と
い
う
、
罪
の
汚
れ
が
あ
る
も
の

さ

じ
ょ
う

も
、
一
定
の
制
限
禁
止
の
法
に
従
っ
て
行
な
え
ば
、
罪
に
な
ら
な
い

と
す
る
浄
法
が
あ
る
。
例
え
ば
、
果
物
を
食
べ
る
と
き
、
な
ま
の
ま

ま
で
は
食
べ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
必
ず
浄
し
て
食
べ
る
。
火
で

焼
く
の
を
火
浄
、
刀
で
傷
つ
け
る
の
を
刀
浄
と
い
う
。
九
想
の
焼
想

は
、
ま
さ
に
火
浄
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
火
浄
の
結
果
が
骨
想
の
白
骨

で
あ
る
。
九
想
の
骨
想
の
白
骨
を
、
白
骨
の
光
明
と
取
る
の
は
、
こ

の
火
浄
の
浄
法
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し

て
、
小
乗
の
九
想
観
が
、
大
乗
の
九
想
観
と
な
り
、
白
骨
観
と
な
り
、

小
乗
の
不
浄
観
が
大
乗
の
浄
観
に
転
換
す
る
。
白
骨
の
光
明
は
、
こ

の
浄
観
を
い
う
。

「

あ
り
て」

に
、
観
じ
る
こ
と・

観
察
す
る
こ
と
の
意
を
重
ね
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
そ
し
て
、
荼
毘
に
付
さ
れ
た
白
骨
は
清
浄
で
、

青・

黄・

赤・

白
の
仏
の
光
明
な
ど
に
包
ま
れ
て
、
光
り
輝
い
て
い

る
す
が
た
を
観
察
す
る
の
意
を
い
う
。

「

光
明」

は
、
仏・

菩
薩
な
ど
の
発
す
る
光
り
で
あ
り
、
自
ら
輝
く

も
の
を「

光」

、
物
を
照
ら
す
も
の
を「

明」

と
い
い
、
闇
を
破
り
、

真
実
を
顕
わ
す
は
た
ら
き
が
あ
る
。『

倶
舎
論』

巻
第
一
で
は
、
太

陽
の
ひ
か
り
を
光
と
い
い
、
月・

星・

火
薬
な
ど
の
ひ
か
り
を
明
と

す
る
。
光
は
黄
赤
の
二
色
を
い
い
、
明
は
青
黄

赤

白
の
四
色
か
ら

し
ょ
う
お
う
し
ゃ
く
び
ゃ
く

な
る
。
仏・

菩
薩
の
身
か
ら
発
す
る
光
を
身
光（

色
光・

外
光）

と

い
い
、
智
慧
が
も
の
の
真
相
を
照
ら
す
は
た
ら
き
を
智
光（

心
光・

智
慧
光・

内
光）

と
い
う
。
身
光
に
は
、
常
に
仏
身
か
ら
発
し
て
い

る
常
光（

円
光）

と
、
教
化
の
相
手
や
機
会
に
応
じ
て
反
す
る
現
起

光（

神
通
光・

放
光）

と
が
あ
る
。
常
光
は
、
半
径
一
尋（

約
三

ひ
ろ

メ
ー
ト
ル）

の
円
光
で
あ
り
、
一
ケ
所
か
ら
発
す
る
光
に
、
白
毫
光・

び
ゃ
く
ご
う
こ
う

毫
光・

眉
間
光・

毛
孔
光
な
ど
が
あ
る
。

も
う

く

こ
う

（
15）

定
心
、
安
隠（

穏）

な
り
＝「

定
心」

は
、
禅
定
心・

寂
静
心・

（

マ
マ）

三
昧・

サ
マ
ー
デ
ィ
と
同
義
。
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
一
心
を
据
え
て
、
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安
定
し
、
散
乱
し
な
い
心
を
い
う
。

「

安
隠（

穏）」

は
、
一
般
に
は
心
安
ら
か
な
こ
と
、
さ
と
り
の
境

（

マ
マ）

地
を
い
う
。
こ
こ
で
は
寂
滅
よ
り
高
い
段
階
を
い
い
、
心
を
自
分
で

自
由
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
境
地
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
修
行
者
の
心
は
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
の
一
心
に

据
わ
り
、
お
の
れ
の
心
を
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
意
を
い
う
。

（

16）

巧
慧
方
便
＝「
巧
慧」

の
巧
は
、
一
般
的
に
は
、
人
々
の
素
質

や
能
力
を
判
断
し
、
そ
の
利
鈍
に
応
じ
て
理
解
さ
せ
る
よ
う
、
仏・

菩
薩
が
巧
み
に
誘
導
の
方
法
や
手
段
を
立
て
る「

善
巧
方
便」

を
い

う
。
慧
は
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・
精
進・

禅
定
の
五
つ
の
波
羅
蜜

を
兼
ね
備
え
た
上
で
、
智
慧
の
般
若
波
羅
蜜
を
完
成
し
、
そ
の
般
若

波
羅
蜜
に
基
づ
い
て
生
き
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
巧
慧
方
便
は
、

一
般
的
に
は
、
善
巧
智
慧
方
便
と
で
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
、

布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定
の
五
つ
の
波
羅
蜜
を
兼
ね
備
え

た
上
で
、
智
慧
の
般
若
波
羅
蜜
に
基
づ
い
た
、
仏・
菩
薩
の
巧
み
な

手
立
て
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
菩
薩
が
、
菩
薩
の
智
慧
に
基
づ
い
て
実
践
す
る
菩
薩

の
修
行
実
践
の
意
と
取
る
。

（

17）

発
～
起
…
…
＝
一
般
的
に
、
発
起
と
熟
し
、
ひ
ら
き
お
こ
す
こ

ほ
っ

き

と
を
い
う
。
峻
別
す
れ
ば
、
昔
か
ら
あ
る
こ
と
を
お
こ
す
こ
と
を
発
、

い
ま
初
め
て
お
こ
す
こ
と
を
起
と
い
う
。
合
わ
せ
て
、
た
だ
お
こ
す

こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
修
行
を
実
践
し
て
、
悟
り
に
至
る
の
意

と
取
る
。

（

18）

思
覚
の
心
＝「

思
覚
の
心」

は
、
思
心
と
覚
心
と
の
二
意
を
含

む
と
取
る
。
思
心
は
、
菩
薩
の
十
力
の
一
つ
を
い
い
、
覚
心
は
、
目

覚
め
た
仏・

菩
薩
の
心
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
思
覚
の
心
は
、
菩
薩

の
修
行
者
が
菩
薩
の
真
の
智
慧
に
目
覚
め
た
、
菩
薩
の
心
を
い
う
。

（

19）

諸
法
＝「

諸
法」

は
、
一
般
的
に
は
、
一
切
の
現
象
的
存
在
や

物
質
的
現
象
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
修
行
を
実
践
し
て
も
実
践
し
て
も
な
お
残
る
、
真
実

に
迷
い
惑
う
、
極
微
細
な
迷
妄
の
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
現
象
的

存
在
や
物
質
的
現
象
は
す
べ
て
、
絵
師
が
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
上
に

一
幅
の
絵
を
描
き
出
す
よ
う
に
、
人
の
心
が
人
の
心
の
上
に
創
り
出

し
顕
わ
し
出
し
た
影
像
で
あ
っ
て
、
心
と
は
関
係
な
く
存
在
す
る
現

象
的
存
在
や
物
質
的
現
象
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
切
は
、
人
が
、

お
の
れ
の
肉
眼
で
確
固
と
し
た
も
の
が
あ
る
と
見
る
よ
う
な
、
固
定

的
不
変
な
独
自
の
実
体
の
あ
る
現
象
的
存
在
や
物
質
的
現
象
は
な
い
。

こ
れ
が
現
象
的
存
在
や
物
質
的
現
象
が
存
在
す
る
こ
と
の
真
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践
し
て
い
る
な
か
で
、
一
切

を
空
じ
て
い
っ
て
も
、
実
体
視
し
て
や
ま
な
い
迷
妄
の
心
の
は
た
ら

き
が
、
極
微
細
で
は
あ
っ
て
も
、
な
お
残
る
。
諸
法
は
、
こ
の
極
微

細
な
迷
妄
の
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。

（

20）

破
折
＝「

破
折」

は
、
折
破
と
同
義
。「

は
せ
つ」

と
も
訓
む
が
、

せ
っ

ぱ

「

は
し
ゃ
く」

と
訓
む
の
が
習
い
。
挫
き
破
る
こ
と
を
い
う
。

く
じ

（
21）

本
に
反
り
、
源
に
還
る
＝「

反
本
還
源」

反
は
返
に
通
じ
、
返

へ
ん
ぽ
ん
げ
ん
げ
ん
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と
も
書
く
。
本
に
反
り
源
に
還
る
と
訓
む
。
人
が
生
き
る
こ
と
は
、

か
え

貪
り
や
怒
り
や
愚
か
さ
や
高
ぶ
り
や
疑
い
や
誤
っ
た
見
方
と
い
う
煩

悩
を
造
り
続
け
、
造
り
出
し
た
煩
悩
を
纏
う
こ
と
で
あ
る
。
人
が
生

き
る
こ
と
は
、
好
き
か
嫌
い
か
、
有
る
か
無
い
か
、
正
か
邪
か
と
、

こ
れ
と
あ
れ
と
を
区
別
し
対
立
さ
せ
、
損
得
を
忖
度
す
る
分
別
に
掻

き
乱
さ
れ
、
執
著
し
て
生
き
る
こ
と
に
あ
る
。
本
源
に
還
っ
た
人
は
、

こ
れ
ら
の
煩
悩
と
分
別
と
を
断
滅
し
尽
く
し
た
人
で
あ
る
。
煩
悩
と

分
別
と
を
断
滅
し
尽
く
し
た
人
は
、真
の
意
味
で
の
自
由
人
で
あ
り
、

自
然
人
で
あ
る
。
本
源
に
還
っ
た
人
は
煩
悩
と
分
別
を
断
滅
し
尽
く

し
た
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
心
に
妨
げ
る
も
の
の
な
い
人
は
、
清
ら

か
な
心
に
あ
る
と
い
え
る
。
本
源
に
還
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
自
性

清
浄
心
に
還
り
、
そ
の
心
で
、
自
ず
か
ら
然
る
自
然
の
な
か
で
、
あ

じ

ね
ん

る
が
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
を
い
う
。

（

22）

身
心
寂
然
に
し
て
諸
法
を
得
ず
＝「

身
心」
は
、
肉
体
と
精
神

か
ら
成
る
身
体
の
全
体
、
人
の
個
と
し
て
の
身
体
の
全
体
、
す
な
わ

ち
全
身・

全
身
心
を
い
う
。

「

寂
然」

は
、
静
か
に
澄
み
切
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る
こ
と
を

い
う
。
つ
ま
り
、
全
身
心
を
観
る
と
、
全
身
心
の
ど
こ
に
も
固
定
的

不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
。
全
身
心
の
ど
こ
に
も
固
定
的
不
変
な

独
自
の
存
在
の
基
盤
に
な
る
も
の
は
な
い
。
全
身
心
は
、
刹
那
生
滅

を
繰
り
返
す
、
非
連
続
の
連
続
と
い
う
現
象
と
し
て
、
あ
り
の
ま
ま

に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

諸
法」

は
、
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践
し
て
い
る
な
か
で
、
一
切

を
空
じ
て
い
っ
て
も
、
実
体
視
し
て
や
ま
な
い
迷
妄
の
心
の
は
た
ら

き
が
、
極
微
細
で
は
あ
っ
て
も
な
お
残
る
、
極
微
細
な
迷
妄
の
心
の

は
た
ら
き
を
い
う
。

「

得
ず」

は
、
前
出
の
破
折
と
同
義
。
挫
き
破
る
こ
と
、
と
ら
わ
れ

く
じ

な
い
こ
と
、
執
著
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
全
身
心
の
は
た
ら
き
を
一
切
止
め
た
、
静
か
に

澄
み
切
っ
た
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る
寂
静
の
境
地
で
は
、
一
切
を
空
じ

て
い
っ
て
も
な
お
残
る
、
実
体
視
し
て
や
ま
な
い
極
微
細
な
迷
妄
の

心
の
は
た
ら
き
を
離
れ
る
の
意
を
い
う
。

（

23）

妄
垢
を
生
ぜ
ず
＝「

妄
垢」

の
妄
は
、
色・

声・

香・

味・

触・

法
と
い
う
六
種
の
対
象
を
、
妄
り
に
貪
り
怒
る
妄
念・

妄
心
を
い
い
、

垢
は
貪
り・

怒
り・

愚
か
さ
と
い
う
根
本
煩
悩
か
ら
出
て
、
人
を
無

限
に
束
縛
し
続
け
る
有
り
様
が
、特
に
汚
れ
て
い
る
煩
悩
垢
を
い
う
。

煩
悩
垢
は
、
悩
み
苦
し
む
悩
、
害
意
を
も
っ
て
怒
る
害
、
敵
意
を

も
っ
て
恨
む
恨
、
疑
い
信
じ
な
い

、
他
人
を
欺
く
誑
、
お
ご
り
高

こ
ん

と
う

お
う

ぶ
る

と
い
う
、
貪
り・

怒
り・

愚
か
さ
と
い
う
貪・

瞋・

癡
の
三

き
ょ
う

毒
か
ら
生
起
す
る
、
六
根
の
対
象
に
妄
り
に
と
ら
わ
れ
、
心
を
染
め

汚
す
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る「

六
垢」

を
い
う
。

「

不
生
、
生
ぜ
ず」

は
、
生
じ
さ
せ
よ
う
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
妄
り
に
対
象
に
と
ら
わ
れ
、
心
を
染
め
汚
す
悩

み
苦
し
み
の
悩
や
、
害
意
を
も
っ
て
怒
る
害
や
、
敵
意
を
も
っ
て
恨

む
恨
や
、
疑
い
信
じ
な
い

や
、
他
人
を
欺
く
誑
や
、
お
ご
り
高
ぶ

る

と
い
う
、心
の
は
た
ら
き
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
の
意
を
い
う
。
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（
24）

分
別
を
起
こ
さ
ず
＝「

分
別」

は
、
Ａ
か
、
あ
る
い
は
非
Ａ
か

と
、
物
事
を
概
念
で
分
け
て
考
え
て
い
く
、
知
的
な
働
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
計
度
の
四
句
分
別
を
い
う
。
四
句
分
別
は
、
あ
る
一
つ
の

け

た
く

標
準・
Ａ
を
基
に
、
存
在
を「

Ａ
な
り」「

非
Ａ
な
り」「

Ａ
に
し
て

ま
た
非
Ａ
な
り」「

Ａ
に
も
非
ず
非
Ａ
に
も
非
ず」

と
分
類
し
た
り
、

あ
る
い
は
、
二
つ
の
標
準・

Ａ
と
Ｂ
を
基
に
、
存
在
を「

Ａ
は
Ｂ
に

非
ず」「

Ｂ
は
Ａ
に
非
ず」「

Ａ
に
し
て
ま
た
Ｂ
な
り」「

Ａ
に
も
非

ず
Ｂ
に
も
非
ず」

と
分
類
し
た
り
す
る
。

例
え
ば
、
有
と
無
と
に
つ
い
て
い
え
ば
、
有
と
無
と
亦
有
亦
無
と

非
有
非
無
が
成
り
立
つ
。
有
と
無
と
亦
有
亦
無
と
非
有
非
無
で
代
表

さ
れ
る
四
句
分
別
は
、
有
る
か
無
い
か
と
い
う
概
念
作
用
に
基
づ
い

た
分
別
智
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
分
別
で
あ
る
。
わ
た
し
と
い
う
人
と
、

わ
た
し
の
感
覚
器
官
が
造
り
出
す
虚
像
で
あ
る
対
象
世
界
、お
よ
び
、

そ
れ
を
さ
ら
に
こ
と
ば
で
人
工
の
手
を
加
え
た
こ
の
わ
た
し
と
、
わ

た
し
で
な
い
他
な
る
も
の
は
、
こ
の
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
有
る
も

の
と
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
、
本
来
の
清
浄
な
わ
た
し
の
眼
で
観

れ
ば
、
有
る
と
も
無
い
と
も
い
え
な
い
。
仏
教
は
、
有
と
無
と
い
う

対
立
概
念
で
対
象
を
捉
え
る
こ
と
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
立
場
に
あ
る
。
す
べ
て
は
空
で
あ
っ
て
、
空
の
在
り
方
は
、
表
現

の
で
き
な
い
不
可
言
説
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
強

い
て
い
う
な
ら
ば
、
非
有
非
無
と
い
う
し
か
な
い
。

『

般
若
経』

は
、
有
る
か
無
い
か
と
い
う
、
有
と
無
と
亦
有
亦
無
と

非
有
非
無
の
四
つ
を
否
定
す
る
。
概
念
作
用
に
基
づ
い
た
、
分
別
智

の
四
句
分
別
を
否
定
し
た
上
で
、
概
念
的
思
惟
を
超
え
、
主
観
と
客

観
の
対
立
を
超
え
た
無
分
別
智
の
レ
ベ
ル
で
、非
有
非
無
を
立
て
る
。

概
念
作
用
に
基
づ
い
た
分
別
智
の
自
我
か
ら
の
解
放
、
分
別
智
か
ら

無
分
別
の
真
実
智
に
至
る
こ
と
が
、
仏
教
の
目
的
で
あ
る
。
分
別
智

か
ら
無
分
別
智
に
至
る
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
到
彼
岸・

パ
ー
ラ
ミ

タ
ー
で
あ
り
、
度
る
こ
と
の
内
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
我
を
否
定

わ
た

し
、
無
分
別
智
に
至
る
た
め
の
大
乗
の
菩
薩
の
修
行
法
が
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定・

智
慧
の
六
波
羅
蜜
で
あ
る
。
こ
こ
で

い
う
分
別
は
、
有
と
無
と
亦
有
亦
無
と
非
有
非
無
を
忖
度
す
る
、
分

そ
ん
た
く

別
智
の
レ
ベ
ル
の
分
別
を
い
う
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
有
と
無
の
他

に
、
一
と
異
、
常
と
無
常
、
自
と
他
な
ど
に
つ
い
て
も
四
句
分
別
が

な
さ
れ
る
。

「

不
起・

起
こ
さ
ず」

は
、
起
こ
し
よ
う
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
見
た
り
聞
い
た
り
臭
い
だ
り
味
わ
っ
た
り
感
じ

た
り
知
っ
た
り
す
る
対
象
に
と
ら
わ
れ
、
こ
れ
を
取
り
あ
れ
を
捨
て

る
と
い
う
、
対
象
を
思
い
計
る
心
の
は
た
ら
き
は
起
こ
さ
な
い
の
意

を
い
う
。

（

25）

心
想
寂
然
に
し
て
明
ら
か
に
法
相
を
識
る
＝「

心
想」

は
、
心

と
そ
の
は
た
ら
き
で
あ
る
想
念
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
と
い
う
六
つ
の
感
覚
器
官
を
通
し
て
、
色・

声・

香・

味・

触・

法
と
い
う
六
つ
の
対
象
世
界
に
働
き
か
け
て
起
こ
す
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
と
い
う
六
つ
の
認
識
作
用
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
心
に
造
り
上
げ
て
い
く
想
い・

想
念
、
す
な
わ
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ち
、
自
分
に
拘
り
、
自
分
を
実
体
視
し
、
自
分
を
誇
り
頼
り
、
自
分

に
執
著
す
る
自
我
意
識
を
い
う
。

「
心
想
寂
然
に
し
て」

は
、
六
根
を
通
し
て
六
境
に
働
き
か
け
て
起

こ
す
六
識
を
、
繰
り
返
し
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
る
自
分

に
拘
り
、
自
分
を
実
体
視
し
、
自
分
を
誇
り
頼
り
、
自
分
に
執
著
す

る
自
我
意
識
が
消
え
去
り
、
自
我
意
識
に
よ
っ
て
自
分
の
心
を
汚
す

こ
と
が
な
い
か
ら
、
心
と
心
の
想
い
が
静
か
で
澄
み
切
っ
た
寂
然
の

境
地
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

法
相」

は
、
一
切
の
も
の
が
、
差
別
の
す
が
た
の
ま
ま
に
、
あ
り

の
ま
ま
に
あ
る
諸
法
実
相
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
文
脈
か
ら
、
お
の

れ
の
中
の
智
慧
の
力
に
よ
っ
て
自
我
が
打
ち
消
さ
れ
た
、
お
の
れ
の

全
身
心
の
本
来
清
浄
な
す
が
た
、
あ
る
い
は
、
真
実
の
智
慧
に
照
ら

さ
れ
た
悟
り
の
中
で
、
お
の
れ
の
全
身
心
が
あ
り
の
ま
ま
の
清
浄
な

す
が
た
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
六
根
を
通
し
て
六
境
に
働
き
か
け
て
起
こ
し
、

六
識
が
繰
り
返
し
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
る
自
分
に
拘
り
、

自
分
を
実
体
視
し
、
自
分
を
誇
り
頼
り
、
自
分
に
執
著
す
る
自
我
意

識
が
消
え
去
る
か
ら
、
自
我
に
よ
っ
て
お
の
れ
の
心
を
汚
す
こ
と
が

な
い
。
だ
か
ら
、
心
は
静
か
に
澄
み
切
っ
た
寂
然
の
境
地
に
あ
り
、

真
実
の
智
慧
に
照
ら
さ
れ
た
悟
り
の
中
で
、
お
の
れ
の
全
身
心
が
あ

り
の
ま
ま
の
清
浄
な
す
が
た
に
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
感
得
す
る
の
意

を
い
う
。

（

26）

依
倚
す
る
と
こ
ろ
な
し
＝「

依
倚」

は
、
一
般
的
に
、「

い
い」

と
訓
み
、
よ
り
か
か
り
、
も
た
れ
か
か
り
、
た
よ
る
の
意
を
い
う
。

仏
教
の
訓
み
は「

え
い」

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
だ
わ
り
執
著
す

る
の
意
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
の
心
は
、
一
切
に
と
ら
わ
れ
よ

う
が
な
い
の
意
を
い
う
。

（

27）

互
い
に
六
門
禅
を
発
こ
す
相
＝「

六
門
禅」

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
修
行
法
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
次
第

証
に
続
く
互
証
の
ま
と
め
で
あ
る
。
互
証
は
、
例
え
ば
、
数
息
門
一

門
の
悟
り
が
誘
発
し
て
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、

第
六
通
別
の
四
種
の
六
妙
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
悟
り
の
い
ず
れ
か
を
起
こ
す
か
ら
、
合
計
し

て
、
四
六・

二
十
四
種
の
悟
り
の
い
ず
れ
か
を
互
い
に
誘
発
し
補
完

し
高
め
合
っ
て
起
こ
す
有
り
様
を
い
う
。

（

28）

前
後
は
定
ま
ら
ず
＝
次
第
証
は
、
数
息
門
か
ら
随
息
門
へ
、
随

息
門
か
ら
止
門
へ
、
止
門
か
ら
観
門
へ
、
観
門
か
ら
還
門
へ
、
還
門

か
ら
浄
門
へ
と
、低
か
ら
高
へ
と
階
梯
を
高
め
て
い
く
悟
り
を
い
う
。

つ
ま
り
、
次
第
証
は
、
数
息
門
の
修
行
実
践
の
な
か
で
悟
り
を
得
る
。

こ
の
数
息
門
の
悟
り
を
基
に
、
随
息
門
の
修
行
実
践
を
す
る
な
か
で

随
息
門
の
悟
り
に
高
め
、
随
息
門
の
悟
り
を
基
に
、
止
門
の
修
行
実

践
を
す
る
な
か
で
止
門
の
悟
り
へ
と
、
浄
門
の
悟
り
に
至
る
ま
で
、

悟
り
の
階
梯
を
一
つ
ず
つ
順
次
に
上
げ
て
進
む
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
互
証
は
、
次
第
証
の
よ
う
な
順
序・

次
第
を
経
る
わ
け

で
は
な
い
。一
つ
の
修
行
実
践
の
な
か
で
起
こ
し
た
悟
り
に
よ
っ
て
、
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真
の
意
味
で
心
が
か
ら
り
と
開
け
ば
、
開
い
た
心
が
互
い
に
誘
発
し

合
っ
て
真
の
悟
り
の
方
向
に
直
進
す
る
。
互
い
に
誘
発
し
合
い
、
互

い
に
補
完
し
合
い
、
互
い
に
高
め
合
う
悟
り
に
は
、
次
第
証
の
よ
う

な
一
定
の
順
序・

次
第
は
な
い
。

「

前
後
不
定」

は
、
誘
発
し
補
完
し
高
め
合
う
悟
り
の
不
可
思
議
さ

を
い
う
。

（

29）

今
説
の
ご
と
く
な
ら
ず
＝「

今
説」

は
、
数
息
門
か
ら
随
息
門

へ
、
随
息
門
か
ら
止
門
へ
、
止
門
か
ら
観
門
へ
、
観
門
か
ら
還
門
へ
、

還
門
か
ら
浄
門
へ
と
、
悟
り
の
階
梯
を
順
序
に
高
め
て
い
く
こ
と
を

い
う
。

従
っ
て
、「

今
説
の
ご
と
く
な
ら
ず」

は
、
数
息
門
か
ら
随
息
門

へ
、
随
息
門
か
ら
止
門
へ
、
止
門
か
ら
観
門
へ
、
観
門
か
ら
還
門
へ
、

還
門
か
ら
浄
門
へ
と
、
悟
り
の
階
梯
の
順
序
を
追
っ
て
悟
り
を
高
め

て
い
く
こ
と
も
あ
る
が
、
順
序
を
追
っ
て
悟
り
を
高
め
て
い
か
な
い

こ
と
も
あ
る
と
い
う
、
順
番
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
、
定
番
で
は

な
い
こ
と
を
い
う
。

（

30）

か
く
の
ご
と
し
＝「

か
く
の
ご
と
し」

は
、「

数
息
の
な
か
に
お

い
て
、
互
い
に
六
門
禅
を
発
こ
す
相
を
説
け
り
。
前
後
は
定
ま
ら
ず」

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
例
と
し
て
数
息
門
の
悟
り
を
取
り
上

げ
た
。
数
息
門
の
悟
り
は
、
た
と
え
ば
第
三
随
便
宜
の
数
息
門
の
悟

り
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
誘
発
し
補
完
し
高
め
合
っ
て
、
第
三

随
便
宜
の
随
息・

止・

観・

還・

浄
の
五
門
の
い
ず
れ
か
の
悟
り
と

も
な
り
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通
別
の
三
種
の
六
妙
門

の
、
そ
れ
ぞ
れ
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
い
ず
れ
か

の
悟
り
に
も
高
ま
る
。
同
じ
よ
う
に
、
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
数
息

門
以
外
の
、
随
息・

止・

観・

還・

浄
の
五
門
の
、
一
つ
ひ
と
つ
の

修
行
実
践
に
よ
っ
て
起
こ
す
悟
り
の
有
り
様
も
、
誘
発
し
補
完
し
高

め
合
う
か
ら
、
次
第
証
の
よ
う
に
、
定
番
通
り
に
は
い
か
な
い
。
前

後
不
定
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
ど
れ
か
一
つ
の
修
行
法
の

修
行
実
践
に
よ
っ
て
体
得
し
た
悟
り
が
、
菩
薩
の
修
行
者
の
思
惑
を

超
え
て
、
自
ず
か
ら
互
い
に
誘
発
し
合
い
、
補
完
し
合
い
、
高
め

合
っ
て
、
四
六・

二
十
四
種
の
悟
り
の
い
ず
れ
か
を
起
こ
す
不
可
思

議
さ
を
い
う
。

な
お
、
悟
り
は
、
こ
の
修
行
法
を
修
行
す
れ
ば
、
こ
の
悟
り
を
体

得
す
る
と
い
う
、
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
は
、

悟
っ
た
と
思
い
、
悟
っ
た
と
口
に
出
し
た
瞬
間
に
、
増
上
慢
に
陥
り
、

迷
い
の
境
涯
に
転
落
し
て
し
ま
う
。
真
実
に
止
観・

坐
禅
す
る
こ
と

な
く
、
大
悟
徹
底
も
し
て
い
な
い
の
に
、
大
悟
し
た
か
の
よ
う
に
よ

そ
お
っ
て
、
み
だ
り
に
奇
異
な
言
辞
を
弄
し
、
行
為
を
示
す
も
の
を

野
狐
に
例
え
て
野
狐
禅
と
い
う
が
、
人
は
野
狐
禅
の
虜
に
な
り
や
す

い
。
悟
り
は
、
真
実
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
本
来
の
自
己・

真
実
の
自

己・

我
執
を
離
れ
た
自
己
を
実
現
す
る
は
た
ら
き
で
あ
る
。
実
現
す

る
の
は
、
根
本
無
分
別
智
で
あ
る
。
悟
り
と
い
う
も
の
を
得
る
こ
と

は
、
容
易
で
は
な
い
。

（
31）

互
い
に
諸
禅
を
証
る
こ
と
あ
る
所
以
は
、
意
に
二
種
あ
り
＝

「
互
い
に
諸
禅
を
証
る
こ
と」

は
、
例
え
ば
、
第
三
随
便
宜
、
の
数
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息
門
の
悟
り
は
、
第
三
随
便
宜
の
数
息
門
の
悟
り
に
留
ま
ら
な
い
。

と
ど

第
三
随
便
宜
の
数
息
門
一
門
の
悟
り
が
誘
発
し
補
完
し
高
め
合
っ
て
、

第
三
随
便
宜
の
随
息・

止・

観・

還・

浄
の
五
門
の
い
ず
れ
か
の
悟

り
と
も
な
り
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通
別
の
六
妙
門
の

そ
れ
ぞ
れ
の
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
悟
り
の

い
ず
れ
か
を
起
こ
す
。
合
計
し
て
、
四
六・

二
十
四
種
の
悟
り
の
い

ず
れ
か
を
互
い
に
誘
発
し
補
完
し
高
め
合
っ
て
起
こ
す
有
り
様
を
い

う
。

「

所
以」

は
、
理
由・
わ
け
の
意
。

「

意」

は
、
義
と
同
義
。
義
意
、
あ
る
い
は
意
義
と
熟
す
。
意
味
の

意
。従

っ
て
一
句
は
、
こ
の
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、

第
六
通
別
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
で
体
得
す
る
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
い
ず
れ
か
の
悟
り
は
、
誘
発
し
補
完
し
高
め

合
っ
て
、
四
種
の
六
妙
門
の
数
息・

随
息・

止・
観・

還・

浄
の
六

門
の
い
ず
れ
か
の
悟
り
に
至
る
。
そ
の
理
由
に
、
二
種
の
意
味
が
あ

る
の
意
を
い
う
。

（

32）

諸
禅
を
修
す
る
と
き
、
互
い
に
修
す
る
が
故
に
、
発
こ
る
も
ま

た
互
い
に
随
う
な
り
＝「

諸
禅
を
修
す
る」

は
、
四
六・

二
十
四
種

の
修
行
法
の
い
ず
れ
か
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

互
修・

互
い
に
修
す
る」

の
互
は
互
発
の
意
で
あ
り
、
互
発
は
、

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
実

践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
方
向
に
回
転
し
、
他
の
五
門
の
い
ず

れ
か
の
禅
定
も
同
時
に
起
こ
す
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
四
六・

二
十
四
種
の
修
行
法
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

残
る
二
十
三
種
の
い
ず
れ
か
の
禅
定
も
同
時
に
起
こ
す
こ
と
を
い
う
。

「

発」

は
開
発
と
同
義
。
同
時
同
所
に
起
こ
し
た
二
十
四
種
の
い
ず

れ
か
の
禅
定
を
、
更
に
修
行
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
い
う
。

「

随
互
な
り・

互
い
に
随
う
な
り」

の
随
は
付
随
を
い
い
、
互
は
互

証
を
い
う
。
互
い
に
随
う
な
り
は
、
同
時
同
所
に
起
こ
し
た
二
十
四

種
の
い
ず
れ
か
の
禅
定
を
、
更
に
修
行
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
随
っ

て
、
二
十
四
種
の
悟
り
の
い
ず
れ
か
を
、
同
時
同
所
に
起
こ
す
こ
と

を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第

六
通
別
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
で
、
例
え
ば
数
息
門
を
修
行
実
践
す

る
と
き
、
同
時
に
、
四
種
の
六
妙
門
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
い
ず
れ
か
の
禅
定
を
起
こ
す
。
だ
か
ら
、
起
こ
し
た
禅
定

を
更
に
実
践
し
て
い
く
に
随
っ
て
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、

第
五
相
摂
、
第
六
通
別
の
四
種
の
六
妙
門
の
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
、
合
計
、
四
六・

二
十
四
種
の
い
ず
れ
か
を

起
こ
す
も
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

33）

宿
世
の
業
縁
を
も
っ
て
、
善
根
を
発
こ
す
な
り
＝「

宿
世」

は
、

「

す
く
せ」

と
も「

し
ゅ
く
せ」

と
も
訓
む
。
先
世・

過
去
世
を
い
う
。

「

業
縁」

は
、
過
去
世
の「

十
善
業
道」

が
、
間
接
的
な
条
件
と
な

る
こ
と
を
い
う
。
十
善
業
道
は
、
身・

口・

意
の
三
業
の
う
ち
で
、

顕
著
で
勝
れ
た
善
悪
の
行
為
の
う
ち
の
善
の
行
為
を
い
う
。不
殺
生・
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不
偸
盗・

不
邪
婬・

不
妄
語・

不
両
舌・

不
悪
口・

不
綺
語・

不
貪

欲・

不
瞋
恚・

不
邪
見
の
十
が
十
善
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
順
に
、
身

業
に
属
す
る
も
の
が
三
、
口
業
に
属
す
る
も
の
が
四
、
意
業
に
属
す

る
も
の
が
三
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
身
三
口
四
意
三
と
数
え
る
。

「

善
根」
は
、
一
般
的
に
は
、
よ
い
果
報
を
も
た
ら
す
善
い
行
い
、

よ
い
報
い
を
受
け
る
善
い
業
因
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
現
実
の
行
為

の
上
に
、
正
し
い
行
為
が
行
わ
れ
る
善
心
を
起
こ
す
こ
と
を「

善
根

を
発
こ
す」

と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
過
去
世
で
造
っ
た
、
不
殺
生・

不
偸
盗・

不
邪

婬・

不
妄
語・

不
両
舌・

不
悪
口・

不
綺
語・

不
貪
欲・

不
瞋
恚・

不
邪
見
と
い
う
十
善
業
道
が
間
接
的
条
件
と
な
っ
て
は
た
ら
き
、
現

実
の
行
為
の
上
に
正
し
い
行
為
が
行
わ
れ
る
善
心
を
起
こ
す
か
ら
で

あ
る
の
意
を
い
う
。

（

34）

坐
禅
の
内
方
便
の
験
善
悪
根
性
の
な
か
に
＝「
坐
禅」

は
、『

次

第
禅
門』（

正
し
く
は
、『

釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門』
十
巻
ま
た
は
十

二
巻）

を
い
う
。

「

内
方
便」

は
、
外
方
便
に
対
す
る
用
語
。
外
方
便
は
、
一
般
的

に
、
二
十
五
方
便
と
も
い
う
。
坐
禅
を
実
修
す
る
た
め
に
整
え
る
二

十
五
種
の
外
的
な
修
行
の
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
内
方
便

は
、
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
心
の
環
境
条
件
を
い
う
。
心
の
条
件

を
整
え
る
方
策
が
内
方
便
で
あ
り
、
心
以
外
の
条
件
を
整
え
る
方
策

が
外
方
便
で
あ
る
。「

内
方
便」

は
、『

次
第
禅
門』

の
第
六
分
別
禅

波
羅
蜜
前
方
便
、
そ
の
他
に
説
か
れ
る
。

「

験
善
悪
根
性」

は
、
止
門・

験
善
悪
根
性・

安
心
禅
法・

治
病
方

法・

覚
魔
事
と
い
う
、
五
種
の
内
方
便
そ
の
二
に
当
た
り
、
禅
定
の

な
か
で
生
起
す
る
業
相
の
内
容
や
、
業
相
の
現
わ
れ
方
や
、
業
相
を

対
治
し
た
り
、
業
相
を
助
長
し
た
り
す
る
、
悪
の
根
性・

機
根
を
善

の
根
性・

機
根
に
修
正
す
る
た
め
の
修
行
法
を
詳
し
く
説
き
示
し
て

い
る
。

従
っ
て
一
句
は
、

『

次
第
禅
門』

の
第
六
分
別
禅
波
羅
蜜
前
方
便
な

ど
に
説
か
れ
る
、
禅
定
の
な
か
で
生
起
す
る
業
相
の
内
容
や
、
業
相

の
現
わ
れ
方
や
、
業
相
を
対
治
し
た
り
、
業
相
を
助
長
し
た
り
し
て
、

悪
の
根
性
を
善
の
根
性
に
修
正
す
る
修
行
法
を
説
き
明
か
し
た「

験

善
悪
根
性」

の
な
か
に
の
意
を
い
う
。

「

外
方
便」

は
、
一
般
的
に
、
二
十
五
方
便
を
い
う
。
坐
禅
を
実
修

す
る
た
め
に
二
十
五
種
の
外
的
な
修
行
の
条
件
を
整
え
る
こ
と
を
い

う
。『

次
第
禅
門』

の
第
六
分
別
禅
波
羅
蜜
前
方
便
な
ど
に
説
か
れ

る
二
十
五
方
便
は
、
外
方
便
と
し
て
説
か
れ
る
、
具
五
縁・

呵
五
欲・

棄
五
蓋・

調
五
事・

行
五
法
の
二
十
五
を
い
い
、
こ
れ
を
転
回
し
て
、

『

摩
訶
止
観』

巻
第
四
に
は
、
円
頓
止
観
を
修
め
る
た
め
の
準
備
と

し
て
説
か
れ
る
二
十
五
方
便
は
、
具
五
縁・

呵
五
欲・

棄
五
蓋・

調

五
事・

行
五
法
の
二
十
五
を
い
う
。

１
具
五
縁
─
─
清
ら
か
に
戒
を
た
も
つ「

持
戒
清
浄」

衣
食
の
準
備
を
整
え
る「

衣
食
具
足」

静
か
な
場
所
に
住
む「

閑
居
静
処」

生
活
の
雑
事
を
や
め
る「

息
諸
縁
務」
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よ
い
指
導
者
を
得
る「

得
善
知
識」

２
呵
五
欲
─
─
色
欲
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
戒
め
る「

呵
色
欲」

声
欲
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
戒
め
る「

呵
声
欲」

香
欲
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
戒
め
る「

呵
香
欲」

味
欲
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
戒
め
る「

呵
味
欲」

触
欲
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
戒
め
る「

呵
触
欲」

３
棄
五
蓋
─
─
貪
欲
の
煩
悩
心
を
棄
て
る「

貪
欲
蓋」

瞋
恚
の
煩
悩
心
を
棄
て
る「

瞋
恚
蓋」

睡
眠
の
煩
悩
心
を
棄
て
る「

睡
眠
蓋」

掉
悔
の
煩
悩
心
を
棄
て
る「

掉
悔
蓋」

じ
ょ
う
け

疑
い
の
煩
悩
心
を
棄
て
る「

疑
蓋」

４
調
五
事
─
─
飲
食
を
と
と
の
え
る「
調
節
飲
食」

睡
眠
を
と
と
の
え
る「
調
節
睡
眠」

身
を
と
と
の
え
る「

調
身」

気
息
を
と
と
の
え
る「

調
気
息」

心
を
と
と
の
え
る「

調
心」

５
行
五
法
─
─
善
心
を
起
こ
し
て
、
欲
を
行
な
う「

欲」

善
心
を
起
こ
し
て
、
精
進
を
行
な
う「

精
進」

善
心
を
起
こ
し
て
、
念
を
行
な
う「

念」

善
心
を
起
こ
し
て
、
巧
慧
を
行
な
う「

巧
慧」

善
心
を
起
こ
し
て
、
一
心
を
行
な
う「

一
心」

持
戒
清
浄（

大
乗
方
等
懺
法・

十
六
行
観・

作
法
懺
悔・

観
相
懺

悔・

観
無
生
懺
悔・

小
乗
懺
悔
法・

大
乗
懺
悔
法・

懺
悔
四
重
法・

地
獄
毒
蛇
白
毫
等
観
相・

大
乗
方
等
陀
羅
尼
行
法・

大
方
等
懺）

、
訶

触
欲（

数
息）

、
棄
睡
眠
蓋（

増
心
数
法）

、
棄
疑
蓋（

諸
法
実
相）

、

調
身（

半
跏
趺
坐・

端
身
正
坐）

、
調
息（

風
相・

喘
相・

気
相・

息

相）

、
調
心（

調
伏
乱
念
不
令
越
逸・

当
令
沈
浮
実
急
得
所）

、
精
進

（

十
二
頭
陀）

、
念（

凡
夫
六
行
観
法・

十
六
行
観）

。〔『

次
第
禅
門』

巻
第
二（『

大
正
蔵』

四
六・

四
八
三
ｃ

－

四
九
一
ｂ）〕

『

次
第
禅
門』

は「

内
方
便」

と
し
て
、
止
門
、
験
善
悪
根
性
、
安

心
禅
法
、
治
病
方
法
、
覚
魔
事
の
五
門
を
挙
げ
る
。
験
善
悪
根
性
以

外
の
四
門
の
内
方
便
を
示
す
。

止
門
─
─
甘
露
門（

不
浄
観
門・

阿
那
波
那
門）

、
不
浄
観
、
数

息
、
対
治
、

縁
止
、
制
心
止
、
体
真
止
、
随
縁
止
、
入
定
止
、
真

性
止
、
明
浅
対
、
深
治
相
破
、
随
機
随
楽
欲
、
宜
、
十
二
因
縁
、
五

輪（

五
法
門）

、
水
輪
三
昧
、
風
輪
三
昧
、
金
剛
輪
三
昧
。〔『

次
第

禅
門』

巻
第
三
之
上（『

大
正
蔵』

四
六・

四
九
一
ｂ

－

四
九
六
ｃ）〕

安
心
禅
法
─
─
十
五
種
禅
門
、
数
息
修
禅
、
安
心
法
、
不
浄
観
、

白
骨
流
入
、
八
背
捨
、
阿
那
般
那
中

１
数
息（

根
本
禅・

四
禅・

四
空
定）

２
随
息（

十
六
特
勝）

３
観
息（

通
明
観・

不
浄
観・

九
想・

八
背
捨・

九
種
大
禅）

。〔『

次
第
禅
門』

巻
第
四（『

大
正
蔵』

四
六・

五
〇
一
ａ

－

五
〇
八
ａ）〕

治
病
方
法
─
─
１
病
発
相（

四
大
増
動
病
相・

従
五
臓
生
病・

五

根
病
相）

２
治
病
方
法（

六
種
息
→
吹・

呼・
・

呵・

嘘・

、

十
二
種
息
→
上
息・

下
息・

満
息・

息・

増
長
息・

滅
壊
息・

暖

息・

冷
息・

衝
息・

持
息・

和
息・

補
息）

、
仮
想
治
病
、
呪
術
治
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病
、
用
心
主
境
治
病
、
観
析
治
病
。
十
法（

信・

用・

勤・

恒
住
縁

中・

別
病
因
起・

方
便・

久
行・

知
取
捨・

善
将
護・

識
遮
障）

。

〔『
次
第
禅
門』

巻
第
四（『

大
正
蔵』

四
六・

五
〇
一
ａ

－

五
〇
八
ａ）〕

覚
魔
事
─
─
１
分
別
魔
法

２
魔
事
発
相

３
壊
魔
之
法
。
陰
界

入
魔（
五
陰・

十
二
入・

十
八
界）

、
観
諸
法
実
相
、
四
念
処
。〔『

次

第
禅
門』

巻
第
四（『

大
正
蔵』

四
六・

五
〇
一
ａ

－

五
〇
八
ａ）〕

『

次
第
禅
門』
の
第
六
分
別
禅
波
羅
蜜
前
方
便
な
ど
に
説
か
れ
る

「

験
善
悪
根
性」

は
、
禅
定
の
な
か
で
生
起
す
る
業
相
の
内
容
や
、
業

相
の
現
わ
れ
方
や
、
業
相
を
対
治
し
た
り
、
業
相
を
助
長
し
た
り
し

て
、
悪
の
根
性
を
善
の
根
性
に
修
正
す
る
修
行
法
を
詳
し
く
説
き
示

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ａ
大
品
経・

涅
槃
経・

思
益
経・
金
剛
般
若
経・

法
華
経・

大
集

経・

楞
伽
経
を
典
拠
と
し
て
、
外
善（
布
施・

持
戒・

孝
順
父

母
師
長・

信
敬
三
宝
精
勤
供
養・

読
誦
聴
学）

内
善（

１
阿
那

波
那
門
→
根
本
禅・

十
六
特
勝・

通
明
等
諸
禅
三
昧
、
２
不
浄

観
門
→
九
想・

八
背
捨・

超
越
等
諸
禅
三
昧
、
３
慈
心
観
門
→

四
無
量
心
等
諸
禅
三
昧
、
４
因
縁
観
門
→
十
二
因
縁・
四
諦
等

慧
行
諸
禅
三
昧
、
５
念
仏
門
→
九
種
大
禅・

百
八
三
昧）
。

五
停
心
観
、
数
息
善
根（

四
禅・

四
空
定）

、
随
息
善
根（

十
六

特
勝）

、
観
息
善
根（

通
明
観）

、
念
応
仏
善
根（

六
波
羅
蜜）

、

念
仏
門（

念
応
仏・

念
報
仏・

念
法
仏）

、
念
法
仏
善
根（

十

方
諸
仏
法
身
実
相・

十
五
門
禅）

、
四
念
処
、
四
正
勤
、
四
如

意
、
五
根
、
五
力
、
七
覚
、
八
正
道
、
空
無
相
無
作
三
三
昧
、

四
諦
、
六
神
通
、
十
八
空
、
十
六
行
、
六
波
羅
蜜
、
四
摂
法
、

四
弁
、
自
性
禅
、
十
力
、
道
種
性
、
三
摩
跋
提
、
首
楞
厳
師
子

吼
等
諸
三
昧
門
、
旋
陀
羅
尼
、
法
音
方
便
陀
羅
尼
等
一
切
陀
羅

尼
門
。〔『

次
第
禅
門』

巻
第
三
之
上（『

大
正
蔵』

四
六・

四

九
一
ｂ

－

四
九
六
ｃ）〕

ｂ
九
十
六
種
道
経・

大
品
経・

智
度
論・

法
華
経・

涅
槃
経・

大

集
経・

阿
毘
曇
を
典
拠
と
し
て
、
十
雙
邪
法
、
二
十
邪
法
、
九

十
六
種
道
鬼
神
法
、
根
本
禅
、
不
浄
観
禅
、
二
十
悪
法（

＝
二

十
不
善
相
法）

、
十
種
善
法（

触・

定・

空・

明・

喜・

楽・

善・

智・

解
脱・

心
調
相
如
法）

。
１
事
観（

安
般
不
浄
観）

２
理
観（

空
無
相
無
作
三
三
昧）

３
事
理
観（

雙
観
二
諦）

４
非
事
非
理
観（

中
道
正
観）

。
１
自
有
行
人
安
心
係
縁
制
心

等
事
止
還
発
事
中
禅
定（

根
本
禅・

四
禅・

四
無
量
心・

四
無

色
定・

九
想・

八
背
捨・

八
勝
処・

十
一
切
処
等
中
諸
禅
三

昧）

、
２
自
有
行
人
安
心
事
止
而
但
発
理
中
禅
定（

空
無
相
無

作
三
三
昧・

三
十
七
品・

四
諦・

十
二
因
縁
等
慧
行
理
中
諸
禅

三
昧）

、
３
自
有
行
人
安
心
事
止
具
発
事
理
禅
定（

根
本
定・

四

禅・

四
無
量
心・

四
無
色
定・

九
想・

八
背
捨・

八
勝
処・

十

一
切
処
等
事
中
諸
禅
三
昧・

空
無
相
無
作
三
三
昧・

三
十
七
品・

四
諦・

十
二
因
縁
等
慧
行
理
中
諸
禅
三
昧・

八
特
勝・

通
明

観）

、
４
自
有
行
人
安
心
事
止
乃
発
非
事
非
理
禅
定（

自
性
禅・

一
切
禅・

法
華
三
昧・

一
行
三
昧・

首
楞
厳
師
子
吼
等
中
道
所

摂
諸
禅
三
昧・

十
力・

四
無
所
畏・

不
共
之
法）

。
不
浄
観
、
白
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骨
流
光
、
八
背
捨
。〔『

次
第
禅
門』

巻
第
三
之
上（『

大
正
蔵』

四
六・

四
九
六
ｃ

－

五
〇
〇
ｃ）〕

ｃ
涅
槃
経・

智
度
論・

大
品
経・

禅
経・

思
益
経・

維
摩
経・

普

賢
観
経・

雑
阿
含
経・

治
禅
病
秘
法・（

諸
大
乗
経）・

九
十
六

種
道
経・

大
集
経・

瓔
珞
経・

法
華
経・

華
厳
経
な
ど
を
典
拠

と
し
て
、
五
種
不
善
法
、
十
五
不
善
法
、
対
治
法
、
数
息
之
法
、

九
想
観
、
十
二
因
縁
、
五
陰
、
十
二
入
、
十
八
界
、
一
念
十
二

縁
観
、
三
十
二
相
、
白
骨
観
、
十
力
、
四
無
所
畏
、
十
八
不
共

法
、
一
切
種
智
、
不
浄
観
、
白
骨
流
光
、
八
念
、
不
浄
慈
心
観
、

十
五
門
禅
、
観
能
治
五
病
、
端
坐
念
実
相
、
十
五
種
対
治
禅
門
。

〔『

次
第
禅
門』

巻
第
四（『
大
正
蔵』

四
六・

五
〇
一
ａ

－

五

〇
八
ａ）〕

「

業」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
カ
ル
マ
ン
。
本
来
の
意
味
は
、

造
作
の
義
、
単
に
行
為
を
い
う
。
こ
れ
が
、
因
果
関
係
と
結
合
し
て
、

前
々
か
ら
存
続
し
て
は
た
ら
く
一
種
の
力
、
行
為
が
残
す
潜
在
的
な

余
力
で
あ
る
業
力
と
み
な
さ
れ
た
。
人
が
な
に
か
の
行
為
を
す
る
。

す
る
と
そ
の
行
為
の
結
果
が
必
ず
あ
と
に
尾
を
引
く
。
一
つ
の
行
為

が
原
因
と
な
っ
て
、
次
の
行
動
に
つ
な
が
っ
て
行
く
。
初
め
の
行
為

そ
の
も
の
も
業
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
次
の
行
動
を
引
き
起
こ
す
力
も

業
で
あ
る
。
自
転
車
で
全
速
力
で
走
っ
て
い
る
。
走
っ
て
い
る
こ
と

が
業
で
あ
る
。
急
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
、
直
ぐ
に
は
止
ま
ら
な

い
。
全
速
力
で
走
っ
て
い
る
と
い
う
業
が
、
な
お
も
走
り
続
け
る
と

い
う
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
力
が
業
力
で
あ
る
。

業
は
、
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
力
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
一

つ
の
行
為
は
、
身・

口・

意
の
三
業
が
な
す
わ
ざ
で
あ
り
、
意
志
に

基
づ
く
身
心
の
活
動
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
あ
と
に
善
悪・

苦
楽
の
果

報
を
も
た
ら
す
。
こ
こ
に
業
に
よ
る
輪
廻
思
想
が
生
ま
れ
た
。
そ
し

て
業
は
、
前
世
か
ら
来
世
に
ま
で
引
き
伸
ば
さ
れ
て
、
前
世
の
善
悪

の
所
業
に
よ
っ
て
現
世
に
報
い
を
受
け
、
現
世
の
善
悪
の
所
業
が
来

世
に
報
い
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
業
は
、

イ
ン
ド
一
般
の
社
会
通
念
と
し
て
、
イ
ン
ド
諸
思
想
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
仏
教
に
も
採
用
さ
れ
た
。
業
は
、
人
が
生
ま
れ
て
か
ら

造
っ
た
、
意
識
的・

無
意
識
的
な
新
業
に
眼
目
が
あ
る
。
自
分
の
意

志
と
努
力
と
い
う
決
定
要
素
に
よ
っ
て
、
新
業
は
、
新
し
い
境
地
を

切
り
開
い
て
い
く
積
極
性
を
秘
め
る
。
新
業
は
、
未
来
に
向
か
っ
て

は
た
ら
く
人
間
の
努
力
を
強
調
し
、
自
分
の
心
に
自
分
が
挑
戦
す
る

こ
と
の
必
要
を
明
か
し
た
、
大
乗
の
新
し
い
自
分
造
り
に
生
き
る
道

で
あ
る
。

仏
教
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
宿
命
的
業
論
を
絶
対
否
定
す
る
た
め
に

生
ま
れ
た
教
え
で
あ
る
。
先
世
の
業
は
、
い
ま
現
在
の
自
分
の
生
き

方
に
関
わ
っ
て
お
り
、
修
行
は
先
世
の
業
と
今
世
の
業
と
を
対
治
す

る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。
業
は
、
一
般
に
身・

口（

語）
・

意
の
三

業
に
分
け
る
他
、
善・

悪
の
二
業
や
、
有
漏・

無
漏
の
二
業
や
、
不

共
業（

個
人
業）

・

共
業（

社
会
的
な
広
が
り
を
も
つ
業）

な
ど
、

種
々
の
別
を
立
て
る
。
善
業・

悪
業
は
、
身・

口・

意
で
分
け
て
、

十
善
業・

十
不
善
業
と
も
さ
れ
る
。
十
善
業
と
は
、
身
三（

不
殺
生・
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不
偸
盗・

不
邪
婬）

、
口
四（

不
妄
語・

不
両
舌・

不
悪
口・

不
綺

語）

、
意
三（

不
貪
欲・

不
瞋
恚・

不
邪
見）

を
指
し
、
十
不
善
業

は
、
こ
れ
と
反
対
の
身
三・

口
四・

意
三
を
い
う
。

智
顗
が
説
く
業・

カ
ル
マ
は
、
行
為
を
意
識
の
な
か
に
持
ち
続
け
、

行
為
を
心
に
刻
印
し
、
本
来
空
で
あ
る
業
を
潜
在
意
識
と
し
て
実
在

化
さ
せ
て
い
る
思
考
力
を
い
う
。
つ
ま
り
、
お
の
れ
の
心
を
観
る
と
、

お
の
れ
の
心
は
、
潜
在
意
識
と
し
て
心
を
実
在
化
さ
せ
て
い
る
思
考

力（

業）

の
枠
に
束
縛
さ
れ
、
業
が
造
る
枠
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て

は
た
ら
き
、
こ
の
枠
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
業
相
は
、
お

の
れ
の
心
は
、
潜
在
意
識
と
し
て
心
を
実
在
化
さ
せ
て
い
る
思
考
力

（

業）

の
枠
に
束
縛
さ
れ
、
枠
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
は
た
ら
き
、
こ

の
枠
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。
坐
禅
を
修
行
実

践
す
る
意
味
は
、
こ
の
お
の
れ
の
心
を
束
縛
し
て
や
ま
な
い
業
が
実

在
す
る
と
見
せ
る
枠
を
取
り
除
く
こ
と
に
あ
り
、
臍
下
三
寸
の
丹
田

に
心
を
置
く
の
は
、
頭
に
心
を
据
え
る
と
妄
想・
分
別
を
生
じ
易
い

か
ら
、
頭
に
あ
る
心
を
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
下
げ
、
頭
の
は
た
ら
き

を
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
閉
じ
こ
め
て
停
止
し
、
無
分
別
の
智
慧
を
開

発
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
心
の
な
か
に
刻
印
さ
れ
、
潜
在
意
識

と
し
て
実
在
化
さ
せ
て
い
る
思
考
力
で
あ
る
業・

カ
ル
マ
を「

一
念」

と
い
う
。

（

35）

的
に
＝「

的
に」

は
、
一
般
的
に
、
ひ
と
し
く
、
あ
き
ら
か
に
、

さ
だ
め
て
、
た
し
か
に
な
ど
と
訓
む
。
こ
こ
で
は「

ま
さ
に」

と
訓

む
。

（

36）

一
は
、
旋
転
の
解
を
証
る
。
二
は
、
旋
転
の
行
を
証
る
＝「

旋

転」

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か

一
つ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仮
か
ら
空
の
道
理
に
入
る
従
仮

入
空
観
を
達
成
す
る
。
そ
し
て
、
達
成
し
た
従
仮
入
空
観
を
一
八
〇

度
回
転
し
て
、
空
理
を
出
て
、
再
び
現
象
界
の
仮
有
の
道
理
に
逆
入

す
る
従
空
出
仮
観
を
達
成
す
る
。従
仮
入
空
観
の
悟
り
を
回
転
し
て
、

同
時
同
所
に
従
空
出
仮
観
の
悟
り
を
達
成
す
る
こ
と
は
、
数
息
門
の

悟
り
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
数
息
門
の
悟
り
が
、
同
時
同
所
に
他
の
随

息・

止・

観・

還・

浄
の
五
門
の
悟
り
を
達
成
す
る
こ
と
は
勿
論
、

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
の
悟
り
の
一
切
を
同
時
同

所
に
起
こ
す
こ
と
を
い
う
。

「

解」

は
、
一
般
的
に
、
学
問
に
よ
っ
て
理
論
的
知
識
を
得
る
こ
と

を
い
う
。
こ
こ
で
は
智
解
あ
る
い
は
了
解・

解
了
と
同
義
。
智
慧
を

腹
に
ス
ト
ン
と
入
れ
る
こ
と
を
い
う
。

「

行」

は
、
一
般
的
に
、
修
行
実
践
を
積
む
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で

は
、
修
行
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悟
り
に
近
づ
く
こ
と
を
い

う
。従

っ
て
一
句
は
、
そ
の
一
は
、
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到

達
す
る
、
旋
転
六
妙
門
の
悟
り
の
す
が
た
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
修

行
の
実
践
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
旋
転
六
妙
門
の
悟
り
の
す

が
た
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（
37）

巧
慧
を
も
っ
て
旋
転
修
習
す
る
が
故
に
＝「

巧
慧
を
も
っ
て」

は
、
巧
慧
方
便
を
も
っ
て
と
も
、
善
巧
智
慧
方
便
を
も
っ
て
と
も
同
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義
。
一
般
的
に
は
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定
の
五
つ
の

波
羅
蜜
を
兼
ね
備
え
た
上
で
、
智
慧
の
般
若
波
羅
蜜
に
基
づ
い
た
、

仏・
菩
薩
の
巧
み
な
手
立
て
と
い
う
、
出
世
間
の
禅
定
に
よ
る
巧
み

な
方
便
の
智
慧
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
修
行
者
の
心
の
状
態
に
応
じ

て
、
巧
み
に
修
行
法
を
変
え
て
い
く
こ
と
。
す
な
わ
ち
修
行
者
の
臍

下
三
寸
の
丹
田
に
据
え
ら
れ
た
自
性
清
浄
の
一
心
と
い
う
本
来
の
智

慧
に
よ
っ
て
、
刹
那
刹
那
に
生
滅
す
る
介
爾
陰
妄
の
一
念
で
あ
る
。

お
の
れ
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
巧
み
な
手
段・

方
法
を
い
う
。

こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
修
行
は
、
心
と
念
と
の
戦
い
で
あ
る
。
本
来

の
自
性
清
浄
の
一
心
と
、
一
瞬
一
瞬
に
生
滅
す
る
介
爾
陰
妄
の
一
念

と
呼
ば
れ
る
雑
念
や
妄
念
と
の
戦
い
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
修
行
に
は
、

心
の
状
態
に
応
じ
て
、
巧
み
に
お
の
れ
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

巧
慧
方
便
に
よ
っ
て
、
雑
念
や
妄
念
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

「

修
習」

は
、
智
慧
で
あ
る
自
性
清
浄
心
に
基
づ
く
巧
慧
方
便
を
い

う
。従

っ
て
一
句
は
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
あ
る
自
性
清
浄
の
一
心
と

い
う
本
来
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
刹
那
刹
那
に
生
滅
す
る
介
爾
陰
妄
の

一
念
と
い
う
お
の
れ
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
巧
み
な
手
立

て
に
よ
っ
て
、
仮
か
ら
空
の
道
理
に
入
る
従
仮
入
空
観
を
一
八
〇
度

回
転
し
て
、
空
理
を
出
て
、
再
び
現
象
界
の
仮
有
の
道
理
に
逆
入
す

る
従
空
出
仮
観
の
旋
転
六
妙
門
を
修
行
実
践
を
す
る
こ
と
に
あ
る
の

意
を
い
う
。

（

38）

豁
然
と
し
て
心
慧
開
発
し
、
旋
転
し
て
覚
識
し
、
真
を
解
す
る

こ
と
無
礙
な
り
＝「

豁
然
と
し
て」

は
、
豁
然
明
朗
と
熟
し
、
突
然

雲
が
晴
れ
る
よ
う
に
、
カ
ラ
リ
と
心
が
開
放
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
お
の
れ
の
心
の
色
眼
鏡
に
よ
っ
て
み
て
お
り
、

色
眼
鏡
な
し
で
み
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
あ
る
が
ま
ま
に
み
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
向
こ
う

側
に
お
の
れ
を
置
い
て
、
こ
ち
ら
側
の
お
の
れ
を
あ
る
が
ま
ま
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
豁
然
は
い
う
。
山
が
あ
る
。

川
が
あ
る
。
普
通
は
、
こ
こ
に
わ
た
し
が
い
て
、
あ
そ
こ
に
山
が
あ

り
、
川
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
山
に
対
し
て
、
川
に
対

し
て
、
わ
た
し
が
ひ
と
た
び
愛
着
を
も
ち
、
意
志
を
も
っ
た
り
す
る

と
、
山
と
川
と
わ
た
し
が
一
つ
に
な
る
。
山
と
川
と
わ
た
し
が
一
つ

に
つ
な
が
る
。
一
つ
に
つ
な
が
る
と
、
山
が
笑
い
、
川
が
語
る
よ
う

に
な
る
。
山
が
あ
り
、
川
が
あ
り
、
わ
た
し
が
あ
り
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
、
仏
の
生
命
を
発
散
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
心
の
世
界

が
開
け
る「

豁
然」

は
、
こ
れ
を
い
う
。

「

心
慧
開
発」

の
心
慧
は
、
心
智
と
同
義
。
心
の
智
慧
の
は
た
ら

き
、
人
の
心
中
に
潜
ん
で
い
る
本
来
の
智
慧
で
あ
る
自
性
清
浄
の
一

心
を
い
う
。
開
発
は
、
人
に
具
わ
る
仏
の
本
性
を
切
り
開
い
て
い
く

こ
と
を
い
う
。
心
慧
開
発
し
は
、
人
の
心
中
に
潜
ん
で
い
る
本
来
の

智
慧
で
あ
る
、
自
性
清
浄
の
一
心
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
、
本
来

の
自
性
清
浄
の
一
心
が
表
に
顕
わ
れ
出
る
こ
と
を
い
う
。

「
旋
転
し
て」

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
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い
ず
れ
か
の
修
行
実
践
の
な
か
で
、
豁
然
と
し
て
開
発
し
た
心
慧
を

回
転
し
て
、
残
る
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
い
ず

れ
か
の
悟
り
を
同
時
同
所
に
成
就
す
る
こ
と
を
い
う
。

「
覚
識」

は
、
悟
る
こ
と
、
真
実
に
目
覚
め
る
こ
と
を
い
う
。

「

真
を
解
す
る」

は
、
智
慧
に
よ
っ
て
真
実
を
解
了
す
る
こ
と
、
腹

に
ス
ト
ン
と
入
れ
る
こ
と
を
い
う
。

「

無
礙」

は
、
融
和
と
同
義
。
存
在
し
て
い
る
一
つ
ひ
と
つ
が
、
一

切
障
り
が
な
い
こ
と
、
妨
げ
合
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
は
、
お
の
れ
の
心
に
、
お
の
れ

の
心
が
本
来
も
っ
て
い
る
自
性
清
浄
の
一
心
、
す
な
わ
ち
、
仏・

菩

薩
の
は
た
ら
き
で
あ
る
智
慧
を
切
り
開
い
て
い
く
。
そ
し
て
、
切
り

開
き
出
し
た
般
若
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
突
然
雲
が
晴
れ
る
よ
う
に
、

カ
ラ
リ
と
心
の
世
界
が
開
け
る
。
カ
ラ
リ
と
世
界
が
開
け
た
菩
薩
の

修
行
者
の
心
は
、
回
転
し
て
、
数
息・

随
息・
止・

観・

還・

浄
の

六
門
の
悟
り
を
成
就
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
従
仮
入
空
観
の
悟
り
を

一
八
〇
度
回
転
し
て
従
空
出
仮
観
の
悟
り
を
成
就
し
た
り
、
従
空
出

仮
観
の
悟
り
を
一
八
〇
度
回
転
し
て
従
仮
入
空
観
の
悟
り
を
成
就
し

た
り
し
て
、
自
在
に
さ
と
り
の
境
地
を
体
現
す
る
。
従
っ
て
、
真
実

を
悟
っ
た
菩
薩
の
修
行
者
の
心
に
は
、
束
縛
し
妨
げ
る
も
の
は
何
も

な
い
の
意
を
い
う
。

（

39）

心
念
に
よ
ら
ず
、
任
運
に
旋
転
し
て
、
法
門
を
覚
識
す
＝「

心

念」

は
、
一
瞬
一
瞬
に
生
滅
す
る
介
爾
陰
妄
の
一
念
で
あ
る
、
雑
念

や
妄
念
を
い
う
。

「

心
念
に
よ
ら
ず」

は
、
坐
禅
の
な
か
に
あ
る
心
の
は
た
ら
き
が
、

臍
下
三
寸
の
丹
田
の
一
心
に
集
中
し
て
い
れ
ば
、
一
瞬
一
瞬
に
生
滅

す
る
雑
念
や
妄
念
を
寄
せ
つ
け
る
こ
と
が
な
い
し
、
受
け
入
れ
る
こ

と
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

「

任
運」

は
、
人
が
、
本
来
具
え
て
い
る
自
性
清
浄
の
一
心
と
い
う

智
慧
に
よ
っ
て
、
自
由
自
在
な
は
た
ら
き
を
み
せ
る
不
可
思
議
さ
を

い
う
。

「

旋
転
し
て」

は
、
真
実
の
世
界
は
勿
論
、
世
俗
の
世
界
に
も
、
自

在
に
出
入
り
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

法
門」

は
、
仏
の
教
え
を
い
う
。
つ
ま
り
、
六
妙
法
門
と
い
う
教

え
を
越
え
た
、
仏
の
教
え
の
す
べ
て
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
真
実
を
悟
っ
た
菩
薩
の
修
行
者
の
心
は
、
臍
下

三
寸
の
丹
田
の
自
性
清
浄
の
一
心
と
い
う
本
来
の
智
慧
に
あ
る
か
ら
、

坐
禅
の
な
か
で
生
起
す
る
妄
念
や
雑
念
と
い
う
、
介
爾
陰
妄
の
一
念

に
と
ら
わ
れ
た
り
寄
せ
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
。
菩
薩
の
修
行

者
の
心
は
、
計
ら
い
が
な
く
、
自
由
自
在
に
真
実
の
世
界
に
出
入
り

し
、
世
俗
の
世
界
に
出
入
り
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
に
従
仮
入
空
の
悟

り
を
従
空
出
仮
の
悟
り
に
回
転
し
、
従
空
出
仮
の
悟
り
を
従
仮
入
空

の
悟
り
に
回
転
し
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
悟

り
を
同
時
同
所
に
成
就
し
て
、
仏
の
教
え
の
悟
り
に
至
る
の
意
を
い

う
。

（
40）

旋
転
＝「

旋
転」

は
、「

旋
転
の
解
を
証
る
相」

の
略
記
。

旋
転
の
解
を
証
る
相
は
、
菩
薩
の
修
行
者
が
至
り
着
い
た
従
仮
入
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空
の
悟
り
を
、
一
八
〇
度
回
転
し
旋
転
し
て
、
従
空
出
仮
の
悟
り
を

体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
妙
門
の
悟
り
を
体
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
仏
と
な
る
菩
薩
の
修

行
者
の
悟
り
の
一
切
を
起
こ
す
、
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到

達
す
る
旋
転
六
妙
門
の
さ
と
り
の
様
相
を
意
味
す
る
。

（

41）

総
相
旋
転
の
解
＝「

総
相
旋
転
の
解」

は
、「

総
相
旋
転
の
解
を

証
る
相」

の
略
記
。
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
総

括
的・

普
遍
的・

全
体
的
な
悟
り
の
す
が
た
を
い
う
。

（

42）

別
相
＝「

別
相」

は
、「
別
相
旋
転
の
解」

の
略
記
で
あ
り
、
別

相
旋
転
の
解
を
証
る
相
の
略
記
。
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到

達
す
る
、
個
別
的・

段
階
的・

部
分
的
な
悟
り
の
す
が
た
を
い
う
。

「

総
相・

別
相」

は
、
華
厳
教
学
で
い
う「

六
相
円
融」

の
六
相
の

う
ち
の
二
つ
を
い
う
。
六
相
は
、
存
在
の
在
り
方
を
、
総・

別
、
同・

異
、
成・

壊
の
六
つ
の
方
面
か
ら
み
る
。「

総
相」
は
、
総
括
的・

普

遍
的
な
す
が
た
形
を
い
い
、
全
体
を
い
う
。
存
在
し
現
象
し
て
い
る

一
切
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
い
ろ
い
ろ
な
条
件
と
和
合
し
て
存
在

し
現
象
し
て
い
る
。
一
切
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
や
条
件
が
集
ま
っ

て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
成
立
し
て
い
る
現
象
的
存
在

の「

一」

の
な
か
に「

多」

を
含
む
一
を
総
相
と
い
う
。
例
え
ば
、

柱・

椽・

梁・

瓦・

石
な
ど
を
総
括
し
た
屋
舎
の
よ
う
な
も
の
を
い

た
る
き

は
り

う
。「

別
相」

は
、
個
別
的・

特
殊
的
な
す
が
た
形
を
い
い
、
部
分

を
い
う
。
総
相
の
全
体
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
部
分
、
一
を
成
り
立

た
せ
る
多
を
別
相
と
い
う
。
例
え
ば
、
屋
舎
を
成
り
立
た
せ
て
い
る

柱・

椽・

梁・

瓦・

石
な
ど
を
い
う
。「

同
相」

は
、
総
相
の
全
体

た
る
き

は
り

を
成
り
立
た
せ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
一
を
成
り
立
た
せ
る
多
が

あ
っ
て
、多
の
ど
れ
も
が
総
相
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

例
え
ば
、
柱
な
ど
が
、
互
い
の
力
を
合
わ
せ
て
、
屋
舎
を
組
み
立
て

て
い
る
こ
と
を
い
う
。「

異
相」

は
、
総
相
の
全
体
を
成
り
立
た
せ

て
い
る
部
分
が
あ
り
、
一
を
成
り
立
た
せ
る
多
が
あ
っ
て
、
多
の
ど

れ
も
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
、
柱
は
縦

に
あ
り
、
梁
は
横
に
あ
っ
て
、
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「

成

相」

は
、
別
相
に
よ
っ
て
総
相
が
成
り
立
つ
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
、

柱
な
ど
が
、
各
屋
舎
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。「

壊
相」

は
、
別

相
は
、
お
の
お
の
が
お
の
れ
の
分
を
守
っ
て
、
総
相
の
す
が
た
形
と

は
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
、
柱
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

を
守
っ
て
い
る
こ
と
、
柱
は
柱
で
あ
っ
て
、
他
の
何
物
で
も
な
い
こ

と
を
い
う
。

六
相
は
、
す
べ
て
の
現
象
的
存
在
は
み
な
総・

別
、
同・

異
、
成・

壊
の
六
相
を
具
え
て
、
互
い
に
他
を
礙
げ
る
こ
と
な
く
、
全
体
と
部

分
、
部
分
と
部
分
が
一
体
化
し
て
、
ま
ど
か
に
融
け
合
っ
て
い
る
こ

と
を
い
う
。

（

43）

一
は
、
真
の
総
相
を
解
し
、
二
は
、
俗
の
総
相
を
解
す
な
り
＝

「

真」

は
、
真
俗
二
諦
の
真
諦
を
い
う
。
真
諦
は
、
勝
義
諦・

第
一

義
諦
と
も
い
い
、
究
極
的
な
立
場
の
深
い
思
想
に
あ
る
出
世
間
的
な

真
実
を
い
う
。
真
諦
か
ら
み
れ
ば
、
一
切
は
空
で
あ
り
平
等
で
あ
り
、

実
相
は
空
な
り
と
説
く
真
実
を
い
い
、
無
執
著
の
真
実
を
得
さ
せ
る
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教
え
を
い
う
。

「

総
相」

は「

総
相
旋
転
の
解
を
証
る
相」

の
略
記
。
智
慧
の
解
了

の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
総
括
的・

普
遍
的・

全
体
的
な
悟
り

の
す
が
た
を
い
う
。

「

真
の
総
相
を
解
し」

は「

真
の
総
相
旋
転
の
解
を
証
る
の
相
を
解

し」

の
略
記
。
一
切
は
空
で
あ
り
無
実
体
で
あ
る
と
す
る
、
従
仮
入

空
の
悟
り
の
真
実
の
智
慧
を
解
了
し
、
解
了
し
た
智
慧
を
回
転
し
旋

転
し
て
、
一
切
は
縁
起
し
て
い
る
か
ら
、
仮
に
存
在
し
て
平
等
で
あ

る
と
す
る
、
従
空
出
仮
の
悟
り
の
真
実
の
智
慧
を
、
同
時
同
所
に
達

成
す
る
こ
と
は
勿
論
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
の
悟
り
を
同
時
同
所
に
起

こ
す
、
総
括
的・

普
遍
的・

全
体
的
な
悟
り
の
す
が
た
を
解
了
す
る

こ
と
を
い
う
。

「

俗」

は
、
真
俗
二
諦
の
俗
諦
を
い
う
。
俗
諦
は
、
世
諦・

世
俗
諦

と
も
い
い
、
世
俗
的・

表
面
的
な
立
場
の
真
実
を
い
う
。
俗
諦
か
ら

み
れ
ば
、
現
象
世
界
は
す
べ
て
存
在
し
、
種
々
の
差
異
が
あ
る
と
す

る
、
一
般
に
、
世
界
で
受
け
取
ら
れ
て
い
る
真
実
を
い
う
。

「

俗
の
総
相
を
解
す」

は
、「

俗
の
総
相
旋
転
の
解
を
証
る
の
相
を

解
す」

の
略
記
。
現
象
世
界
は
す
べ
て
存
在
し
種
々
の
差
異
が
あ
る

と
す
る
、
世
間
の
智
慧
を
解
了
し
、
解
了
し
た
智
慧
を
回
転
し
旋
転

し
て
、
一
切
は
縁
起
し
て
い
る
か
ら
、
存
在
し
て
い
る
も
の
は
幻
の

よ
う
で
あ
り
、
実
体
が
な
い
と
解
了
す
る
智
慧
を
、
同
時
同
所
に
達

成
す
る
こ
と
は
勿
論
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
の
悟
り
を
同
時
同
所
に
起

こ
す
、
総
括
的・

普
遍
的・

全
体
的
な
悟
り
の
す
が
た
を
解
了
す
る

こ
と
を
い
う
。

「

二
諦」

は
、
真
諦
と
俗
諦
の
真
俗
二
諦
を
い
う
。
真
諦
は
、
勝
義

諦・

第
一
義
諦
と
も
い
い
、
究
極
的
な
立
場
の
深
い
思
想
に
あ
る
、

出
世
間
的
な
真
実
を
い
う
。
真
諦
か
ら
み
れ
ば
、
一
切
は
空
で
あ
り

平
等
で
あ
り
、
実
相
は
空
な
り
と
説
く
真
実
を
い
い
、
無
執
著
の
真

実
を
得
さ
せ
る
教
え
を
い
い
、
俗
諦
は
、
世
諦・

世
俗
諦
と
も
い
い
、

世
間
的・

表
面
的
な
立
場
の
真
実
を
い
う
。
俗
諦
か
ら
み
れ
ば
、
現

象
世
界
は
す
べ
て
存
在
し
、
種
々
の
差
異
が
あ
る
と
す
る
、
一
般
に
、

世
間
で
受
け
取
ら
れ
て
い
る
真
実
を
い
う
。
二
諦
は
、
四
重
の
二
諦

を
説
い
て
、
と
ら
わ
れ
か
ら
抜
け
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
重
は

有（

俗）

空（

真）

、
第
二
重
は
空
有（

俗）

非
有
非
空（

真）

、
第

三
重
は
二
不
二（

俗）

非
二
非
不
二（

真）

、
第
四
重
は
前
三
重
二

諦（

俗）

非
非
不
有（

俗）

非
非
不
空（

真）

で
あ
る
。

天
台
で
は
、

『

法
華
玄
義』

巻
第
二
下
に
、
化
法
の
四
教
お
よ
び
三

種
の
被
接
に
立
っ
て
、
七
種
の
二
諦
を
説
く
。

ひ

し
ょ
う

１
実
有
を
俗
と
し
、
実
有
の
滅
を
真
と
す
る
の
を
蔵
教
の
二
諦
と

す
る
。

２
幻
有
を
俗
と
し
、
幻
有
即
空
を
真
と
す
る
の
を
通
教
の
二
諦
と

す
る
。

３
幻
有
を
俗
と
し
、
幻
有
即
空・

不
空
を
真
と
す
る
の
を
別
接
通

の
二
諦
と
す
る
。

４
幻
有
を
俗
と
し
、
幻
有
即
空
不
空
、
一
切
法
空
不
空
に
趣
く
の

を
真
と
す
る
の
を
円
接
通
の
二
諦
と
す
る
。
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５
幻
有・

幻
有
即
空
を
俗
と
し
、
不
有
不
空
を
真
と
す
る
の
を
別

教
の
二
諦
と
す
る
。

６
幻
有・

幻
有
即
空
を
俗
と
し
、
不
有
不
空・

一
切
法
不
有
不
空

に
趣
く
の
を
真
と
す
る
の
を
円
接
別
の
二
諦
と
す
る
。

７
幻
有・
幻
有
即
空
を
俗
と
し
、
一
切
法
有
に
趣
き
空
に
趣
き
不

有
不
空
に
趣
く
の
を
真
と
す
る
の
を
円
教
の
二
諦
と
す
る
。

真
諦
と
俗
諦
と
は
、互
い
に
一
本
化
し
融
け
合
っ
て
不
二
で
あ
り
、

そ
の
体
は
中
道
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の『

法
華
玄
義』

に
説
く
二
諦

は
、『

六
妙
法
門』

と
成
立
年
代
が
前
後
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
取

ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
真
と
俗
を
、
前
述
の
真
俗
二
諦
と
取
る
。

（

44）

旋
転
の
行
を
証
る
の
相
＝「
旋
転
の
行
を
証
る
の
相」

は
、
修

行
の
実
践
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
旋
転
六
妙
門
の
悟
り
の
す

が
た
を
い
う
。

（

45）

所
解
＝「

所
解」

は
、
一
般
的
に
は
、
自
分
が
理
解
し
た
内
容
、

修
行
の
結
果
自
分
が
体
得
し
た
境
地
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
智
顗
が
説
き
示
し
て
き
た
旋
転
の
教
え
を

い
う
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
の
修
行
者
は
、
数
息・

随
息・
止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

見
思
の
煩
悩
に
よ
っ
て
、
我
あ
り
法
あ
り
と
執
著
す
る
、
虚
妄
の
仮

か
ら
空
の
道
理
に
入
る
従
仮
入
空
観
に
至
り
着
く
。
そ
し
て
至
り
着

い
た
従
仮
入
空
観
を
一
八
〇
度
回
転
し
て
、
空
を
観
じ
て
空
に
と
ど

ま
ら
ず
、
進
ん
で
因
縁
所
生
の
仮
を
観
じ
て
、
差
別
の
理
に
通
達
す

る
仮
有
の
道
理
に
入
る
従
空
出
仮
観
を
体
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

残
る
五
門
の
悟
り
を
、
同
時
同
所
に
体
得
す
る
。
菩
薩
の
修
行
者
は
、

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
を
体
得
す
る
こ
と
は
勿

論
、
そ
れ
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。
従
空
出
仮
か
ら
従
仮
入
空
へ
、

従
仮
入
空
か
ら
従
空
出
仮
へ
と
回
転
し
旋
転
し
、
回
転
が
旋
転
を
生

ん
で
相
互
に
循
環
し
て
悟
り
が
悟
り
を
生
み
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
の

悟
り
を
同
時
同
所
に
起
こ
し
て
い
く
と
い
う
、
天
台
智
顗
の
旋
転
の

教
え
を
い
う
。

（

46）

心
が
言
に
違
わ
ざ
れ
ば
、
心・

口
相
応
し
、
法
門
を
現
前
す
＝

「

心」

は
、
菩
薩
の
修
行
者
の
一
心
を
い
う
。

「

言」

は
、
所
解
と
同
義
。
旋
転
の
行
の
教
え
を
い
う
。

「

不
違・

違
わ
ず」

は
、
順
じ
て
い
る
こ
と・

逸
脱
し
て
い
な
い
こ

と
、
す
な
わ
ち
、
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

口」

は
、
言
と
同
義
、
所
解・

旋
転
の
教
え
と
同
義
。

「

相
応」

は
、
等
し
く
和
合
す
る
こ
と
、
Ａ
と
Ｂ
と
が
相
互
に
あ
い

和
し
、
離
れ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
心
と
口
、

す
な
わ
ち
、
菩
薩
の
修
行
者
の
一
心
と
智
顗
の
旋
転
の
行
の
教
え
と

が
不
二
と
な
る
こ
と
を
い
う
。

「

法
門」

は
、
心
門・

智
慧
の
門
と
同
義
。
八
万
四
千
を
数
え
る
、

仏
の
智
慧
に
よ
る
真
実
の
教
え
を
い
う
。

「

現
前」

は
、
一
般
的
に
は
、
目
の
前
に
現
わ
れ
る
こ
と
、
目
の
前

に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
今
ま
で
の
自
我
に
塗
れ
た
境
地
を
離
れ
て
仏
の
智
慧

の
門
に
入
る
こ
と
、
元
来
仏
陀
の
も
の
で
あ
る
教
え
が
、
修
行
者
自
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身
の
も
の
に
な
る
こ
と
を
い
う
。

「

法
門
現
前」

の
一
句
に
は
、
仏
陀
の
教
え
を
自
分
の
も
の
に
し
て

ほ
し
い
、
教
え
と
お
の
れ
と
を
ぴ
っ
た
り
一
体
化
し
、
人
が
一
皮
も

二
皮
も
剥
け
て
、
本
当
の
人
と
し
て
大
き
く
転
機
し
て
ほ
し
い
と
い

む

う
、
天
台
智
顗
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
の
一
心
が
、
智
顗
が
説
く
旋
転

の
行
の
教
え
と
寸
分
違
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
菩
薩
の
修
行
者
の
一

心
と
、
智
顗
が
説
く
旋
転
の
行
の
教
え
と
が
、
寸
分
の
隙
間
な
く
ぴ

た
っ
と
結
び
つ
い
て
あ
い
和
し
、
離
れ
な
い
関
係
に
な
る
。
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
修
行
実
践

に
よ
っ
て
悟
り
を
体
得
し
、
体
得
し
た
悟
り
を
回
転
し
旋
転
し
て
、

修
行
者
の
想
い
が
旋
転
の
行
の
教
え
と
同
じ
境
地
に
至
る
か
ら
、
修

行
者
の
心
は
、
自
然
に
自
我
に
塗
れ
た
境
地
を
離
れ
、
現
前
に
明
ら

か
に
顕
わ
れ
出
る
仏
の
真
実
の
智
慧
で
あ
る
八
万
四
千
の
法
門
に
入

る
の
意
を
い
う
。

（

47）

心
行
堅
固
に
し
て
、
任
運
に
増
長
す
＝「

心
行」
は
、
一
般
的

に
は
、『

大
智
度
論』

巻
第
二（『

大
正
蔵』

二
五・

七
一
ｃ）

や
『

華
厳
経』

巻
第
五（『

大
正
蔵』

九・

四
二
四
ｃ）

や『

摩
訶
止
観』

巻
第
五
下（『

大
正
蔵』

四
六・

五
九
ｂ
～）

に
出
る「

言
語
道
断・

心
行
処
滅」

が
い
う
心
の
は
た
ら
き・

心
作
用
や
、『

中
論』

一
八・

七
が
い
う
心
の
対
象
と
な
る
対
境
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、『

法
華
経』

巻
第
一（『

大
正
蔵』

九・

八
ａ）

が
い
う
、
菩
薩
行
と
呼
ば
れ
る
、

菩
薩
の
修
行
を
い
う
。

「

堅
固」

は
、
一
般
的
に
は
、
も
の
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
破
れ

な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
上
求
菩
提・

下
化
衆
生
の
願
い
を

も
っ
て
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定・

智
慧
と
い
う
、
仏

と
な
る
菩
薩
行
を
行
じ
ぬ
く
、
揺
る
ぎ
な
い
意
志
を
貫
い
て
行
じ
る

こ
と
を
い
う
。

「

任
運
に」

は
、
自
然
に
、
計
ら
う
こ
と
な
く
あ
る
が
ま
ま
に
の
意

を
い
う
。

「

増
長」

の
増
は
横
に
広
が
る
こ
と
、
長
は
縦
に
伸
び
る
こ
と
を
い

う
か
ら
、
増
長
は
、
大
き
く
な
る
こ
と
、
増
大
す
る
こ
と
、
功
徳
が

具
わ
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
は
、
お
の
れ
が
救
わ
れ
る
よ
り

も
前
に
、
先
ず
他
の
人
々
を
救
お
う
と
す
る
誓
願
に
生
き
る
。
だ
か

ら
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定・

智
慧
と
い
う
、
仏
と
な
る

菩
薩
行
を
保
持
し
、
実
践
し
続
け
て
い
く
。
こ
の
上
求
菩
提・

下
化

衆
生
の
菩
薩
行
を
行
じ
ぬ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
波
羅
蜜
に
付
随
す

る
偉
大
な
善
で
あ
る
功
徳
が
増
大
し
、
自
然
に
湧
き
出
す
の
意
を
い

う
。

（

48）

念
力
に
よ
ら
ざ
れ
ど
も
、
諸
善
の
功
徳
自
ず
か
ら
生
じ
、
諸
悪

自
ず
か
ら
息
ま
ば
＝「

念
力」

は
、
じ
っ
と
想
い
続
け
る
力
と
い
う
、

五
力
の
一
を
い
う
。
な
お
、「

五
力」

は
三
十
七
道
品
の
な
か
の
一

つ
。
信（

信
仰）

力・

勤（

努
力）

力・

念（

憶
念）

力・

定（

禅

定）

力・

慧（

智
慧）

力
の
五
を
い
う
。
こ
れ
ら
に
は
、
悪
を
破
る

の
に
力
が
あ
る
か
ら
力
と
い
い
、
実
践
上
は
、
前
か
ら
後
へ
と
漸
進
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的
な
順
序
を
た
ど
る
と
さ
れ
る
。
五
力
は
、
無
漏
で
あ
る
智
慧
の
能

力
で
あ
る
五
無
漏
根
、
す
な
わ
ち
、
信・

勤・

念・

定・

慧
の
五
善

根
と
同
じ
と
さ
れ
る
。

「
諸
善
の
功
徳」

は
、
も
ろ
も
ろ
の
修
行
に
と
も
な
う
善
な
る
功
徳

を
い
う
。
功
徳
は
、
得
よ
う
と
し
て
求
め
て
も
得
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
求
め
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
修
行
を
行
じ
ぬ

く
必
要
は
な
い
。
功
徳
は
、
功
徳
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
修
行
を
行
じ
ぬ
い
た
先
に
自
然
に
開
け
顕
わ

れ
出
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定・

智
慧
と
い
う
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
を
回
転
し
旋
転
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
回
転
が
旋
転
を
生
み
、
悟
り
が
悟
り
を
生
ん
で
い
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
ん
で
い
く
こ
と
を「
功
徳」

と
取
る
。

「

自
ず
か
ら」

は
、
そ
の
も
の
と
し
て
自
ず
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る

こ
と
を
い
う
。
自
然
の
自
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
じ
っ
と
想
い
続
け
る
憶
念
の
修
行
に
よ
ら
な
く

て
も
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定・

智
慧
と
い
う
、
仏
と

な
る
菩
薩
行
を
回
転
し
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
回
転
が
旋
転
を

生
み
、
悟
り
が
悟
り
を
生
む
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
善
の
功
徳
が
自
然

に
湧
き
出
し
て
く
る
。
こ
う
し
て
、
善
と
い
う
功
徳
が
自
然
に
湧
き

出
し
て
く
れ
ば
、
悪
を
な
す
は
た
ら
き
は
自
然
に
消
滅
し
て
い
く
の

意
を
い
う
。

（

49）

総
相・

別
相
＝「

総
相」

は
、
旋
転
の
修
行
に
よ
っ
て
、
総
括

的・

普
遍
的・

全
体
的
に
、
同
時
同
所
に
悟
る「

総
相
旋
転
の
行
の

証
り」

の
有
り
様
を
い
い
、
こ
れ
を
更
に
二
つ
に
分
け
た
。
一
切
は

空
で
あ
り
無
実
体
で
あ
る
と
す
る
、
出
世
間
の「

真
の
総
相
旋
転
の

行
の
証
り」

と
、
現
象
世
界
は
す
べ
て
存
在
し
、
理
と
の
差
異
が
あ

る
と
す
る
、
世
間
の「

俗
の
総
相
旋
転
の
行
の
証
り」

の
有
り
様
を

い
う
。

「

別
相」

は
、
旋
転
の
修
行
に
よ
っ
て
、
個
別
的・

部
分
的
な
悟
り

を
、
段
階
的
に
一
つ
ひ
と
つ
悟
り
重
ね
る「

別
相
旋
転
の
行
の
証
り」

の
有
り
様
を
い
い
、
こ
れ
を
更
に
二
つ
に
分
け
た
。
一
切
は
空
で
あ

り
無
実
体
で
あ
る
と
す
る
、
出
世
間
の「

真
の
別
相
旋
転
の
行
の
証

り」

と
、
現
象
世
界
は
す
べ
て
存
在
し
、
理
と
の
差
異
が
あ
る
と
す

る
、
世
間
の「

俗
の
別
相
旋
転
の
行
の
証
り」

の
有
り
様
を
い
う
。

（

50）

相
応
の
異
に
よ
っ
て
、
諸
の
法
門
に
入
り
、
境
界
の
顕
現
す
る

の
殊
あ
る
＝「

相
応」

は
、
心
が
言
に
違
わ
ざ
れ
ば
心・

口
相
応
し
、

の
一
句
を
受
け
る
。

「

相
応
の
異」

は
、
修
行
者
自
身
の
心
と
、
智
顗
が
説
く
総
相
旋
転

の
行
の
教
え
や
別
相
旋
転
の
行
の
教
え
な
ど
を
受
け
る
、
受
け
入
れ

方
の
違
い
を
い
い
、
旋
転
す
る
力
の
強
い
弱
い
を
い
う
。

「

諸
の
法
門」

は
、仏
が
説
く
八
万
四
千
の
真
実
に
至
る
門
を
い
う
。

「

境
界」

は
、
菩
薩
の
悟
り
の
境
地
を
い
う
。

「

顕
現」

は
、
現
わ
れ
る
こ
と・

現
わ
す
こ
と
を
い
う
。

「

殊」

は
、
深
い
浅
い
の
違
い
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
が
心
に
思
う
こ
と
と
、
総
相
旋

転
の
行
の
教
え
や
別
相
旋
転
の
行
の
教
え
な
ど
と
の
違
い
は
、
修
行
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者
自
身
の
心
の
持
ち
方
と
、
旋
転
の
教
え
と
を
受
け
入
れ
る
受
け
入

れ
方
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
が
説
く
八
万
四
千
の
真

実
に
至
る
門
に
入
っ
て
も
、
旋
転
の
力
の
強
い
弱
い
に
よ
っ
て
、
表

に
顕
わ
れ
る
菩
薩
の
悟
り
の
現
わ
れ
方
に
、
深
い
浅
い
の
違
い
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

つ
ま
り
、
天
台
智
顗
が
説
き
示
し
た
い
こ
と
は
、
個
と
全
体
の
調

和
で
あ
る
。
人
は
、
目
の
前
に
確
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
現
象

す
る
存
在
の
一
つ
ひ
と
つ
の
部
分
部
分
に
と
ら
わ
れ
、
全
体
と
し
て

の
流
れ
、
存
在
そ
の
も
の
の
す
べ
て
を
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ

か
ら
、
部
分
は
全
体
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
、
部
分
は
部
分
と
し
て

の
全
分
に
あ
り
、
全
体
は
全
体
と
し
て
全
分
で
あ
る
こ
と
を
観
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
智
顗
は
、
現
象
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
部

分
に
し
て
も
全
体
に
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
が
真
実
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

り
、
最
高
の
価
値
を
も
つ
真
実
究
極
の
す
が
た
で
あ
る
と
す
る
、
諸

法
実
相
を
説
く
。
人
は
、
人
と
し
て
素
晴
ら
し
い
存
在
で
あ
る
。
他

と
比
較
し
て
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
い
。
人
は
絶
対
の
全
分
の「

人」

と
し
て
、
全
分
の「

一」

と
し
て
素
晴
ら
し
い
。

人
は
、ど
う
す
れ
ば
素
晴
ら
し
い
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

天
台
智
顗
は
、
人
が
そ
の
内
面
に
秘
め
て
い
る
宝
物
に
気
づ
き
、
一

人
ひ
と
り
が
秘
め
持
つ
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
開
発
し
、
そ
れ
を
大

事
に
育
て
る
こ
と
を
説
い
て
や
ま
な
い
。
人
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
人

の
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
人
の
内
面
に
あ
る
。
人
が
、
お
の
れ
の

素
晴
ら
し
さ
を
開
発
す
る
に
は
、
人
の
内
面
に
定
と
慧
、
す
な
わ
ち

止
と
観
を
開
発
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

智
顗
は
、
人
の
内
面
の
開
発
を
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
説
き
明
か

し
て
い
る
が
、
五
戒・

十
善
か
ら
は
じ
め
て
、
実
相
の
理
を
観
じ
る

ま
で
、
浅
か
ら
深
へ
と
順
序
に
修
行
実
践
を
積
み
上
げ
て
い
く
漸
次

止
観
を
説
く
の
が
、『

次
第
禅
門（『

釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門』）』

十

巻
で
あ
る
。

続
い
て
、
浅
い
五
戒・

十
善
か
ら
深
い
実
相
の
理
に
向
か
い
、
あ

る
い
は
反
対
に
深
か
ら
浅
に
向
か
い
、
あ
る
い
は
直
ち
に
初
め
か
ら

一
実
相
を
観
じ
る
な
ど
、
一
定
の
法
則
や
次
第
に
よ
ら
な
い
、
衆
生

の
性
質
や
能
力
の
機
根
に
応
じ
て
、
修
行
実
践
な
ど
の
順
序
が
定
ま

ら
な
い
不
定
止
観
を
説
く
の
が
、『

六
妙
法
門』

一
巻
で
あ
る
。

定・

慧
か
ら
、
も
ろ
も
ろ
の
お
も
い
を
止
め
て
心
を
一
つ
の
対
象

に
注
ぐ「

止」

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
し
い
智
慧
を
起
こ
し
て
対
象

を
観
る「

観」

と
の
、
止・

観
へ
と
い
う
、
思
想
上
の
大
転
換
の
は

ざ
ま
に
位
置
す
る
の
が『

天
台
小
止
観（『

修
習
止
観
坐
禅
法
要』）』

一
巻
ま
た
は
二
巻
で
あ
る
。

そ
し
て
、
初
め
か
ら
実
相
を
対
象
と
し
、
修
行
と
学
解
と
が
円
満

頓
速
の
円
頓
止
観
を
説
く
の
が
天
台
教
学
究
極
の『

摩
訶
止
観』

二

十
巻
で
あ
る
。

（

51）

略
し
て
～
出
す
＝「

略
し
て
～
出
す」

は
、「

略
し
て
～
説
く」

と
同
義
。
簡
潔
に
説
き
示
し
説
き
明
か
す
こ
と
、
簡
に
し
て
要
を
得

て
説
く
こ
と
を
い
う
。

（
52）

一
の
数
門
の
ご
と
き
は
、
二
種
の
証
り
の
旋
転
を
具
す
＝「

一
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の
数
門」

は
、
六
妙
門
第
一
の
数
息
門
を
い
う
。

「

二
種」

は
、
第
十
証
相
六
妙
門
で
説
く
証
相
の
第
三
、
旋
転
六
妙

門
の
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る「

旋
転
の
解
に
よ
る

証
り」
と
、
修
行
の
実
践
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る「

旋
転
の
行

に
よ
る
証
り」

と
い
う
、
二
種
類
の
悟
り
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
例
え
ば
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て
心
を

統
一
す
る
、
六
妙
門
第
一
の
数
息
門
の
修
行
実
践
の
な
か
で
生
じ
る

悟
り
を
回
転
し
、
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
智
慧
の
解
了
を
回
転

し
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
す
る「

旋
転
の
解
に
よ
る
証
り」

と
、
修
行
の
実
践
を
回
転
し
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
す
る

「

旋
転
の
行
に
よ
る
証
り」

と
い
う
、
二
種
類
の
悟
り
を
体
現
す
る

こ
と
に
な
る
の
意
を
い
う
。

（

53）

意
を
取
っ
て
＝「

意
を
取
っ
て」

は
、
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し

て
、
い
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
十
分
に
会
得
し
て
、
あ
る
い
は
、
真
意

を
会
得
し
た
上
で
旋
転
六
妙
門
を
修
行
実
践
す
れ
ば
の
意
を
い
う
。

（

54）

広
く
諸
の
法
門
に
対
す
る
＝「

広
く」

は
、
一
般
的
に
は
、
幅

が
広
い
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
六
妙
門
の
う
ち
の
ど
れ
か
一
つ

の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
生
じ
る
悟
り
を
回
転
し
、
旋
転
し
て
体
得
す

る
旋
転
六
妙
門
の
悟
り
は
、
六
妙
門
の
悟
り
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
六

妙
門
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
仏
が
説
く
八
万
四
千
の
教
え
の
悟
り
に

広
く
対
応
し
、
相
応
し
て
い
く
の「

広
く」

を
い
う
。

「

諸
の
法
門」

は
、
仏
が
説
い
た
八
万
四
千
を
数
え
る
教
え
の
全
体

を
い
う
。

「

対
す
る」

の
対
は
、
一
般
的
に
、
物
質
的
に
対
立
す
る
こ
と
、
面

と
向
か
う
こ
と
、
配
当
す
る
こ
と
な
ど
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
配
当

す
る
こ
と
の
意
か
ら
、
当
て
は
め
る
、
結
び
つ
く
の
意
と
取
る
。
結

び
つ
く
は
合
す
る
こ
と
で
あ
り
、
相
か
な
う
こ
と
で
あ
り
、
対
応
す

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
対
は
、
対
応
の
意
を
い
い
、
相
応
の
意

を
い
う
。

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
、
い
ず
れ
か
一
つ

の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
生
じ
る
悟
り
は
、
回
転・

旋
転
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
高
次
の
解
と
行
の
二
種
の
悟
り
と
な
る
。
解
と
行
の

二
種
の
旋
転
六
妙
門
の
悟
り
は
、
ひ
と
り
六
妙
門
の
悟
り
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
旋
転
六
妙
門
の
悟
り
は
、
仏
が
説
く
八
万
四
千
の
教
え
に

対
応
し
、
真
の
悟
り
に
相
応
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
旋
転
六
妙
門
の
悟
り
は
、
ひ
と
り
六
妙
門
の
悟

り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
八
万
四
千
を
数
え
る
法
門
が
教
え
る
悟
り

と
ピ
タ
ッ
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。
一
般
に
呼
ば
れ

て
い
る「

八
万
四
千
の
法
門」

の
八
万
四
千
は
、
多
数
を
い
い
、
法

門
は
仏
の
教
え
、
仏
教
を
い
う
。
八
万
四
千
の
法
門
で
、
仏
が
説
い

た
教
え
全
体
を
い
う
。
八
万
四
千
と
い
う
数
の
算
出
法
を
記
し
、
ま

た
は
八
万
四
千
の
煩
悩
を
滅
す
る
た
め
の
教
法
の
数
で
あ
る
な
ど
と

の
解
釈
も
あ
る
が
、
一
般
に
八
万
四
千
と
は
、
数
の
多
い
も
の
の
す

べ
て
を
表
わ
す
と
き
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
八
万
四
千
は
、
八

万
と
も
い
う
。

『
観
無
量
寿
経』

に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
麗
し
い
す
が
た
形
の
相
好
の
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一
つ
ひ
と
つ
か
ら
、
八
万
四
千
の
光
明
を
放
つ
と
あ
る
。『

長
老
偈』

一
〇
と
二
四
に
は
、
仏
弟
子
ア
ー
ナ
ン
ダ（

阿
難）

が
、
自
ら
詠
じ

た
詩
の
中
に
、「

私
は
ブ
ッ
ダ
か
ら
八
万
二
千
の
教
え
と
、
修
行
僧

た
ち
か
ら
二
千
の
教
え
を
得
た
。
私
は
こ
れ
ら
の
八
万
四
千
の
教
え

を
会
得
し
て
い
る」

と
あ
る
。

（

55）

旋
陀
羅
尼
門
を
得
る
＝
旋
陀
羅
尼
門
の「

旋」

は
巡
ら
す
こ
と
、

回
転
し
旋
転
す
る
こ
と
を
い
う
。「

陀
羅
尼」

は
、
し
ば
し
ば
神
秘

的
な
力
を
も
つ
と
信
じ
ら
れ
る
呪
文
や
経
典
類
を
い
う
が
、
こ
こ
で

は
、
結
局
は
、
八
万
四
千
を
数
え
る
法
門
の
教
え
、
一
切
の
仏
法
の

精
髄
を
い
う
。
表
面
的
な
文
脈
か
ら
は
、『

六
妙
法
門』

そ
の
も
の

を
い
う
。「

門」

は
法
門
を
い
う
。

「

得
る」

は
、
悟
る
こ
と
、
体
得
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
六
妙
門
の
悟
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
六
妙
門
の
悟

り
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
八
万
四
千
を
数
え
る
法
門
の
悟
り
を
得
、

一
切
の
仏
法
の
精
髄
を
体
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
意
を
い
う
。

一
般
的
に「

陀
羅
尼」

は
、
総
持
の
義
。
総
持
は
、
世
の
中
の
悪

を
お
さ
え
、
善
を
す
す
め
る
力
を
い
う
。
い
わ
ゆ
る
止
悪
修
善
の
力

で
あ
る
。
人
は
、
陀
羅
尼
を
巡
ら
す
旋
陀
羅
尼
の
力
を
得
た
ら
、
独

り
占
め
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
多
く
の
人
に
振
り
向
け
巡
ら
す
の

が
大
乗
の
基
本
で
あ
る
。
旋
陀
羅
尼
の
力
を
人
に
巡
ら
し
、
巡
ら
さ

れ
た
人
が
、
旋
陀
羅
尼
の
力
を
更
に
巡
ら
し
て
い
く
。
無
限
に
人
々

に
、
旋
陀
羅
尼
の
力
を
巡
ら
し
て
い
く
。
巡
り
巡
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
旋
陀
羅
尼
の
力
に
よ
っ
て
信
の
力
は
一
層
強
力
に
な
る
。
旋
陀

羅
尼
は
渦
を
巻
き
な
が
ら
、
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
と
な
る
。
百
千
万

億
旋
陀
羅
尼
は
渦
を
巻
き
な
が
ら
、
仏
の
音
声
が
一
切
の
衆
生
の
救

お
ん
じ
ょ
う

い
と
な
る
法
音
方
便
陀
羅
尼
と
な
る
。
旋
陀
羅
尼
と
、
百
千
万
億
旋

陀
羅
尼
と
、
法
音
方
便
陀
羅
尼
と
の
三
が
、『

法
華
経』

巻
第
二
十

八・

普
賢
菩
薩
勧
発
品
に
説
か
れ
る
三
陀
羅
尼
で
あ
る
。

天
台
で
は
、
こ
の
三
陀
羅
尼
に
空
仮
中
の
三
諦
三
観
を
充
て
る
。

旋
陀
羅
尼
に
空
を
充
て
、
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
に
仮
を
充
て
、
法
音

方
便
陀
羅
尼
に
中
を
充
て
る
。
空
仮
中
の
三
諦
三
観
、
し
か
も
、
一

心
に
空
仮
中
の
三
諦
を
観
察
す
る
一
心
三
観
は
、『

摩
訶
止
観』

に

お
い
て
完
成
さ
れ
た
全
容
を
現
わ
す
が
、
一
心
三
観
に
発
展
す
る
思

想
的
な
根
拠
と
な
る
萌
芽
を
、『

法
華
経』

の
旋
陀
羅
尼・

百
千
万

億
旋
陀
羅
尼・

法
音
方
便
陀
羅
尼
と
い
う
三
陀
羅
尼
を
、
こ
こ『

六

妙
法
門』

に
位
置
づ
け
た
事
実
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
渦
を

巻
き
な
が
ら
旋
陀
羅
尼
と
な
り
、
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
と
な
り
、
法

音
方
便
陀
羅
尼
と
な
る
空
仮
中
の
三
諦
三
観
、
一
心
三
観
は
、
そ
の

ま
ま
宇
宙
の
真
実
を
い
う
か
ら
、
三
陀
羅
尼
が
空
仮
中
一
心
三
観
の

思
想
的
な
根
拠
と
な
っ
た
萌
芽
は
、
天
台
に
と
っ
て
決
し
て
小
さ
な

も
の
で
は
な
い
。

（

56）

無
礙
辯
才・

巧
慧
方
便
を
も
っ
て
＝「

無
礙
辯
才」

は
、
大
乗

の
菩
薩
が
人
々
を
救
う
た
め
に
、
自
由
自
在
に
こ
と
ば
を
説
く
こ
と

を
い
う
。
菩
薩
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
な
か
に
渦
巻
く
お
の
れ
の

我
、
す
な
わ
ち
自
我
を
滅
し
尽
く
し
た
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
菩
薩
は
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
説
き
、
説
い
た
こ
と
を
実
践
し
、
上
求
菩
提・
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下
化
衆
生
の
実
践
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
由
自
在
は
こ
れ
を

い
う
。
無
礙
辯
才
は
、『

大
宝
積
経』

巻
第
十
四
に
い
う
三
無
礙
の

一
つ
、「

弁
才
無
所

礙」

に
相
当
す
る
。
弁
才
無
所

礙
は
、
弁

才
無
礙・
無
礙
弁
才
と
同
義
。
菩
薩
が
大
弁
才
を
得
て
、
よ
く
衆
生

の
機
根
に
随
っ
て
大
小
乗
の
法
を
説
き
、
こ
と
ご
と
く
通
達
さ
せ
る

こ
と
を
い
う
。

「

巧
慧
方
便」
は
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定
の
五
波
羅

蜜
を
兼
ね
備
え
た
上
で
、
智
慧
の
般
若
波
羅
蜜
に
基
づ
い
た
、
仏・

菩
薩
の
巧
み
な
手
立
て
を
い
う
。

（

57）

起
こ
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
め
＝「

起
こ
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
め」

は
、
断
ち
切
り
断
滅
し
尽
く
し
た
煩
悩
が
再
発
し
な
い
こ
と
。
つ
ま

り
、
煩
悩
が
な
い
の
だ
か
ら
、
煩
悩
が
起
こ
り
よ
う
が
な
い
こ
と
を

い
う
。

（

58）

諸
の
功
徳
を
持
し
て
＝「

諸
の
功
徳」
は
、
八
万
四
千
を
数
え

る
法
門
の
八
万
四
千
を
数
え
る
功
徳
を
い
う
。

「

持
し
て」

の
持
は
、
保
持
と
同
義
。
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
、
生

き
る
理
念・

根
本
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
八
万
四
千
を
数
え
る
功
徳
を
身
に
つ
け
、
生
き

る
理
念・

根
本
と
す
る
の
意
を
い
う
。

（

59）

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
＝
人
は
、
わ
た
し
が
～
私
が
～
と
い
う

自
分
を
中
心
と
し
た
、
自
我
と
い
う
ヴ
ェ
ー
ル
や
仮
面
を
放
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
放
ち
難
た
い
ヴ
ェ
ー
ル
や
仮
面
で
は
あ

る
が
、
ヴ
ェ
ー
ル
や
仮
面
を
捨
て
、
本
当
に
楽
な
生
き
方
、
当
た
り

前
な
心
の
有
り
様
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
実
を
あ
り
の
ま

ま
の
真
実
の
ま
ま
に
観
る
眼
を
も
っ
た
、
こ
の
上
な
く
勝
れ
、
正
し

く
、
平
等
円
満
な
仏
の
無
上
正
等
覚
を
、
音
写
語
で
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
と
い
う
。

（

60）

円
証
の
六
妙
門
＝「

円
証」

は
、
利
根
の
大
士
と
い
う
勝
れ
た

菩
薩
の
悟
り
を
い
う
。

円
証
の
円
は
、
一
般
的
に
、
片
寄
り
の
な
い
、
す
べ
て
の
も
の
が

互
い
に
溶
け
合
っ
て
完
備
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。天
台
で
は
円
は
、

一
般
的
に
、
蔵・

通・

別・

円
か
ら
成
る
化
法
の
四
教
の
最
高
峰
を

示
す
円
教
の
円
で
あ
り
、
円
は
円
融
で
あ
り
、
円
頓
で
あ
る
。

『

六
妙
法
門』

で
い
う
円
頓
は
、『

六
妙
法
門』

で
は
菩
薩
の
最
高

の
悟
り
を
い
う
。
こ
れ
は
、
智
顗
の
教
理
の
中
で
は
、
最
初
期
に
説

か
れ
た
円
頓
で
あ
っ
て
、『

四
教
義』（

大
部
四
教
義・

大
本
四
教
義）

に
よ
っ
て
教
相
判
釈
が
確
立
さ
れ
た
、
晩
年
の
究
極
の
円
教
の
円
頓

を
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
利
根
の
大
士
で
あ
る
大
乗
の
菩

薩
の
悟
り
、
す
な
わ
ち
化
法
の
四
教
に
当
て
は
め
れ
ば
、
般
若
の
智

慧
を
悟
る
四
教
第
三
の
別
教
の
円
頓
の
悟
り
を
い
う
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
利
根
の
大
士
と
い
う
大
乗
の
菩
薩
の
悟
り
で
あ

る
、
円
証
を
明
ら
か
に
す
る
円
証
の
六
妙
門
を
い
う
。

（

61）

第
八
の
観
心
、
第
九
の
円
観
に
よ
っ
て
、
二
種
の
六
妙
門
を
方

便
と
な
す
＝「

第
八
の
観
心」

は
、『

六
妙
法
門』

の
第
八
観
心
六
妙

門
を
い
う
。
第
八
観
心
六
妙
門
は
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
数
息・

随

息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
一
々
で
、
日
常
の
心
で
あ
る
介
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爾
陰
妄
の
一
念
を
、
お
の
れ
の
本
来
の
智
慧
で
あ
る
自
性
清
浄
の
一

心
と
対
峙
さ
せ
て
見
極
め
、
す
べ
て
は
心
か
ら
生
じ
る
が
、
生
じ
た

心
の
本
源
は
不
可
得
で
あ
り
、
無
名
で
あ
り
、
無
相
で
あ
り
、
単
な

る
空
で
も
な
い
と
す
る
修
行
実
践
を
い
う
。

「

第
九
の
円
観」

は
、

『

六
妙
法
門』

の
第
九
円
観
六
妙
門
を
い
う
。

第
九
円
観
六
妙
門
は
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
一
々
で
、
自
性
清
浄
の
一
心
を
観
じ
て
一
切
心

お
よ
び
一
切
法
を
見
、
一
法
を
観
じ
て
一
切
法
お
よ
び
一
切
心
を
見

る
の
で
、
た
だ
一
心
の
中
に
一
切
法
を
分
別
す
る
だ
け
で
な
く
、
一

微
塵
の
中
に
一
切
世
界
の
諸
仏・
凡
聖・

色
心
の
数
量
の
法
門
に
通

達
す
る
と
す
る
修
行
実
践
を
い
う
。

「

二
種
の
六
妙
門」

は
、
第
八
観
心
六
妙
門
と
第
九
円
観
六
妙
門
を

い
う
。

「

方
便
と
な
す」

は
、
利
根
の
大
士
と
い
う
大
乗
の
菩
薩
の
悟
り
で

あ
る
、円
証
六
妙
門
に
至
る
た
め
の
方
法
手
段
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
の
修
行
者
は
、
数
息・

随
息・
止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
一
々
で
、
日
常
の
心
で
あ
る
介
爾
陰
妄
の
一
念

を
、
お
の
れ
の
本
来
の
智
慧
で
あ
る
自
性
清
浄
の
一
心
と
対
峙
さ
せ

て
見
極
め
、
す
べ
て
は
心
か
ら
生
じ
る
が
、
生
じ
た
心
の
本
源
は
不

可
得
で
あ
り
、
無
名
で
あ
り
、
無
相
で
あ
り
、
単
な
る
空
で
も
な
い

と
す
る
、
第
八
の
観
心
六
妙
門
の
修
行
実
践
と
、
お
よ
び
数
息・

随

息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
一
々
で
、
自
性
清
浄
の
一
心
を

観
じ
て
一
切
心
お
よ
び
一
切
法
を
見
、
一
法
を
観
じ
て
一
切
法
お
よ

び
一
切
心
を
見
る
の
で
、
た
だ
一
心
の
中
に
一
切
法
を
分
別
す
る
だ

け
で
な
く
、
一
微
塵
の
中
に
一
切
世
界
の
諸
仏・

凡
聖・

色
心
の
数

量
の
法
門
に
通
達
す
る
と
す
る
、
第
九
の
円
観
六
妙
門
の
修
行
実
践

と
い
う
、
二
種
類
の
六
妙
門
の
修
行
実
践
を
、
利
根
の
大
士
と
い
う

菩
薩
の
円
証
六
妙
門
に
至
る
巧
み
な
手
立
て
と
す
る
の
意
を
い
う
。

（

62）

こ
の
観
を
成
ず
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
円
証
を
発
こ
す
な
り
＝

「

こ
の
観」

は
、
方
便
と
し
て
説
い
た
第
八
観
心
六
妙
門
と
第
九
円

観
六
妙
門
を
い
う
。

「

成
ず
る」

は
、
一
般
的
に
は
、
完
成
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で

は
、
達
成
す
る
、
到
達
す
る
の
意
と
取
る
。

「

す
な
わ
ち」

の
原
語
は「

即
便」

で
あ
る
。
即
便
の
す
な
わ
ち

は
、
同
時
同
所
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
時
間
的
な
経
過
を
置
く
こ
と

な
く
、
段
階
的
な
も
の
を
飛
び
越
え
て
、
間
髪
を
入
れ
ず
に
す
ぐ
の

意
を
い
う
。

「

発
こ
す」

の
発
は
引
発
と
同
義
。
引
き
出
す
こ
と
の
義
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
十
信・

十
住・

十

行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
と
い
う
菩
薩
の
五
十
二
位
の
、

例
え
ば
十
信
の
初
位
の
入
り
口
に
立
つ
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

菩
薩
の
悟
り
に
至
る
間
違
い
の
な
い
道
筋
を
確
立
し
、
大
乗
の
悟
り

の
入
り
口
、
位
不
退
の
入
り
口
に
到
達
し
た
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
第
八
の
観
心
六
妙
門
や
、
第
九
の
円
観
六
妙
門

の
悟
り
に
到
達
す
る
と
き
は
、
同
時
同
所
に
、
円
証
六
妙
門
の
悟
り

の
入
り
口
に
立
つ
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。
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（
63）

証
を
解
す
＝「

証
を
解
す」

は
、
悟
り
を
、
人
本
来
の
無
分
別

智
の
智
慧
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
解
は「

解
会」

の
解
を
い
い
、
解
は
知
識
に
よ
る
理
解
、
知
的
な
意
味
を
納
得
す
る

こ
と
を
い
う
。
解
は
慧
に
対
す
る
。

（

64）

無
礙・
巧
慧
は
心
念
に
よ
ら
ず
＝「

無
礙」

は
、
利
根
の
大
士

の
菩
薩
に
は
、
障
害
と
な
り
、
束
縛
と
な
り
、
妨
げ
と
な
る
も
の
が

な
い
こ
と
を
い
う
。

「

巧
慧」

は
、
一
般
的
に
は
、
巧
慧
方
便・

巧
慧
智
慧
方
便
と
同

義
。
布
施・

持
戒・

忍
辱・
精
進・

禅
定
の
五
つ
の
波
羅
蜜
を
兼
ね

具
え
た
上
の
、
智
慧
に
基
づ
い
た
仏・

菩
薩
の
巧
み
な
手
立
て
を
い

う
。
こ
こ
で
は
、
自
我
的
な
心
の
は
た
ら
き
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

巧
み
な
智
慧
に
よ
っ
て
お
の
れ
を
救
う
、
そ
の
利
根
の
大
士
で
あ
る

菩
薩
の
巧
み
な
智
慧
を
い
う
と
取
る
。

「

心
念
に
よ
ら
ず」

の
心
念
は
、
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
、
介
爾
陰

妄
の
一
念
を
い
う
心
行
処
滅
の
心
行
と
同
義
。
一
句
は
、
悟
り
は
、

心
の
は
た
ら
き
、
す
な
わ
ち
、
頭
で
理
解
し
て
得
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
利
根
の
大
士
の
菩
薩
に
は
、
妨
げ
と
な
る
も
の

が
な
く
、
巧
み
な
智
慧
に
よ
っ
て
お
の
れ
の
悟
り
を
得
る
の
で
あ
っ

て
、
心
の
は
た
ら
き
、
す
な
わ
ち
、
頭
で
理
解
し
て
得
る
も
の
で
は

な
い
の
意
を
い
う
。

（

65）

自
然
に
円
証
し
て
、
法
界
を
識
る
＝「

自
然」

は
、
人
為
的
な

力
を
加
え
な
い
で
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

法
界」

は
、
す
べ
て
の
存
在
が
、
足
ら
な
い
も
の
な
く
具
え
て
い

る
三
千
の
諸
法
、
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
を
い
う
。
言
い

換
え
れ
ば
、
蓮
華
蔵
世
界・

蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
を
い
う
。
蓮
華
蔵

世
界
は
、
蓮
華
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
世
界
で
あ
る
が
、
結
局
は
、

わ
れ
わ
れ
が
住
む
国
土
世
間
を
い
い
、
宇
宙
全
体
を
い
う
。
こ
こ
で

は
、
宇
宙
全
体
を
総
括
す
る
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
菩
薩
は
、
自
然
に
大
乗
の
菩
薩
の
悟
り
に
入
り
、

宇
宙
全
体
が
刹
那
生
滅
し
て
い
る
と
い
う
真
実
の
有
り
様
を
あ
り
の

ま
ま
に
識
る
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

66）

証
を
会
す
＝「

証
を
会
す」

は
、
悟
り
を
、
禅
定
に
よ
っ
て
体

得
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
会
は「

解
会」

の
会
を
い
い
、
会
は

事
物
の
こ
と
わ
り
を
体
得
す
る
こ
と
を
い
う
。
会
は
定
に
対
す
る
。

（

67）

妙
慧
は
、
朗
然
と
し
て
開
発
し
、
明
ら
か
に
法
界
を
照
ら
し
て

通
達
無
礙
な
り
＝「

妙
慧」

は
、
利
根
の
大
士
で
あ
る
菩
薩
の
般
若

の
智
慧
を
い
う
。

「

朗
然
と
し
て」

は
、
一
般
的
に
は
、
あ
き
ら
か
な
さ
ま
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
明
確
に
の
意
に
用
い
る
。

「

開
発」

は
、
人
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
清
浄
な
智
慧
を
具
え
て
い

る
。
こ
の
智
慧
が
、
成
長
と
共
に
自
我
に
覆
わ
れ
て
い
く
の
が
人
の

常
で
あ
る
。
覆
っ
て
い
る
煩
悩
の
奥
に
隠
さ
れ
て
い
る
、
人
本
来
の

清
浄
な
智
慧
を
、
身
心
の
中
よ
り
開
発
し
て
い
く
こ
と
を
、
一
句
は

い
う
。

「
明
ら
か
に」

は
、
一
般
的
に
は
、
明
ら
か
な
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
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で
は
、
宇
宙
全
体
に
行
き
渡
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
状
態
を
い
う
。

利
根
の
大
士
で
あ
る
菩
薩
の
般
若
の
智
慧
の
力
に
よ
っ
て
、
宇
宙
全

体
に
行
き
渡
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

「
通
達
無
礙」

は
、
一
切
の
こ
だ
わ
り
の
心
を
捨
て
て
、
真
実
を
真

実
の
ま
ま
に
観
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
利
根
の
大
士
で
あ
る
菩
薩
は
、
般
若
の
智
慧
が

明
確
に
身
心
の
中
よ
り
開
発
さ
れ
、
明
ら
か
に
宇
宙
全
体
に
行
き
渡

り
、
一
切
の
こ
だ
わ
り
の
心
を
捨
て
て
、
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に
観

る
こ
と
が
で
き
る
の
意
を
い
う
。

（

68）

相
似
の
証
相
な
り
＝「
相
似
の
証
相」

は
、
菩
薩
の
真
実
の
悟

り
に
近
づ
き
、
真
実
の
悟
り
に
似
て
い
る
が
、
ま
だ
菩
薩
の
真
実
の

悟
り
に
な
り
切
っ
て
い
な
い
悟
り
の
様
相
、
方
便
の
悟
り
の
様
相
を

い
う
。

（

69）

六
根
清
浄
＝「

六
根
清
浄・

六
根
浄」
の
六
根
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
つ
の
感
覚
器
官
を
い
う
。
一
句
は
、
こ
の
六

つ
の
感
覚
器
官
が
、
汚
れ
を
払
っ
て
清
ら
か
に
な
る
こ
と
、
人
の
身

心
が
種
々
の
功
徳
に
満
ち
て
清
浄
に
な
る
こ
と
を
い
う
。

な
お
、『

法
華
経』

随
喜
功
徳
品
第
十
八
で
は
、
法
華
経
を
受
持・

読・

誦・

解
説・

書
写
の
五
種
の
行
を
す
る
と
、
法
華
経
の
力
に

よ
っ
て
六
根
が
清
浄
と
な
り
、
六
根
の
種
々
の
功
徳
が
得
ら
れ
る
と

説
く
。
す
な
わ
ち
、「

受
持
是
法
華
経
。
若
読
若
誦
若
解
説
若
書
写
。

是
人
当
得
八
百
眼
功
徳
。
千
二
百
耳
功
徳
。
八
百
鼻
功
徳
。
千
二
百

舌
功
徳
。
八
百
身
功
徳
。
千
二
百
意
功
徳
。
以
是
功
徳
荘
厳
六
根
皆

令
清
浄
。」（『

大
正
蔵』

九・

四
七
ｃ）

と
あ
る
。

（

70）

初
発
心
＝「

初
発
心」

は
、
新
発
意・

初
発
意・

新
発
心
と
も

し
ん
ぽ
っ
ち

い
い
、
略
し
て
新
発・

初
発
と
も
い
う
。
初
め
て
悟
り
を
求
め
る
心

を
起
こ
し
、
仏
道
に
入
る
こ
と
を
い
う
。
新
発
意
の
菩
薩
は
五
十
二

位
の
十
信
の
位
に
あ
る
も
の
で
、
仏
道
修
学
の
日
が
浅
い
か
ら
、
新

学
の
菩
薩
と
も
い
う
。『

華
厳
経』

巻
第
八
に
は
、「

初
発
心
の
時
、

便
ち
正
覚
を
成
ず」（『

大
正
蔵』

九・

四
四
九
ｃ）

と
あ
る
。

（

71）

眼
根
清
浄
＝「

眼
根
清
浄」

の
根
は
、
機
根
の
根
と
同
義
。
人

が
本
来
具
え
て
い
る
機
能
を
い
う
。
草
や
木
の
根
は
、
成
長
発
展
さ

せ
る
能
力
を
も
っ
て
い
て
、
幹
や
枝
を
生
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
根
と
い

う
。
感
覚
を
起
こ
さ
せ
る
器
官
と
し
て
の
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
五
根
は
、
地・

水・

火・

風
の
四
大
元
素
が
変
化
し
て
造
ら
れ

た
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
見
る・

聞
く
な
ど
の
機
能
を
も
っ
て
、
透

明
清
浄
で
あ
り
、
目
に
見
え
な
い
が
、
空
間
を
占
有
す
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
を
勝
義
根
と
も
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
眼
球
や
鼓
膜
な
ど
の

肉
体
的
な
器
官
を
扶
塵
根
と
い
う
。

ぶ

じ
ん
こ
ん

こ
の
一
句
は
、
眼
と
い
う
視
覚
機
能
で
あ
り
感
覚
器
官
で
あ
る
眼

根
が
清
浄
に
な
り
、
一
切
の
煩
悩
を
生
じ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
い

う
。
な
お
、
眼
根
清
浄
は
、『

法
華
経』

巻
第
六（『

大
正
蔵』

九・

五
一
ａ
、
五
四
ｃ）

に
よ
る
。

（

72）

一
時
に
、
十
方
の
凡
聖・

色
心
等
の
法
の
数
量
を
数
う
＝「

一

時」

は
、
経
典
の
中
で
は
、
釈
尊
が
在
世
中
に
、
法
を
説
き
示
さ
れ

た
あ
る
時
や
、
か
つ
て
の
意
を
い
う
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、
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同
時
や
即
時
の
意
と
取
る
。

「

十
方」

は
、
東・

西・

南・

北
の
四
方
と
、
東
北・

東
南・

西

南・
西
北
の
四
維
と
、
上・

下
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
十
方
は
、
十

し

ゆ
い

方
世
界・
十
方
法
界
と
同
義
。
欲
界・

色
界・

無
色
界
の
三
界
を
網

羅
し
た
、
果
て
し
な
く
広
が
る
我
々
が
住
む
娑
婆
世
界
を
い
う
。

「

凡
聖」
は
、
一
般
的
に
、
凡
夫
と
聖
者
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
凡

位
と
聖
位
と
取
る
。
大
乗
の
菩
薩
と
な
る
別
教
五
十
二
位
で
は
、
十

信・

十
住・

十
行・
十
廻
向
を
凡
位
と
し
、
十
地・

等
覚・

妙
覚
を

聖
位
と
す
る
。
凡
位
に
あ
る
人
が
凡
夫
で
あ
っ
て
、
妄
心
で
あ
る
一

念
の
生
き
方
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
を
い
い
、
聖
位
に
あ
る

聖
者
は
、
生
き
方
を
浄
心
で
あ
る
一
心
に
よ
る
生
き
方
に
近
づ
け
て

い
く
人
、
一
心
の
生
き
方
に
あ
る
人
を
い
う
。

「

色
心」

の
色
は
、
色
法
の
義
、
一
切
の
物
質
的
存
在
を
い
い
、
心

は
、
心
法
お
よ
び
心
所
有
法
の
義
、
心
お
よ
び
心
の
は
た
ら
き
の
一

切
を
い
う
。
な
お
、『

倶
舎
論』

で
は
、
色
心
に
五
位
七
十
五
法
を

説
く
。
１
色
法
に
十
一
種
、
２
心
法
に
一
種
、
３
心
所
有
法
に
四
十

六
種
、
４
心
不
相
応
法
に
十
四
種
、
５
無
為
法
に
三
種
を
数
え
る
。

「

法
は」

は
、
存
在
す
る
も
の
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
眼
根
が
清
浄
な
菩
薩
の
修
行
者
は
、
相
似
円
証

六
妙
門
の
悟
り
に
到
達
す
る
と
き
、
同
時
同
所
に
、
四
方
と
四
維
に

上
下
を
加
え
た
十
方
と
い
う
、
果
て
し
な
く
広
が
る
娑
婆
世
界
の
な

か
の
、
一
念
の
生
き
方
に
あ
る
凡
位
の
修
行
者
や
一
心
の
生
き
方
に

あ
る
聖
位
の
修
行
者
の
数
や
量
も
、
そ
し
て
、
一
切
の
物
質
的
存
在

や
、
心
お
よ
び
心
の
は
た
ら
き
の
数
や
量
も
、
余
す
こ
と
な
く
数
え

取
る
の
意
を
い
う
。
つ
ま
り
、
利
根
の
大
士
で
あ
る
菩
薩
の
修
行
者

は
、
娑
婆
世
界
に
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
心
の
中
に
造
り
あ
げ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
切
は
お
の
れ
の
掌
中
に
あ
る
か
ら
、
存
在
す

る
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
数
や
量
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

（

73）

一
切
の
色
法
は
、
眼
根
に
随
順
し
、
眼
は
色
法
に
違
わ
ず
、
共

に
あ
い
随
順
す
＝「

色
法」

は
、
存
在
す
る
も
の
を
い
う
。

「

随
順」

は
、
従
う
こ
と
、
Ａ
が
Ｂ
に
従
い
Ｂ
が
Ａ
に
従
う
こ
と
を

い
う
。
つ
ま
り
、
一
般
的
に
は
、
も
の
は
人
の
目
が
選
び
取
っ
て
捉

え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
見
る
は
見
ら
れ
る
で
あ
り
、
見
ら
れ

る
は
見
る
で
あ
っ
て
、
見
る
と
見
ら
れ
る
の
両
者
は
互
い
に
引
っ
張

り
合
い
、
押
し
合
い
、
相
互
関
係
の
働
き
か
け
の
か
け
合
い
に
あ
る
。

一
句
は
こ
れ
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
一
切
の
現
象
す
る
物
質
的
存
在
は
、
眼
と
い
う

視
覚
器
官
に
よ
っ
て
選
び
取
ら
れ
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
眼
と
い
う
視

覚
器
官
は
、
一
切
の
現
象
す
る
物
質
的
存
在
と
違
い
が
な
く
、
眼
と

現
象
す
る
物
質
的
存
在
と
は
互
い
に
働
き
か
け
合
っ
て
い
る
の
意
を

い
う
。

（

74）

眼
根・（

眼）

識
は
寂
然
と
し
て
動
ぜ
ず
＝「

眼
根
識」

は
、
眼

根
と
眼
識
と
に
分
け
て
取
る
。
こ
こ
の
眼
根
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
と
い
う
感
覚
機
能・

感
覚
器
官
で
あ
る
六
根
を
代
表
し
、
眼

識
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
と
い
う
認
識
作
用
で
あ
る
六
識

を
代
表
し
、
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。



天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

一（

大
野）

─ ─179

「

寂
然」

は
、
落
ち
着
い
て
安
定
し
て
い
る
様
を
い
う
。

「

動
ぜ
ず」

は
、心
の
は
た
ら
き
が
一
切
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
視
覚
機
能
で
あ
り
感
覚
器
官
で
あ
る
眼
根
も
視

覚
の
認
識
作
用
を
司
る
眼
識
も
、
分
別
以
前
の
本
来
の
落
ち
着
き
に

安
定
し
て
い
る
か
ら
、
対
象
に
心
を
移
し
て
動
揺
す
る
と
い
う
心
の

は
た
ら
き
は
起
こ
さ
な
い
の
意
を
い
う
。

（

75）

二
相
を
も
っ
て
、
諸
の
仏
国
を
見
ず
＝
こ
の
一
句
は
、『

維
摩

経』

巻
上
の「

見
諸
仏
国
不
以
二
相」（『

大
正
蔵』

一
四・

五
四
一

ｂ）

の
引
用
。『

妙
法
蓮
華
経
玄
義』

巻
第
三
上（『

大
正
蔵』

三
三・

七
一
〇
ｃ）

、『

妙
法
蓮
華
経
文
句』

巻
第
二
上（『

大
正
蔵』

三
四・

一
六
ａ）

に
は「

不
以
二
相
見
諸
仏
国」

と
あ
る
。

「

二
相」

は
、
分
別
相
対
の
観
念
を
い
う
。
す
な
わ
ち
二
は
、
視
覚

器
官
を
通
し
て
発
揮
す
る
清
浄
な
視
覚
機
能
で
あ
る「

眼
根」

と
、

物
質
的
存
在
で
あ
る「

色
法」

、
す
な
わ
ち
、
眼
根
の
対
象
で
あ
る

「

色
境」

と
を
い
い
、
二
相
は
、
眼
根
を
通
し
て
色
境
を
見
る
、
見

る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
の
関
係
を
い
う
。

「

仏
国」

は
仏
国
土
を
い
う
。
仏
国
土
は
、
仏
土・

仏
界・
仏
刹
な

ど
と
も
い
い
、
仏
が
在
住
し
、
支
配
し
、
教
化
す
る
国
土
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、清
浄
な
視
覚
機
能
で
あ
る
眼
根
の
対
象
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
仏
が
在
す
仏
国
土
を
観
る
わ
け
で
は
な
い
の
意
を
い
う
。

お
わ

つ
ま
り
、
仏
国
土
は
、
眼
根
の
対
象
と
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、

心
の
中
に
建
設
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
仏
国
土
は
、
仏

土・

仏
界・

仏
刹
な
ど
と
も
い
う
。
仏
国
土
は
、
仏
が
在
住
し
、
支

配
し
、
教
化
す
る
国
土
を
い
う
。
仏
国
土
に
は
、
仏
身
に
対
す
る
解

釈
の
違
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
立
て
ら
れ
る
。
説
一
切
有
部
は
、

釈
迦
仏
が
生
誕
し
た
こ
の
世
で
あ
る
娑
婆
世
界
を
仏
土
と
す
る
。
華

厳
宗
で
は
、
仏
の
国
土
を
仏
国
海
と
い
う
。
別
教
一
乗
の
立
場
か
ら
、

因
分
可
説
の
土
を
世
界
海
、
果
分
不
可
説
の
土
を
国
土
海
と
し
、
全

宇
宙
は
蓮
華
蔵
世
界
で
あ
り
、
十
身
具
足
の
毘
廬
舎
那
仏
が
教
化
す

る
国
土
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、『

梵
網
経』

で
は
、
蓮
華
蔵
世
界

は
、
千
葉
の
大
蓮
華
か
ら
な
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
葉
の
一
世
界
に
、

百
億
の
須
弥
山・

四
天
下・

南
閻
浮
提
な
ど
の
世
界
が
あ
り
、
毘
廬

舎
那
仏
が
、
そ
れ
ら
の
本
源
と
し
て
蓮
華
台
の
上
に
坐
し
、
自
身
を

変
化
さ
せ
て
、
千
体
の
釈
迦
と
な
っ
て
千
葉
の
一
々
の
葉
の
上
に
拠

り
、
千
の
釈
迦
は
更
に
百
億
の
菩
薩
釈
迦
と
な
っ
て
、
南
閻
浮
提
菩

提
樹
下
で
説
法
す
る
と
す
る
。
三
論
宗
で
は
、
仏
の
教
化
す
る
国
土

を
仏
土
と
名
づ
け
、
凡
聖
同
居
土・

大
小
同
居
土・

独
菩
薩
所
住
土・

ご

諸
仏
独
居
土
の
四
位
が
あ
る
と
す
る
。

天
台
で
は
凡
聖
同
居
土・

方
便
有
余
土・

実
報
無
障
礙
土・

常
寂

光
土
の
四
土
を
立
て
る
。
す
な
わ
ち
、

１「

凡
聖
同
居
土」

は
、
凡
夫
と
聖
者
と
が
共
に
住
む
土
を
い
う
。

２「

方
便
有
余
土」

は
、
方
便
道
で
あ
る
空
観
と
仮
観
を
修
め
て

三
界
に
生
ま
れ
る
因
で
あ
る
見
思
の
惑
は
断
っ
た
が
、
塵
沙
の

惑
と
無
明
の
惑
と
を
断
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
界
外
の
変
易
生

死
を
受
け
る
蔵
教
の
二
乗
、
通
教
の
三
乗
、
別
教
の
三
十
心
の

菩
薩
な
ど
が
生
ま
れ
る
土
を
い
う
。
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実
報
無
障
礙
土」

は
、
真
実
の
法
で
あ
る
中
観
を
修
め
て
、

無
明
を
断
っ
た
別
教
の
初
地
、
円
教
の
初
住
以
上
の
菩
薩
が
生

ま
れ
る
土
を
い
う
。

４「
常
寂
光
土」

は
、
仏
果
を
悟
っ
た
仏
が
存
在
す
る
土
で
、
如
々

法
界
の
理
に
外
な
ら
ず
身
土
不
二
で
あ
る
、
と
す
る
。

（

76）

通
達
無
礙
に
し
て
、
善
巧
分
別
し
、
法
性
を
照
了
す
＝「

通
達

無
礙」

は
、
一
切
の
こ
だ
わ
り
の
心
を
捨
て
て
、
一
切
が
あ
る
が
ま

ま
に
あ
る
真
実
を
、
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
の
ま
ま
に
観
る
こ
と
を
い

う
。

「

善
巧
分
別」

は
、
善
巧
方
便
と
同
義
。
智
慧
の
は
た
ら
き
で
、
巧

み
に
手
立
て
を
巡
ら
し
て
、
衆
生
の
機
根
を
始
め
一
切
を
分
別
す
る

こ
と
を
い
う
。

「

法
性」

の
法
は
ダ
ル
マ
、
す
な
わ
ち
、
存
在
を
い
い
、
性
は
本

性・

本
質
を
い
う
。
従
っ
て
、
法
性
は
、
存
在
す
る
も
の
の
本
質
的

な
在
り
方
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
存
在
す
る
も
の
は
、
固
定
的
不
変

な
独
自
の
実
体
の
な
い
空
の
存
在
の
仕
方
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

存
在
す
る
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
か
げ
も

こ
う
む
ら
な
い
で
あ
る
と
い
う
、
存
在
の
仕
方
を
し
て
い
な
い
こ
と

を
い
う
。

「

照
了」

は
、
照
ら
し
出
す
こ
と
、
明
ら
か
に
観
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て「

法
性
照
了」

は
、
存
在
す
る
も
の
は
、
固
定
的
不
変
な

独
自
の
実
体
の
な
い
空
の
存
在
の
仕
方
を
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
か
げ
も
こ
う
む
ら
な
い

で
あ
る
と
い
う
、
存
在
の
仕
方
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
観

る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
一
切
の
こ
だ
わ
り
の
心
を
捨
て
て
真
実
を
真
実

の
ま
ま
に
観
、
智
慧
の
は
た
ら
き
で
巧
み
な
手
立
て
を
巡
ら
し
て
一

切
を
分
別
し
、
す
べ
て
の
も
の
が
縁
起
し
空
な
る
す
が
た
に
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
観
る
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

77）

観
門
＝「

観
門」

は
、『

六
妙
法
門』

で
説
く
第
四
の
修
行
法
を

い
う
。
す
な
わ
ち
、
止
門
に
よ
っ
て
、
散
動
し
て
止
ま
な
い
心
の
一

切
の
は
た
ら
き
を
止
め
て
、
わ
た
し
の
内
に
は
た
ら
く
心
を
徹
底
し

て
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
起
し
て
止
ま
な
い
自
我
を
対
治
す
る
修

行
法
を
い
う
。

（

78）

還
っ
て
＝「

還」

は
、「

か
え
っ
て」

と
訓
む
。
一
般
的
に
還
っ

て
は
、
翻
っ
て
み
る
と
の
意
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
一
度
、
人
の
本

源
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
一
度
、
本
来
の
自
己
で
あ

る
本
源
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
一
度
、
本
来
の
自
性

清
浄
の
一
心
に
立
ち
戻
っ
て
み
る
な
ら
ば
な
ど
、「

返
本
還
源」

と

同
義
と
取
る
。

（

79）

眼
根
の
境
界
の
な
か
に
お
い
て
＝「

眼
根」

は
、
勝
義
根
お
よ

び
扶
塵
根
と
し
て
の
眼
根
、
す
な
わ
ち
視
覚
機
能
を
具
え
た
感
覚
器

ぶ

じ
ん

官
で
あ
る
、
本
来
清
浄
で
あ
る
眼
根
を
い
う
。
眼
球
と
い
う
肉
体
的

な
器
官
の
か
た
ち
を
借
り
て
は
い
る
が
、見
る
機
能
を
も
つ
眼
根
は
、

本
来
地・

水・

火・

風
の
四
大
元
素
が
変
化
し
て
造
ら
れ
た
特
殊
な

も
の
で
あ
り
、
透
明
清
浄
で
あ
る
。
世
俗
の
世
界
で
は
、
本
来
清
浄
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で
あ
る
眼
根
が
、
対
象
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
を
分
別
し
、
分

別
し
た
対
象
に
と
ら
わ
れ
、
と
ら
わ
れ
た
対
象
に
執
著
し
て
、
と
ら

わ
れ
の
自
我
を
造
る
。
造
っ
た
自
我
に
よ
っ
て
対
象
を
見
る
か
ら
自

我
の
厚
み
が
増
大
し
、
ま
す
ま
す
強
固
な
自
我
を
造
っ
て
い
く
。
世

俗
に
生
き
る
人
の
有
り
様
は
、
こ
の
よ
う
に
、
眼
を
媒
体
と
し
て
、

本
来
清
浄
な
心
に
煩
悩
を
付
着
さ
せ
汚
し
て
い
く
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
よ
う
な
強
固
な
自
我
造
り
に
日
夜
懸
命
な
努
力
を
続
け
る
生
き

方
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
人
の
本
源
、
人
の
本
来
の
す
が
た
に
立
ち
返
っ
て
考
え

て
み
れ
ば
、
人
の
心
は
本
来
清
浄
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
人
の

心
を
汚
す
こ
と
に
手
助
け
し
て
や
ま
な
い
眼
根
は
、
本
来
清
浄
で
あ

る
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
つ
ま
り
眼
根
は
、
六
根
の
な
か
で
も

煩
悩
を
心
に
造
る
一
番
の
旗
振
り
役
で
は
あ
る
が
、
本
来
は
真
実
な

す
が
た
に
あ
る
一
切
を
、
真
実
の
ま
ま
に
観
る
は
た
ら
き
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
現
実
の
世
界
で
は
、
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に
観
る
は
た

ら
き
が
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
真
実
が
消
滅
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
眼
根
は
本
来
、
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に
観
る
は
た
ら

き
を
具
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「

境
界」

は
、
真
実
世
界
で
あ
り
、
人
が
本
来
具
え
て
い
る
、
清
浄

な
眼
根
が
は
た
ら
く
世
界
で
あ
る
真
実
世
界
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
本
来
の
清
浄
な
眼
根
の
は
た
ら
き
が
は
た
ら
い

て
、真
実
世
界
を
真
実
に
あ
る
が
ま
ま
に
観
る
な
か
で
の
意
を
い
う
。

（

80）

耳・

鼻・

舌・

身・

意
等
の
諸
根
の
境
界
に
通
達
し
て
＝「

耳・
鼻・

舌・

身・

意
等
の
諸
根
の
境
界」

は
、
耳
根
の
聞
く
は
た
ら
き

や
、
鼻
根
の
臭
ぐ
は
た
ら
き
や
、
舌
根
の
味
わ
う
は
た
ら
き
や
、
身

根
の
触
れ
る
は
た
ら
き
や
、
意
根
の
認
識
し
思
考
す
る
は
た
ら
き
な

ど
の
真
実
世
界
を
い
う
。

「

通
達」

は
、
到
達
す
る
の
意
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
眼
根
の
見
る
は
た
ら
き
は
、
耳
根
の
聞
く
は
た

ら
き
や
、
鼻
根
の
臭
ぐ
は
た
ら
き
や
、
舌
根
の
味
わ
う
は
た
ら
き
や
、

身
根
の
触
れ
る
は
た
ら
き
や
、
意
根
の
認
識
し
思
考
す
る
は
た
ら
き

な
ど
の
、
真
実
世
界
に
到
達
す
る
の
意
を
い
う
。

（

81）

こ
と
ご
と
く
明
了
無
礙
に
し
て
、
不
一
不
異
の
相
な
る
が
故
に

＝「

明
了
無
礙」

の
明
了
と
無
礙
は
、
ほ
ぼ
同
義
。
明
了
無
礙
は
、
明

ら
か
に
了
解
す
る
こ
と
が
自
由
自
在
で
あ
る
こ
と
も
い
う
が
、
こ
こ

で
は
、
真
実
な
る
も
の
が
真
実
の
ま
ま
に
あ
る
在
り
方
を
し
て
い
る

こ
と
を
い
う
。

「

不
一
不
異」

は
、
不
一
不
二
、
あ
る
い
は
不
同
不
異
と
同
義
。
刹

那
生
滅
と
い
う
存
在
の
在
り
方
を
い
う
。
人
は
一
般
に
、
見
聞
覚
知

す
る
対
象
に
、
こ
れ
を
取
り
あ
れ
を
捨
て
る
と
い
う
、
相
対
的
な
分

別
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
相
対
的
な
分
別
を
し
、
分
別
し
た
対
象

に
と
ら
わ
れ
執
著
し
て
や
ま
な
い
か
ら
、
人
に
は
、
こ
の
世
の
真
実

の
す
が
た
が
観
え
な
い
。
人
が
生
ま
れ
た
甲
斐
の
あ
る
人
と
し
て
生

き
る
た
め
に
は
、
真
実
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
ヴ
ェ
ー
ル
を
取
り
除

お
お

か
ぶ

き
、
隠
さ
れ
て
い
た
真
実
を
顕
か
に
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
顕

か
に
し
な
け
れ
ば
、
真
実
は
観
え
な
い
。
真
実
は
、「

不
一
不
異」

で



─ ─182

天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

一（

大
野）

あ
る
。

一
切
の
存
在
の
有
り
様
は
、
一
と
い
う
概
念
に
は
な
い
。
ま
し
て

や
、
二
と
か
異
と
い
う
概
念
に
も
な
い
。
一
切
の
存
在
は
、
そ
れ
だ

け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
か
げ
も
こ
う
む
ら
な
い
で
あ
る
と
い

う
存
在
の
仕
方
は
し
て
い
な
い
。
一
切
の
存
在
は
、
空
の
有
り
様
に

あ
り
、
縁
起
の
有
り
様
に
あ
る
。
一
切
の
存
在
は
、
因
縁
所
生
法
以

外
の
存
在
の
有
り
様
に
は
な
い
。
悟
り
の
境
地
も
実
在
し
な
い
空
の

有
り
様
に
あ
っ
て
、
悟
り
の
境
地
す
ら
も
例
外
で
は
な
い
。
一
切
の

存
在
は
、
因
縁
所
生
法
、
す
な
わ
ち
刹
那
生
滅
の
絶
対
と
い
う
存
在

の
有
り
様
に
あ
る
。
刹
那
生
滅
の
絶
対
と
い
う
存
在
の
有
り
様
に
あ

る
在
り
方
が
、
不
一
で
あ
り
、
不
異
で
あ
る
。

人
は
、
本
来
、
不
一
不
異
と
い
う
真
実
を
観
る
眼
を
具
え
た
存
在

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
人
が
、
不
一
不
異
と
い
う
真
実

を
観
る
こ
と
な
く
一
生
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
宝
の

持
ち
腐
れ
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
人
は
、
ど
う
し
て
も
人

が
秘
め
る
、
不
一
不
異
と
い
う
真
実
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら

し
い
機
能
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
、
不
一
不
異
の
思
想

の
底
流
に
流
れ
て
い
る
。
不
一
不
異
は
、
不
生・

不
滅・

不
断・
不

常・

不
一・

不
異・

不
去・

不
来
と
い
う
、
八
つ
を
否
定
す
る『
中

論』

冒
頭
の
説
示
の「

八
不」

に
通
底
し
、
八
不
に
よ
っ
て
表
わ
さ

れ
る
諸
法
実
相
に
通
底
す
る
。
ま
さ
に
一
切
は
、
縁
起
で
生
ま
れ
、

縁
起
に
還
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
本
来
清
浄
な
眼
根
が
は
た
ら
く
真
実
世
界
も
、

本
来
清
浄
な
耳
根・

鼻
根・

舌
根・

身
根・

意
根
が
は
た
ら
く
真
実

世
界
も
共
に
、
真
実
な
る
も
の
が
真
実
の
ま
ま
に
あ
る
在
り
方
を
し

て
お
り
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
は
、
縁
起
で
生
ま
れ
、

縁
起
に
還
っ
て
い
く
、
刹
那
生
滅
の
絶
対
と
い
う
存
在
の
在
り
方
を

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

82）

還
門
＝「

還
門」

は
、『

六
妙
法
門』

で
説
く
第
五
の
修
行
法
を

い
う
。
一
般
的
に
は
、
還
門
は
、
自
分
の
心
に
執
著
せ
ず
、
心
を
開

放
す
る
修
行
法
を
い
い
、
対
象
を
観
察
す
る
心
を
放
下
し
、
無
執
著

心
も
捨
て
、
心
を
固
定
化
し
な
い
修
行
法
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
観

察
し
た
お
の
れ
の
心
に
執
著
せ
ず
、
心
を
固
定
し
て
把
捉
す
る
こ
と

が
な
い
、
自
己
の
本
来
の
す
が
た
に
あ
る
、
本
来
の
自
己
に
還
る
修

行
法
を
い
う
。

（

83）

お
の
れ
の
眼
根
の
境
界
を
見
る
に
＝「

眼
根」

は
、
眼
球
と
い

う
肉
体
的
な
器
官
の
か
た
ち
を
借
り
た
、
見
る
機
能
を
も
つ
感
覚
器

官
を
い
う
か
ら
、
お
の
れ
の
眼
根
は
、
自
分
の
眼
を
い
う
。

「

境
界」

は
、
本
来
の
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
ま
ま
の
清
浄
な
真
実
世

界
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
見
る
機
能
を
も
つ
自
分
自
身
の
眼
根
の
本
来
の

在
り
方
を
徹
見
す
る
と
、
眼
根
は
本
来
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
、
清
浄

な
真
実
世
界
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
自
我
に
塗
れ
た
す
が
た
に
あ
る

の
で
は
な
い
の
意
を
い
う
。

（
84）

還
っ
て
、
十
方
の
凡
聖
の
眼
界
の
中
に
お
い
て
現
ず
る
が
故
に

＝「
還
っ
て」

は
、
一
度
、
人
の
本
源
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
る
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な
ら
ば
な
ど
の
、「

返
本
還
源」

と
同
義
と
取
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

翻
っ
て
み
る
と
の
意
と
取
る
。
従
っ
て
、
翻
っ
て
み
る
と
、
眼
根
が

清
浄
な
真
実
世
界
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
我
に
塗
れ
た
す
が
た
に

あ
る
の
は
の
意
を
い
う
と
取
る
。

「

十
方」
は
、
東・

西・

南・

北
の
四
方
と
、
東
北・

東
南・

西

南・

西
北
の
四
維
と
、
上・

下
と
を
い
う
。
十
方
世
界・

十
方
法
界

と
同
義
。
欲
界・
色
界・

無
色
界
の
三
界
を
網
羅
し
た
、
果
て
し
な

く
広
が
る
我
々
が
住
む
娑
婆
世
界
を
い
う
。

「

凡
聖」

は
、
一
般
的
に
は
、
凡
夫
と
聖
者
、
す
な
わ
ち
、
菩
薩
の

初
住
以
前
の
迷
え
る
も
の
と
初
住
以
後
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
一

切
の
現
象
的
存
在
は
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
空
の
有

り
様
に
あ
る
の
が
、
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
の
に
、
無
実
体
に
実
体

あ
り
と
認
め
る
、
迷
い
の
中
に
あ
る
俗
な
る
世
界
を「

凡」

と
い
い
、

無
実
体
を
無
実
体
の
ま
ま
に
観
る
、
汚
れ
の
な
い
真
実
の
中
に
あ
る

聖
な
る
世
界
を「

聖」

を
い
う
と
取
る
。

「

現
ず
る」

は
、
俗
な
る
世
界
と
、
聖
な
る
世
界
と
を
造
り
出
し
て

や
ま
な
い
こ
と
を
い
う
。

つ
ま
り
、
本
来
、
眼
根
は
実
体
が
な
く
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

が
俗
な
る
世
界
、
あ
れ
が
聖
な
る
世
界
と
分
け
て
、
二
極
の
対
立
を

造
り
出
す
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
娑
婆
世
界
に
住
む
人
の
眼
根
の

現
実
は
、
お
よ
そ
清
浄
と
は
い
え
な
い
。
自
我
に
曇
ら
さ
れ
、
自
我

に
塗
れ
た
色
眼
鏡
を
通
し
て
対
象
を
見
、
十
方
世
界
を
対
象
世
界
と

す
る
心
を
無
尽
蔵
に
造
り
続
け
て
い
る
。だ
か
ら
存
在
す
る
も
の
が
、

そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
か
げ
を
こ
う
む
る
こ
と
な
く

存
在
す
る
と
い
う
幻
覚
の
世
界
を
、
真
実
の
世
界
で
あ
る
と
見
て
い

る
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
翻
っ
て
み
る
に
、
眼
根
が
自
我
に
塗
れ
た
世
俗

の
す
が
た
に
あ
る
の
は
、
人
は
だ
れ
も
、
眼
根
が
果
て
し
な
く
広
が

る
娑
婆
世
界
の
中
に
、
仮
に
俗
な
る
世
界
と
、
聖
な
る
世
界
を
造
り

出
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
眼
根
そ
の
も
の
が
害
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
意
を
い
う
。

（

85）

了
了
通
達
し
＝「

了
了」

は
、
明
ら
か
な
さ
ま
を
い
う
。

「

通
達
し」

は
、
還
門
の「

眼
根
の
境
界
の
な
か
に
お
い
て
、
耳・

鼻・

舌・

身・

意
等
の
諸
根
の
境
界
に
通
達」

す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
本
来
の
清
浄
な
眼
根
が
働
い
て
、
耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
五
根
の
清
浄
な
真
実
世
界
に
明
ら
か
に
到
達
し
た
と
き
は
、

眼
根
の
見
る
は
た
ら
き
は
、
眼
根
本
来
の
在
り
方
に
あ
っ
て
、
清
浄

な
真
実
世
界
の
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に
観
る
も
の
で
あ
る
の
意
を
い

う
。

（

86）

か
く
の
ご
と
き
事
を
見
る
と
い
え
ど
も
＝「

か
く
の
ご
と
き
事」

は
、
還
門
の「

お
の
れ
の
眼
根
の
境
界
を
見
る
に
、
還
っ
て
、
十
方

の
凡
聖
の
眼
界
の
中
に
お
い
て
現
ず
る」

こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
眼
根
は
、
本
来
も
っ
て
生
ま
れ
た
清
浄
な
真
実

世
界
に
あ
っ
て
、
自
我
に
塗
れ
た
す
が
た
に
は
な
い
。
眼
根
が
自
我

に
塗
れ
る
の
は
、
眼
根
が
、
娑
婆
世
界
の
中
に
、
仮
に
俗
な
る
世
界

と
聖
な
る
世
界
と
い
う
、
二
極
相
対
の
対
立
を
造
り
出
し
て
い
る
か
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ら
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（
87）

妄
想
分
利（

別）

＝
妄
想
と
分
別
は
、
一
般
的
に
は
、
ほ
ぼ
同

マ
マ

義
。
真
実
で
な
い
も
の
を
、
真
実
で
あ
る
と
誤
っ
て
考
え
る
迷
妄
の

心
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
本
来
は
、
本
来
の
私
が
も
の
を
考
え
れ
ば
、

あ
る
が
ま
ま
の
真
実
を
真
実
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

実
の
人
は
、
自
我
意
識
に
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
を

居
住
場
所
と
し
て
横
取
り
さ
れ
て
し
ま
い
、
真
実
を
真
実
と
観
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
本
来
の
私
が
も
の
を
考
え
ず
、
横
取
り
し
た
自
我

意
識
が
も
の
を
考
え
る
こ
と
を
一
句
は
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
自
我
に
塗
れ
た
色
眼
鏡
を
通
し
て
、
世
界
が
実

在
す
る
と
見
る
幻
覚
の
世
界
を
、
清
浄
な
真
実
世
界
で
あ
る
と
誤
っ

て
考
え
る
よ
う
な
迷
妄
の
心
を
い
う
。

（

88）

本
性
は
常
に
浄
ら
か
に
し
て
、
染
め
ら
れ
る
べ
き
法
な
し
と

知
っ
て
＝「

本
性」

は
、
眼
根
の
本
質
的
な
す
が
た
を
い
う
。

「

染
め
ら
れ
る
べ
き
法」

の
染
め
ら
れ
る
は
、
煩
悩
に
汚
さ
れ
る
こ

と
を
い
う
。
汚
す
は
、
衣
な
ど
を
汚
す
こ
と
を
い
う
よ
う
に
、
煩
悩

な
ど
で
清
浄
な
心
を
汚
す
こ
と
を
い
う
。「

法」

は
、
存
在
す
る
も

の
を
い
う
。

「

染
め
ら
れ
る
べ
き
法
な
し」

の
一
句
は
、
自
分
自
身
の
眼
根
を
、

自
分
自
身
の
自
我
意
識
、
す
な
わ
ち
煩
悩
に
よ
っ
て
汚
し
害
し
て
い

く
こ
と
、
つ
ま
り
、
本
来
、
眼
根
は
、
実
体
が
な
く
清
浄
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
が
俗
の
世
界
、
あ
れ
が
聖
な
る
世
界
と
分
け
る
、
二
極
相

対
の
対
立
を
造
り
出
す
こ
と
が
な
い
。
本
来
汚
さ
れ
て
い
な
い
清
浄

な
眼
根
を
、
汚
さ
れ
て
い
る
と
思
う
、
汚
す
汚
さ
な
い
の
一
切
は
、

す
べ
て
わ
た
し
の
意
識
の
中
の
出
来
事
で
あ
っ
て
、他
事
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
一
切
は
わ
た
し
の
な
す
所
業
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
の
人

生
に
対
す
る
責
任
は
、
ひ
と
え
に
わ
た
し
自
身
に
あ
っ
て
、
他
に
あ

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
内
意
す
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
人
の
眼
根
の
本
質
的
な
す
が
た
は
、
固
定
的
不

変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
俗
の
世
界
、

あ
れ
が
聖
な
る
世
界
と
分
け
る
二
極
相
対
の
対
立
を
造
り
出
し
汚
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
と
知
る
の
意
を
い
う
。

（

89）

住
せ
ず
著
せ
ず
＝「

不
住・

住
せ
ず」

は
、
と
ど
ま
ら
な
い
こ

と
を
い
う
。

「

不
著・

著
せ
ず」

は
、
執
著
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

不
住（

住
せ
ず）

と
不
著（

著
せ
ず）

と
の
二
つ
を
ま
と
め
て「

不

住
著」

と
し
、
執
著
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
次

項
の
不
起
法
愛・

無
法
愛
と
同
義
。
つ
ま
り
、
人
に
は
、
こ
れ
で
よ

い
と
い
う
終
着
点
は
な
い
。
人
は
、
生
き
る
限
り
煩
悩
を
起
こ
す
存

在
で
あ
る
。
煩
悩
を
対
治
し
た
瞬
間
に
、
ま
た
つ
ぎ
の
煩
悩
が
起
こ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
終
着
点
だ
、
こ
れ
が
究
極
の
悟
り
だ
と
執

著
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
一
句
は
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
眼
根
は
、
本
来
清
浄
で
実
体
の
な
い
空
の
有
り

様
に
あ
る
の
を
、
自
我
意
識
に
よ
っ
て
一
切
を
実
体
化
し
、
一
切
が

実
在
す
る
と
す
る
幻
覚
に
執
著
し
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
の
意
を
い

う
。
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（
90）

法
愛
を
起
こ
さ
ず
＝「

法
愛」

は
、
一
般
的
に
は
、
真
実
を
求

め
、
真
実
の
教
え
に
対
す
る
愛
執
を
い
う
。
愛
執
は
、
貪
り
の
心
か

ら
、
も
の
に
と
ら
わ
れ
執
著
す
る
渇
愛
を
い
う
。『

摩
訶
止
観』

巻

第
七
下
で
い
う
法
愛
は
、
教
え
、
特
に
悟
り
に
執
著
す
る
こ
と
を
い

う
。
す
な
わ
ち
、「

真
に
…
…
入
ら
ざ
る
は
、
法
を
愛
し
住
著
す
る

を
も
っ
て
前
む
こ
と
を
得
ざ
る
な
り」

と
説
き
、
更
に「

法
愛
は
断

す
す

じ
難
し
、
も
し
稽
留
す
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
小
事
に
あ
ら
ず
。

譬
え
ば
、
同
じ
く
帆
を
あ
げ
る
も
、
一
つ
は
去
り
一
つ
は
停
ま
る
が

ご
と
し
。
停
ま
る
は
す
な
わ
ち
住
著
す
る
な
り
。
ま
た
沙
に
著
か
ず

と
い
え
ど
も
、
ま
た
岸
に
著
か
ず
。
風
が
息
む
ゆ
え
に
住
ま
る
。
沙

と
ど

に
著
か
ざ
る
を
内
の
障
な
き
に
喩
え
、
岸
を
外
の
障
に
喩
う
。
し
か

し
て
法
愛
を
生
じ
、
無
住
の
風
が
息
み
、
進
ま
ず
退
せ
ざ
る
を
名
づ

け
て
頂
堕
と
な
す
な
り
。」（『

大
正
蔵』
四
六・

九
九
ｃ）

と
説
き

進
み
、
教
え
や
悟
り
に
執
著
す
る
か
ら
修
行
が
進
展
し
な
い
。
後
の

『

摩
訶
止
観』

に
十
乗
観
法
の
第
十
支「

無
法
愛」
と
し
て
体
系
化

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
も
の
に
対
す
る
愛
着・

執
著・

渇
愛
、
す
な
わ
ち
煩
悩
そ
の
も
の
を
い
う
。
前
項
の
不
住
不

著
の
住
著
と
同
義
。

従
っ
て
一
句
は
、
眼
根
は
、
本
来
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
眼
根
の
対

象
と
な
る
現
象
や
、
対
象
と
し
て
存
在
す
る
事
物
に
執
著
を
起
こ
す

こ
と
が
な
い
の
意
を
い
う
。

（

91）

浄
門
＝「

浄
門」

は
、『

六
妙
法
門』

で
説
く
第
六
の
修
行
法
を

い
う
。
す
な
わ
ち
、
本
来
の
あ
る
べ
き
、
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
に

あ
る
、
自
性
清
浄
の
自
己
の
確
立
に
向
か
う
私
の
生
き
方
が
、
清
浄

無
相
で
あ
る
修
行
法
を
い
う
。

（

92）

一
に
は
別
に
対
し
、
二
に
は
通
に
対
す
＝「

別」

は
、
別
の
立

場
を
い
い
、「

通」

は
、
通
の
立
場
を
い
う
。

「

対
す」

は
、
配
当
す
る
こ
と
、
当
て
は
め
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
一
つ
は
、
別
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
真
実
円
証

の
六
妙
門
の
悟
り
で
あ
り
、
二
つ
は
、
通
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
真

実
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

「

別
の
立
場」

は
、
後
の『

大
本
四
教
義』

で
説
く
化
法
の
四
教
の

第
三
の
別
教
に
当
た
る
。

別
は
、
不
共
と
歴
別
と
の
意
。
す
な
わ
ち
声
聞・

縁
覚
の
二
乗
と

共
通
せ
ず
、
菩
薩
だ
け
の
教
え（

不
共）

を
い
う
。
す
べ
て
の
も
の

を
差
別
の
面
か
ら
な
が
め（

歴
別）

、
空
仮
中
の
三
諦
を
次
第
に
観

じ
て
中
道
の
理
を
悟
る
の
で
あ
る
。
教
理
と
し
て
は
、
空
か
ら
仮
へ

と
進
み
、
現
実
の
無
量
の
す
が
た
に
対
す
る
的
確・

自
在
な
対
応
を

説
く
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
中
へ
と
趣
く
。

「

通
の
立
場」

は
、
後
の『

大
本
四
教
義』

で
説
く
化
法
の
四
教
の

第
二
の
通
教
に
当
た
る
。

通
は
、
通
同
と
通
入
と
共
通
と
の
意
。
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三

乗
が
通
じ
て
共
に
う
け
る
、
大
乗
の
基
本
的
、
一
般
的
な
教
え（

共

通）

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
も
の
は
因
縁
に
よ
っ
て
成
立

し
て
お
り
、
幻
の
よ
う
に
空
で
あ
る
と
い
う
如
幻
即
空
の
道
理
に

よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
そ
の
ま
ま
が
本
来
空
で
あ
る
と
観
察
す
る
体
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空
観
を
観
じ
て
い
く
教
え
で
あ
る
。こ
の
教
え
の
菩
薩
の
う
ち
、劣
っ

た
菩
薩
は
こ
の
教
理
を
浅
く
理
解
し
て
、
前
の
蔵
教
の
者
と
同
じ
果

を
悟
り（

通
同）

、
勝
れ
た
菩
薩
は
こ
の
教
え
の
中
か
ら
そ
の
奥
に

含
ま
れ
て
い
る
中
道
の
妙
理
を
悟
っ
て
、
別・

円
二
教
に
入
っ
て
い

く（

通
入）
と
さ
れ
る
。

（

93）

十
住
＝「
十
住」

は
、
発
心
住
、
治
地
住
、
修
行
住
、
生
貴
住
、

方
便
住
、
正
心
住
、
不
退
住
、
童
真
住
、
法
王
子
住
、
灌
頂
住
の
十

位
か
ら
成
る
。
欲
界・
色
界・

無
色
界
の
三
界
の
内
を
い
う
界
内
に

お
い
て
、
見
思
の
惑
と
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断

じ
、
欲
界・

色
界・

無
色
界
の
三
界
の
外
を
い
う
界
外
に
お
い
て
、

そ
と

塵
沙
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
階

位
を
い
う
。

（

94）

十
行
＝「

十
行」

は
、
歓
喜
行
、
饒
益
行
、
無
瞋
恨
行
、
無
尽

に
ょ
う
や
く

行
、
離
癡
乱
行
、
善
現
行
、
無
著
行
、
尊
重
行
、
善
法
行
、
真
実
行

の
十
位
か
ら
成
る
。
界
外
の
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
断
じ
る
階
位
を
い
う
。

（

95）

十
廻
向
＝「

十
廻
向」

は
、
救
護
一
切
衆
生
離
相
廻
向
心
、
不
壊

ふ

え

廻
向
心
、
等
一
切
仏
廻
向
心
、
至
一
切
処
廻
向
心
、
無
尽
功
徳
蔵
廻

向
心
、
随
順
平
等
善
根
廻
向
心
、
随
順
等
観
一
切
衆
生
廻
向
心
、
如

相
廻
向
心
、
無
縛
解
脱
廻
向
心
、
法
界
無
量
廻
向
心
の
十
位
か
ら
成

る
。
無
明
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
階
位
を
い
う
。

（

96）

十
地
＝「

十
地」

は
、
歓
喜
地
、
離
垢
地
、
発
光
地
、

慧
地
、

り

く

ほ
っ
こ
う

え
ん

ね

難
勝
地
、
現
前
地
、
遠
行
地
、
不
動
地
、
善
慧
地
、
法
雲
地
の
十

お
ん
ぎ
ょ
う

位
か
ら
成
る
。
無
明
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
る
階

位
を
い
う
。

（

97）

等
覚
＝「

等
覚」

は
、
煩
悩
を
永
遠
に
断
ち
切
っ
て
智
慧
が
円

か
に
具
わ
り
、
真
実
の
教
え
に
入
る
、
仏
の
一
歩
直
前
の
入
法
界
心

に
あ
る
階
位
を
い
う
。

（

98）

妙
覚
＝「

妙
覚」

は
、
煩
悩
を
永
遠
に
断
ち
切
っ
て
、
智
慧
が

円
か
に
具
わ
り
、
心
の
障
害
を
断
っ
た
悟
り
の
極
致
の
断
証
究
竟
の

寂
滅
心
に
あ
る
階
位
を
い
う
。

五
十
二
位
は
、
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
か
ら
成
る
、
大
乗
の
菩
薩
の
、
仏
に
至
る
修
行
の
階
位
を
い
う
。

菩
薩
の
修
行
の
階
位
は
、
経
典
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
そ

の
内
、
一
番
整
っ
て
い
た『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
説
く
四
十
二
位

に
、
智
顗
が
十
信
を
加
え
て
五
十
二
位
と
し
た
。

後
年
、
智
顗
は
、
釈
尊
一
代
の
説
法
の
順
序
を
分
類
し
て
、
華
厳

時
、
鹿
苑
時・

方
等
時・

般
若
時・

法
華
涅
槃
時
と
い
う
五
時
に
分

け
、
教
え
導
く
形
式
方
法
か
ら
、
頓
教・

漸
教・

秘
密
教・

不
定
教

と
い
う
化
儀
の
四
教
を
立
て
、
人
々
の
性
質・

能
力
に
応
じ
て
教
え

導
く
教
理
内
容
か
ら
、
三
蔵
教・

通
教・

別
教・

円
教
と
い
う
化
法

の
四
教
を
立
て
、
五
時
八
教
と
し
て
体
系
化
す
る
。

『

六
妙
法
門』

の
こ
の
部
分
の
所
説
が
、
別
教
の
五
十
二
位
の
先
駆

で
あ
り
、
五
時
八
教
体
系
化
の
さ
き
が
け
と
さ
れ
る
。
但
し
、
別
対

と
通
対
の
関
係
は
、
こ
こ
で
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
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五
十
二
位
は
、
菩
薩
の
み
の
法
で
あ
る
か
ら
、
化
法
の
四
教
で
は

別
教
と
円
教
と
に
限
る
。

「
十
信」

の
十
位
は
、
た
だ
界
内
の
見
思
の
惑
を
伏
す
。

「
十
住」

の
十
位
は
、
界
内
の
見
思
の
惑
を
断
じ
、
界
内
の
塵
沙
の

惑
を
断
じ
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
伏
す
。

「

十
行」
の
十
位
は
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
ず
。

「

十
廻
向」

の
十
位
は
、
無
明
の
惑
を
伏
す
。

「

十
地」

の
十
位
、
お
よ
び
、「

等
覚」

と「

妙
覚」

の
二
位
は
、

無
明
の
惑
を
断
じ
、
妙
覚
に
至
っ
て
、
断
証
究
竟
す
。

な
お
、「

界」

は
三
界
六
道
の
輪
廻
の
世
界
を
指
す
。

「

界
内」

は
、
三
界
の
内
の
対
象
の
世
界
、
同
居
土
を
い
う
。

「

界
外」

は
、
三
界
の
外
の
対
象
外
の
世
界
、
聖
人
の
居
住
す
る
土

で
あ
る
、
方
便
土・

実
報
土・

寂
光
土
を
い
う
。

「

見
惑」

は
、
迷
理
の
惑・

分
別
起
の
惑
、
す
な
わ
ち
、
一
切
は
実

在
す
る
と
す
る
迷
見
を
い
う
。

「

思
惑」

は
、
迷
事
の
惑
、
倶
生
の
惑
、
す
な
わ
ち
、
眼
前
の
衣・

食・

住
な
ど
の
事
物
に
対
し
て
起
こ
す
煩
悩
を
い
う
。

「

塵
沙
の
惑」

は
、
菩
薩
の
化
道
障
の
惑・

著
空
の
惑
、
す
な
わ

ち
、
恒
河
の
沙
の
よ
う
に
多
数
の
法
に
対
し
て
無
知
で
あ
り
、
菩
薩

が
一
人
空
理
を
証
し
て
生
死
を
離
れ
て
も
、差
別
の
理
に
通
達
せ
ず
、

十
方
の
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
が
な
い
煩
悩
を
い
う
。

「

無
明
の
惑」

は
、
中
道
親
付
体
の
惑
、
す
な
わ
ち
、
非
有
非
空・

亦
有
亦
空
の
理
に
迷
い
、
中
道
を
体
し
な
い
煩
悩
を
い
う
。

「

伏
す」

は
、
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

断
ず」

は
、
断
絶
し
て
永
久
に
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

（

99）

通
に
対
す
＝
後
年
、
体
系
化
さ
れ
る
五
時
八
教
の
化
法
の
四
教

で
は
、
通
教
は
蔵
教
に
次
ぎ
、
別
教・

円
教
に
先
行
し
た
位
置
づ
け

に
あ
る
。
つ
ま
り
、
通
は
別
よ
り
低
位
で
あ
る
が
、『

六
妙
法
門』

の

第
十
証
相
六
妙
門
で
は
、
先
後
が
逆
転
し
て
別
が
先
、
通
が
後
と
し

て
説
か
れ
て
い
る
。
別
の
立
場
も
通
の
立
場
も
共
に
円
証
の
真
実
証

相
で
は
あ
る
が
、
通
の
立
場
は
、
円
証
に
通
じ
、
円
証
に
直
結
す
る

真
実
証
相
と
し
て
別
の
立
場
よ
り
高
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
事
象
は
す
べ
て
ま
ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
空
で
あ
っ

て
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
如
幻
即
空
で
あ
り
、
円
証

に
通
じ
る
通
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
、
真
実
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り

で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

100）

初
証
＝「

初
証」

は
、
初
発
心
住
、
つ
ま
り
、
十
住
の
第
一
位

の
初
住
の
階
位
の
悟
り
を
い
う
。
つ
ま
り
、
欲
界・

色
界・

無
色
界

の
界
内
に
お
い
て
、
見
思
の
惑
と
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
断
じ
、
界
外
に
お
い
て
、
塵
沙
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
初
住
の
悟
り
が「

初
証」

で
あ
る
。

（

101）

中
証
＝「

中
証」

は
、
十
住
の
第
二
位
か
ら
第
十
位
ま
で
の
九

住
と
、
十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚
の
階
位
の
悟
り
を
い
う
。
つ

ま
り
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
、
無

明
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
更
に

永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
る
、
初
住
以
外
の
九
住・

十
行・
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十
廻
向・

十
地・

等
覚
の
悟
り
が「

中
証」

で
あ
る
。

（
102）

究
竟
証
＝「

究
竟
証」

は
、
妙
覚
の
階
位
の
悟
り
を
い
う
。
つ

ま
り
、
無
明
の
惑
を
断
証
究
竟
す
る
、
究
極
の
証
り
が
、「

究
竟
証」

で
あ
る
。

（

103）

菩
薩
あ
り
て
、
阿
字
門
に
入
る
も
、
ま
た
初
発
心
住
と
名
づ
け
、

真
の
無
生
法
忍
の
慧
を
得
＝「

菩
薩
あ
り
て」

は
、
大
乗
の
利
根
の

大
士
と
い
う
、
勝
れ
た
菩
薩
の
修
行
者
が
い
る
こ
と
を
い
う
。

「

阿
字
門
に
入
る」
は
、
宇
宙
人
生
を
阿
字（

濔）

に
お
さ
め
て
、

存
在
し
現
象
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
自
体
が
根
本
的
な
存
在
で

あ
り
現
象
で
あ
る
か
ら
、
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い

う
真
実
を
悟
り
、阿
字
本
不
生
の
悟
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
を
い
う
。

「

初
発
心
住」

は
、
十
住
の
第
一
位
の
初
住
の
階
位
を
い
う
。
つ
ま

り
、
欲
界・

色
界・

無
色
界
の
界
内
に
お
い
て
、
見
思
の
惑
と
塵
沙

の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
、
界
外
に
お
い
て
、
塵
沙

の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
階
位
を

い
う
。

「

無
生
法
忍」

は
、
無
生
忍
と
同
義
。
無
生
の
法
理
の
認
証
の
意
を

い
い
、
有
や
空
や
非
有
非
空
や
亦
有
亦
空
を
超
え
た
悟
り
を
い
う
。

無
生
は
、
一
切
の
事
物
が
、
本
質
的
に
実
体
が
な
く
空
で
あ
る
か
ら
、

生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
忍

は
、
忍
可・

認
知
の
意
で
、
も
の
ご
と
の
道
理
を
認
識
し
て
さ
と
り
、

心
を
安
ん
じ
る
こ
と
を
い
う
。
無
生
法
忍
は
、
不
生
不
滅
の
理
に
徹

底
し
た
悟
り
、
不
生
不
滅
の
確
認
を
得
て
、
再
び
迷
え
る
世
界
に
堕

落
し
な
い
不
退
転
位
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

慧」

は
、
不
生
不
滅
の
理
に
徹
底
し
た
悟
り
、
不
生
不
滅
の
確
認

を
得
て
、
再
び
迷
え
る
世
界
に
堕
落
し
な
い
不
退
転
位
の
智
慧
を
い

う
。従

っ
て
一
句
は
、
大
乗
の
利
根
の
大
士
と
い
う
勝
れ
た
菩
薩
の
修

行
者
が
、
宇
宙
人
生
を
阿
字
に
お
さ
め
て
、
存
在
し
現
象
す
る
も
の

は
す
べ
て
、そ
れ
自
体
が
根
本
的
な
存
在
で
あ
り
現
象
で
あ
る
か
ら
、

生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
真
実
を
悟
り
、
阿
字
本

不
生
の
境
地
に
入
る
。
こ
の
阿
字
本
不
生
の
境
地
は
、
初
め
て
悟
り

を
求
め
る
心
を
起
こ
す
と
き
に
、
欲
界・

色
界・

無
色
界
の
界
内
に

お
い
て
、
見
思
の
惑
と
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断

じ
、
界
外
に
お
い
て
、
塵
沙
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
十
住
の
第
一
位
の「

初
発
心
住」

を
い
う
。
初

発
心
住
に
お
い
て
、
現
象
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
、
そ
の
本
質
に
お

い
て
実
体
が
な
く
空
で
あ
る
か
ら
、
生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て
変
化

す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
不
生
不
滅
の
理
を
徹
底
し
て
悟
る
、
真
の

無
生
法
忍
の
智
慧
を
体
得
す
る
の
意
を
い
う
。

（

104）

一
念
の
心
中
に
お
い
て
、
不
可
説
の
微
塵
世
界
の
諸
仏・

菩
薩・

声
聞・

縁
覚
の
諸
の
心
行
を
数
え
、
お
よ
び
、
無
量
の
法
門
を
数
う

＝「

一
念
の
心
中
に
お
い
て」

は
、
日
常
の
一
瞬
の
心
を
究
明
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
の
意
を
い
う
。

「

不
可
説」

は
、
ど
ん
な
に
説
き
明
か
そ
う
と
し
て
も
、
説
き
尽
く

す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。
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「

微
塵
世
界」

は
、
細
か
く
砕
か
れ
た
も
の
の
よ
う
に
数
多
く
の
現

象
世
界
を
い
う
。

「
心
行」

は
、
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
真
の
無
生
法
忍
の
智
慧
の
境
地
に
至
り
着
い
た

菩
薩
の
修
行
者
は
、日
常
の
一
瞬
の
心
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ど
ん
な
に
説
き
明
か
そ
う
と
し
て
も
説
き
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
、
細
か
く
砕
か
れ
た
も
の
の
よ
う
に
数
多
く
の
現
象
世
界
に

在
す
、
い
ろ
い
ろ
な
仏
の
心
の
は
た
ら
き
や
、
い
ろ
い
ろ
な
菩
薩
の

お
わ心

の
は
た
ら
き
や
、
い
ろ
い
ろ
な
声
聞
の
心
の
は
た
ら
き
や
、
い
ろ

い
ろ
な
縁
覚
の
心
の
は
た
ら
き
を
数
え
、
仏
や
菩
薩
や
声
聞
や
縁
覚

の
境
地
に
至
る
。
ま
た
、
無
量
の
功
徳
を
も
た
ら
す
、
計
り
知
れ
な

い
多
く
の
法
門
を
数
え
、
法
門
に
入
る
の
意
を
い
う
。

（

105）

一
念
の
心
中
に
、
法
界
所
有
の
事
業
に
随
順
す
＝「

一
念
の
心

中」

は
、
修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
の
な
か

で
を
い
う
。

「

法
界」

は
、
十
界・

十
法
界
を
い
う
。
十
法
界
は
、
迷
っ
て
い
る

も
の
も
悟
っ
て
い
る
も
の
も
含
め
た
す
べ
て
の
境
地
を
、
十
種
類
に

わ
け
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
獄
界・

餓
鬼
界・

畜
生
界・

修
羅
界・

人
間
界・

天
上
界・

声
聞
界・

縁
覚
界・

菩
薩
界・

仏
界

の
十
で
、
こ
の
う
ち
、
前
の
六
は
凡
夫
の
世
界
で
、
後
の
四
は
聖
者

の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
六
凡
四
聖
と
い
う
。
地
獄
は
地
下
に
在
る
牢

獄
で
苦
の
最
も
重
い
も
の
。
畜
生
は
互
い
に
他
を
餌
食
と
し
て
生
存

し
、
苦
の
重
い
も
の
。
餓
鬼
は
飲
食
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
苦
の
や

む
と
き
が
な
い
も
の
。
修
羅
は
阿
修
羅
の
略
で
、
海
中
に
住
み
、
嫉

妬
心
の
強
い
も
の
。
人
は
苦
楽
半
ば
す
る
も
の
。
天
は
勝
れ
た
楽
を

享
け
る
が
、
な
お
苦
を
免
れ
得
な
い
も
の
。
声
聞
は
仏
の
声（

教
え）

うを
聞
い
て
悟
る
も
の（

た
だ
し
小
乗
の
教
え）

。
縁
覚
は
因
縁
を
観

じ
て
、
ひ
と
り
悟
り
を
楽
し
む
も
の（

同
前）

。
菩
薩
は
他
者
と
共

に
悟
り
を
得
よ
う
と
し
て
願
を
お
こ
し
、
修
行
し
て
い
る
も
の
。
仏

は
自
ら
も
さ
と
り
、
ま
た
他
を
も
悟
ら
せ
つ
つ
あ
る
も
の
を
い
う
。

「

事
業」

は
、
一
般
的
に
、
は
た
ら
き
や
な
す
べ
き
こ
と
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
人
が
善
や
悪
の
カ
ル
マ
を
造
る
こ
と
を
い
う
と
取
る
。

つ
ま
り
、「

法
界
所
有
の
事
業
に
随
順
す」

は
、
法
界
は
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・

声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
の

十
法
界
を
い
う
が
、
十
法
界
は
他
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
十
法
界

は
、
こ
の
わ
た
し
で
あ
り
、
わ
た
し
は
わ
た
し
自
身
の
生
き
方
で
あ

り
、
わ
た
し
自
身
の
生
き
方
は
わ
た
し
の
心
の
十
法
界
の
位
置
づ
け

に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
の
人
間
存
在
と
し
て
の
生
き
方・

在

り
方
に
よ
っ
て
、
人
の
心
は
、
地
獄
界
の
カ
ル
マ
を
造
っ
た
り
、
畜

生
界
の
カ
ル
マ
を
造
っ
た
り
、菩
薩
界
の
カ
ル
マ
を
造
っ
た
り
す
る
。

人
は
と
も
か
く
、
十
種
の
い
ず
れ
か
の
カ
ル
マ
を
造
り
続
け
て
や
ま

な
い
存
在
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
人
が
も
つ
本
来
の
心
を
開
発
し
て
、

良
い
カ
ル
マ
を
造
ろ
う
と
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
と
し
て
生
き

る
道
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「

随
順」

は
、
本
来
の
人
の
心
が
も
つ
、
良
い
カ
ル
マ
を
造
る
生
き

方
に
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
を
内
意
す
る
。
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従
っ
て
一
句
は
、
修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら

き
は
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・

声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
と
い
う
十
法
界
の
、
い
か
な
る
は
た
ら
き
に
も
よ
く
順
応

し
従
う
も
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

106）

百
千
三
昧
、
お
よ
び
、
一
切
の
三
昧
に
入
り
＝「

百
千
三
昧」

の

百
千
は
、
字
義
通
り
で
は
、
百
千
種
を
数
え
る
ほ
ど
数
多
く
の
意
を

い
う
が
、
真
意
は
無
量
の
、
無
数
の
意
を
い
う
。
百
千
三
昧
の
三
昧

は
、
百
千
種
を
数
え
る
ほ
ど
数
多
く
の
、
無
量
の
生
き
と
し
生
け
る

も
の
の
煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
を
静
め
、
心
を
統
一
す
る
た
め
の
、
百

千
種
の
無
量
の
煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対
応
し
た
無
量・

無
数
の
修

行
法
、
す
な
わ
ち
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
塵
労
、
す
な
わ
ち
煩
悩

を
断
じ
る
修
行
法
を
い
い
、
一
切
の
三
昧
の
三
昧
は
、
無
量・

無
数

の
修
行
法
に
よ
っ
て
心
が
静
ま
り
、
統
一
し
、
安
定
し
た
状
態
、
す

な
わ
ち
一
切
の
煩
悩
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
身
心
不
動
の
禅
定

の
境
地
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
百
千
種
を
数
え
る
ほ
ど
数
多
く
の
、
無
量
の
生

き
と
し
生
け
る
も
の
の
煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
を
静
め
、
心
を
統
一
す

る
た
め
の
、
百
千
種
の
無
量
の
煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対
応
し
た
無

量・

無
数
の
修
行
法
、
す
な
わ
ち
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
塵
労
、

す
な
わ
ち
煩
悩
を
断
じ
る
修
行
法
を
実
践
し
、
一
切
の
煩
悩
に
惑
わ

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
身
心
不
動
の
禅
定
の
境
地
に
入
る
の
意
を
い
う
。

「

百
千
三
昧」

あ
る
い
は
こ
れ
に
類
す
る
術
語
は
、『

次
第
禅
門』

巻
第
十
に
、「

更
に
復
、
百
千
三
昧
を
出
生
し」（『

大
正
蔵』

四
六・

五
四
八
ｂ）

と
あ
り
、『

法
華
経』

巻
第
五
に
、「

よ
く
無
量
百
千
万

億
三
昧
に
入
出
し
住
し
、
大
神
通
を
得
て
、
久
し
く
梵
行
を
修
す」
（『

大
正
蔵』

九・

四
一
ｃ）

と
あ
る
。『

大
品
般
若
経』

巻
第
一
に
、

「

百
千
三
昧
に
遊
戯
し
出
生
す」（『

大
正
蔵』

八・

二
一
七
ａ）

と

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、

『

大
智
度
論』

巻
第
七
に
、

「

問
う
て
曰
く
。

諸
の
菩
薩
は
、
何
を
も
っ
て
の
故
に
、
こ
の
百
千
種
の
三
昧
を
出
生

し
遊
戯
す
る
や
。
答
え
て
曰
く
。
衆
生
無
量
な
れ
ば
、
心
行
同
じ
か

ら
ず
。
利
あ
り
鈍
あ
り
。
諸
の
結
使
に
お
い
て
、
厚
き
あ
り
薄
き
あ

り
。
こ
の
故
に
菩
薩
は
百
千
種
の
三
昧
を
行
じ
、
そ
の
塵
労
を
断
ず
。

譬
え
ば
、
諸
の
貧
人
の
た
め
に
大
富
な
ら
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
さ

に
種
種
の
財
物
を
備
え
、
一
切
を
備
具
し
て
、
し
か
る
後
す
な
わ
ち

よ
く
諸
の
貧
者
を
済
う
べ
き
が
ご
と
し
。
ま
た
ま
た
人
の
広
く
諸
病

を
治
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
さ
に
種
種
の
衆
薬
を
備
え
て
、
し
か
る
後

に
よ
く
治
す
る
が
ご
と
し
。
菩
薩
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
、
広
く
衆

生
を
度
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
種
種
の
百
千
の
三
昧
を
行
ず
。」

（『

大
正
蔵』

二
五・

一
一
〇
ｂ

－

ｃ）

と
あ
る
。

従
っ
て「

百
千
三
昧」

は
、
百
千
種
を
数
え
る
ほ
ど
数
多
く
の
、

無
量
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
を
静
め
、
心

を
統
一
す
る
た
め
の
、
百
千
種
の
無
量
の
煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対

応
し
た
無
量・

無
数
の
修
行
法
、
す
な
わ
ち
生
き
と
し
生
け
る
も
の

の
塵
労
、
す
な
わ
ち
煩
悩
を
断
じ
る
修
行
法
を
い
う
と
取
る
。

（
107）

虚
妄
お
よ
び
習
と
も
に
止
息
す
＝「

虚
妄」

は
、
真
実
と
異
な

る
嘘
偽
り
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
現
象
的
存
在
は
す
べ
て
、
あ
る
が
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ま
ま
に
あ
る
の
が
真
実
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
と
異
な
り
、
固
定
的
で
、

不
変
で
、
独
自
の
実
体
が
あ
る
と
い
う
嘘
偽
り
を
真
実
と
錯
覚
す
る

こ
と
を
い
う
。

「
習」
は
、
習
気
と
同
義
。
煩
悩
そ
の
も
の
は
尽
き
て
し
ま
っ
て

も
、
そ
の
後
に
ま
だ
煩
悩
の
臭
み・

習
慣
性
が
残
っ
て
い
る
、
煩
悩

の
余
韻・

名
残
を
い
う
。

「

止
息」

は
、
は
た
ら
き
を
停
止
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
一
切
は
実
在
す
る
と
す
る
、
真
実
と
異
な
る
嘘

偽
り
は
消
滅
し
、
煩
悩
そ
の
も
の
が
尽
き
た
後
に
残
る
煩
悩
の
名
残

も
は
た
ら
き
を
停
止
す
る
の
意
を
い
う
。

（

108）

一
切
の
法
相
を
覚
了
し
＝「
法
相」

は
、
一
切
の
も
の
が
あ
り

の
ま
ま
に
あ
る
真
実
の
す
が
た
を
い
う
。

「

覚
了」

は
、
悟
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
存
在
す
る
一
切
は
、
現
象
と
し
て
あ
り
の
ま
ま

に
存
在
す
る
と
い
う
真
実
の
有
り
様
を
悟
る
の
意
を
い
う
。

（

109）

種
種
の
観
も
て
智
慧
を
具
足
す
＝「

種
種
の
観
も
て」

は
、
心

静
か
で
清
浄
な
境
地
で
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
一
切
の
現
象
的
存
在

を
あ
る
が
ま
ま
に
正
し
く
な
が
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
意
を
い
う
。

「

智
慧」

は
、
現
象
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
直
接
的
原
因
と

間
接
的
条
件
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が

な
く
、
あ
る
が
ま
ま
の
そ
の
ま
ま
が
真
実
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い

う
、
真
実
の
智
慧
を
い
う
。

「

具
足」

は
、
本
来
具
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
人
が

本
来
具
え
て
い
る
真
実
の
智
慧
を
引
き
出
し
、
開
発
す
る
の
意
を
い

う
。従

っ
て
一
句
は
、
心
静
か
で
清
浄
な
境
地
で
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ

る
一
切
の
現
象
的
存
在
を
、
あ
る
が
ま
ま
に
正
し
く
な
が
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
象
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
直
接
的
原
因
と
間

接
的
条
件
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な

く
、
そ
の
ま
ま
が
真
実
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
う
、
真
実
の
智
慧

を
引
き
出
し
開
発
す
る
の
意
を
い
う
。

（

110）

神
通
転
変
を
も
っ
て
衆
生
を
調
伏
し
＝「

神
通
転
変」

は
神
通

変
化
と
同
義
。
神
通
力
に
よ
っ
て
不
思
議
を
現
わ
す
こ
と
を
い
う
。

神
通
力
は
、
自
由
に
欲
す
る
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
る「

神
足
通」

、
自

他
の
未
来
の
在
り
方
を
知
る「

天
眼
通」

、
普
通
人
が
聞
き
得
な
い

音
を
聞
く「

天
耳
通」

、
他
人
の
考
え
を
知
る「

他
心
通」

、
自
他
の

過
去
世
の
在
り
方
を
知
る「

宿
命
通」

、
煩
悩
を
取
り
去
る「

漏
尽

通」

と
い
う
、
仏・

菩
薩
が
具
え
る
六
種
の
超
人
的
な
能
力
を
い
う
。

「

転
変」

は
、
変
化
と
同
義
。
不
思
議
な
力
で
種
々
に
形
を
変
え
て

す
が
た
を
現
わ
す
こ
と
を
い
う
。

「

調
伏」

は
、
一
般
的
に
は
、
身
の
在
り
方
を
正
し
い
状
態
に
整

え
、
悪
を
押
さ
え
除
く
こ
と
、
身
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を

い
う
。
こ
こ
で
は
、
人
び
と
を
教
化
す
る
の
意
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
人
が
本
来
具
え
て
い
る
無
礙
自
在
な
不
可
思
議

な
力
で
身
を
変
え
、
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
教
化
す
る
の

意
を
い
う
。
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（
111）

本
に
反
り
、
源
に
還
る
＝「

反
本
還
源」

は
、
本
に
反
り
、
源

に
還
る
と
訓
む
。
本
来
の
自
性
清
浄
の
自
己
に
還
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
煩
悩
が
起
き
よ
う
が
な
い
、
分
別
以
前
の
本
来
の
自
性
清
浄
の

自
己
で
あ
る
本
源
に
戻
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
に
還
る
こ
と
を
い

う
。

（

112）

上
の
ご
と
き
所
説
の
事
を
成
就
し
て
＝「

上
の
ご
と
き
所
説
の

事」

は
、
通
に
対
す
の
初
証
の
、
数
息
門
か
ら
還
門
ま
で
に
説
き
明

か
し
た
内
容
を
い
う
。

「

成
就」

は
、
菩
薩
の
な
す
べ
き
上
求
菩
提・

下
化
衆
生
と
い
う
、

使
命
を
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
通
に
対
す
の
初
証
の
、
数
息
門
か
ら
還
門
ま
で

に
説
き
明
か
し
た
、
菩
薩
の
な
す
べ
き
上
求
菩
提・

下
化
衆
生
と
い

う
使
命
を
実
践
す
る
の
意
を
い
う
。

（

113）

染
著
＝「

染
著」

は
、
心
が
外
の
も
の
に
染
ま
っ
て
離
れ
な
い

こ
と
、
と
ら
わ
れ
執
著
す
る
こ
と
を
い
う
。

（

114）

染
汚
＝「

染
汚」

は
、
呉
音
で
は「

ぜ
ん
お」
と
訓
み
、
天
台

宗
な
ど
で
は「

ぜ
ん
ま」

と
訓
み
、
禅
宗
で
は「

ぜ
ん
な」
と
訓
む
。

染
め
汚
す
が
原
義
。
こ
こ
で
は
、
煩
悩
な
ど
で
清
浄
な
心
を
汚
す
こ

と
を
い
う
。

（

115）

三
乗
の
浄
道
＝「

三
乗」

は
、
仏
の
教
え
を
聞
き
、
四
諦
を
観

じ
、
阿
羅
漢
果
を
証
る「

声
聞
乗」

と
、
十
二
因
縁
を
観
じ
て
、
迷

い
を
断
ち
、
師
な
く
し
て
証
る「

縁
覚
乗」

と
、
自
ら
仏
道
を
求
め
、

他
人
を
救
済
し
悟
ら
せ
る「

菩
薩
乗」

の
三
乗
を
い
う
。

「

浄
道」

は
、
清
ら
か
な
道
、
汚
れ
の
な
い
悟
り
の
境
地
に
至
る
道

を
い
う
。

従
っ
て
三
乗
の
浄
道
は
、
仏
の
教
え
を
聞
き
、
四
諦
を
観
じ
、
阿

羅
漢
果
を
証
る「

声
聞
乗」

の
果
を
得
、
次
に
、
十
二
因
縁
を
観
じ

て
迷
い
を
断
ち
、
師
な
く
し
て
証
る「

縁
覚
乗」

に
進
み
、
更
に
、

自
ら
仏
道
を
求
め
、
他
人
を
救
済
し
悟
ら
せ
る「

菩
薩
乗」

に
至
る
、

声
聞
か
ら
縁
覚
へ
、
縁
覚
か
ら
菩
薩
へ
至
る
、
三
乗
の
清
ら
か
で
汚

れ
の
な
い
悟
り
の
境
地
に
至
る
道
を
い
う
。

（

116）

こ
の
法
門
＝「

こ
の
法
門」

は
、
通
に
対
す
る
初
証
の
法
門
を

い
う
。

（

117）

経
に
説
く
と
こ
ろ
の
ご
と
く
な
れ
ば
＝「

経」

は
、

『

六
妙
法
門』

の
第
十
証
相
六
妙
門
で
、
こ
れ
ま
で
に
説
き
明
か
し
て
き
た
、『

法

華
経』

と『

華
厳
経』

を
い
う
。

『

法
華
経』

法
師
功
徳
品
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根

が
清
浄
と
な
り
、一
切
の
煩
悩
を
生
じ
る
こ
と
が
な
い
六
根
清
浄
と
、

眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
は
、
本
来
も
っ
て
生
ま
れ
た
清

浄
な
真
実
世
界
に
あ
っ
て
、
自
我
に
塗
れ
る
こ
と
の
な
い
六
根
清
浄

と
を
説
く
。

六
根
清
浄
位
で
は
、
界
内
に
お
い
て
見
思
の
惑
を
断
じ
、
汚
れ
を

払
っ
て
清
ら
か
で
あ
る
、
相
似
の
円
証
を
悟
る
。
こ
れ
が
、
経
に
説

く
と
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
。

一
切
の
も
の
が
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る
真
実
の
悟
り
の
す
が
た
を
説

く『

華
厳
経』

は
、
修
行
者
が
初
め
て
仏
道
を
求
め
る
心
を
起
こ
せ
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ば
、
同
時
に
自
ら
も
仏・

菩
薩
に
な
り
、
衆
生
も
仏
に
な
る
と
い
う

功
徳
を
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
成
就
し
、
一
切
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
る

智
慧
を
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
具
え
る
と
す
る
、真
実
の
円
証
を
説
く
。

真
実
の
円
証
の
、
別
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る「

別
に
対
す」

で
は
、

界
内
に
お
い
て
、
見
思
の
惑
と
塵
沙
の
惑
を
断
じ
、
界
外
に
お
い
て
、

塵
沙
の
惑
を
伏
し
、
断
じ
、
界
外
の
無
明
の
惑
を
伏
し
、
断
じ
、
煩

悩
を
断
じ
切
っ
て
智
慧
が
円
か
に
具
わ
り
、
真
実
の
教
え
に
入
る
仏

の
一
歩
手
前
の
入
法
界
心
の
境
地
に
至
り
、
心
の
障
害
を
断
っ
た
悟

り
の
極
致
の
断
証
究
竟
の
寂
滅
心
に
入
る
。

真
実
の
円
証
の
、
通
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る「

通
に
対
す」

で
は
、

事
象
は
す
べ
て
幻
の
よ
う
な
空
で
あ
っ
て
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の

実
体
が
な
い
如
幻
即
空
で
あ
る
と
し
て
、
初
証・

中
証・

究
竟
証
の

三
種
の
証
を
説
く
。

初
証
で
は
、
宇
宙
人
生
を
阿
字
に
お
さ
め
、
現
象
的
存
在
は
す
べ

て
不
生
不
滅
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
悟
り
、
阿
字
本
不
生
の
境
地
に

入
る
。
こ
の
境
地
の
初
発
心
住
の
菩
薩
は
、
無
生
法
忍
の
智
慧
を
体

得
す
る
。

初
発
心
住
の
菩
薩
は
、
一
念
の
心
中
に
お
い
て
、
１
不
可
説
の
微

塵
世
界
の
諸
仏・

菩
薩・

縁
覚・

声
聞
の
諸
の
心
行
と
無
量
の
法
門

を
教
え
、
２
法
界
所
有
の
事
業
に
随
順
し
、
３
百
千
三
昧
お
よ
び
一

切
の
三
昧
に
入
っ
て
虚
妄・

習
と
も
に
止
息
し
、
４
一
切
の
法
相
を

覚
了
し
、
種
々
の
観
を
修
行
実
践
し
て
智
慧
を
具
足
し
、
５
諸
法
に

通
達
し
て
了
了
分
明
、
神
通
転
変
を
も
っ
て
衆
生
を
調
伏
し
て
反
本

還
源
し
、
６
心
に
染
著
な
く
諸
法
に
染
汚
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
よ
く

仏
国
土
を
浄
め
、
衆
生
を
三
乗
の
浄
道
に
入
ら
せ
る
。

こ
う
し
て
初
証
で
は
、
界
内
に
お
い
て
、
見
思
の
惑
と
塵
沙
の
惑

を
断
じ
、
界
外
に
お
い
て
、
塵
沙
の
惑
を
伏
す
。『

六
妙
法
門』

の

第
十
証
相
六
妙
門
は
、
続
い
て
中
証
を
説
き
、
究
竟
証
を
説
く
。
こ

れ
が
、
経
に
説
く
と
こ
ろ
の
今
一
つ
で
あ
る
。

（

118）

仏
＝「

仏」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ブ
ッ
ダ
の
音
略
で
あ

る
。
仏
陀・

仏
駄・

浮
陀・

浮
屠・

浮
図・

浮
頭・

没
駄・

勃
陀
な

ぶ
っ

だ

ふ

だ

ふ

と

ぼ
っ

だ

ど
と
音
写
し
、
覚
者・

知
者・

覚
と
漢
訳
し
、
日
本
語
で
は「

ほ
と

け」

と
訓
む
。

仏
は
、
真
実
を
悟
っ
た
者
の
意
で
、
自
ら
真
実
を
悟
り（

自
覚）

、

他
人
を
悟
ら
せ（

覚
他）

、
悟
り
の
は
た
ら
き
が
窮
ま
り
満
ち
た（

覚

行
窮
満）

究
極
の
覚
者
を
い
う
。

ぐ
う
ま
ん

す
な
わ
ち
仏
は
、
真
実
の
道
理
、
す
な
わ
ち
一
切
の
存
在
の
有
様

と
、
そ
の
本
質
を
如
実
に
知
見
し
て
人
格
を
完
成
し
た
人
を
い
う
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
真
実
の
道
理
は
、
因
が
縁
の
は
た
ら
き
を
受

け
、
因
と
縁
と
が
限
り
な
く
絡
み
合
っ
て
、
一
切
が
あ
る
が
ま
ま
に

あ
り
、
真
実
が
あ
り
の
ま
ま
に
、
隠
す
こ
と
な
く
事
実
に
顕
わ
れ
て

い
る
と
す
る
、
因
縁
の
道
理
に
裏
打
ち
さ
れ
た
諸
法
実
相
を
い
う
。

仏
教
が
興
起
し
た
時
代
に
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
聖
者
た
ち
も
、
ウ

パ
ニ
シ
ャ
ド
や
叙
事
詩
に
現
わ
れ
た
聖
者
た
ち
も
、
み
な
ブ
ッ
ダ
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
仏
教
の
発
展
と
と
も
に
、
仏
教
に
お
け
る
最
高

の
人
を
ブ
ッ
ダ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。



─ ─194

天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

一（

大
野）

も
と
は
、
釈
尊
を
ゴ
ー
タ
マ・

ブ
ッ
ダ
と
称
し
た
呼
称
で
あ
っ
た

が
、
後
に
は
広
く
悟
っ
た
人
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
乗
仏
教
で
は
、
ブ
ッ
ダ
は
、
諸
の
生
命
の
根
源
と
し
て
の
永
遠

な
、
無
量
の
生
命
の
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
が
理（

真
理）

の
釈
尊
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
生
命
を
自
分
の
生
命
と
し
て
生
き
る
者
が

事（

事
実）
の
釈
尊
で
あ
り
、
と
も
に
ブ
ッ
ダ
と
呼
ば
れ
た
。
大
乗

仏
教
が
説
く
事
の
釈
尊
は
、
人
間
を
超
え
た
全
知
全
能
の
完
全
な
存

在
で
は
な
い
。
人
間
の
心
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
、
善
悪
に
分
か
れ
る

前
の
人
間
の
本
性
で
あ
り
、
仏
と
な
る
可
能
性
で
あ
る
仏
性
を
自
覚

し
た
の
が
、
ブ
ッ
ダ・

仏
で
あ
る
。

人
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
間
性
を
超
え
た
の
が
ブ
ッ
ダ・

仏
で

あ
る
か
ら
、
ブ
ッ
ダ・

仏
の
な
か
に
も
悪
が
あ
る
。
ブ
ッ
ダ・

仏
で

あ
っ
て
も
、
凡
夫
と
同
様
に
、
本
性
と
し
て
仏
性
も
魔
性
も
具
え
て

い
る
。
こ
れ
が
、「

如
来
性
悪」

で
あ
る
。
悪
を
行
え
ば
必
ず
苦
を

伴
う
こ
と
を
知
る
の
が
、
ブ
ッ
ダ・

仏
の
智
慧
で
あ
る
か
ら
、
ブ
ッ

ダ・

仏
は
、
本
性
と
し
て
悪
心
を
も
ち
な
が
ら
、
智
慧
の
は
た
ら
き

に
よ
っ
て
悪
を
実
践
す
る
こ
と
が
な
い
。
つ
ま
り
、
如
来
に
は
修
悪

は
な
い
。
こ
う
す
れ
ば
こ
う
な
る
と
い
う
、
原
因
と
結
果
と
の
か
か

わ
り
あ
い
を
百
も
承
知
し
な
が
ら
、
心
中
か
ら
突
き
上
げ
る
煩
悩
や

自
我
に
負
け
、
突
き
上
げ
る
煩
悩
や
自
我
に
執
着
す
る
の
が
凡
夫
で

あ
り
、
人
間
で
あ
り
な
が
ら
人
間
を
超
え
る
の
が
ブ
ッ
ダ・

仏
の
智

慧
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ・

仏
は
、
行
為
と
し
て
の
修
悪
を
行
じ
る
こ
と

は
な
い
が
、
本
性
と
し
て
の
性
悪
を
具
え
て
い
る
か
ら
、
悪
へ
の
深

い
理
解
が
も
て
る
。
こ
こ
に
、
慈
悲
の
意
味
が
あ
る
。

ブ
ッ
ダ・

仏
は
も
と
は
真
実
に
目
覚
め
た
人
一
般
を
さ
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
大
乗
仏
教
で
は
、
理
の
釈
尊
、
す
な
わ
ち
久
遠
実
成

の
本
門
の
本
仏
の
功
徳
を
表
わ
す
仏
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏・

薬
師
仏・

燃
灯
仏
な
ど
の
よ
う
に
、
多
数
の
仏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

１「

如
来」

は
、
真
如
か
ら
来
現
し
た
者
。

２「

応
供」

は
、
人
間
と
神
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
供
養
さ
れ
る
資
格

の
あ
る
者
。

３「

正
遍
知」

は
、
完
全
に
真
実
を
悟
っ
た
者
。

４「

明
行
足」

は
、
三
明
の
智
慧
と
、
身
体
お
よ
び
言
語
の
行
為

と
が
完
全
に
具
わ
っ
た
者
。

５「

善
逝」

は
、
善
く
悟
り
の
境
地
に
行
け
る
者
。

ぜ
ん
ぜ
い

６「

世
間
解」

は
、
世
間・

出
世
間
の
こ
と
を
悉
く
知
る
者
。

７「

無
上
士」

は
、
至
上
の
人
。

８「

調
御
丈
夫」

は
、
衆
生
を
制
御
す
る
御
者
。

じ
ょ
う
ご
じ
ょ
う
ぶ

９「

天
人
師」

は
、
神
々
と
人
び
と
と
の
師
。

化「

仏
世
尊」

は
、
仏
は
悟
れ
る
者
の
の
略
称
、
世
尊
は
世
間
か

ら
尊
ば
れ
る
者
。

以
上
の
十
の
称
号
を
、

「

仏
の
十
号」

と
い
い
、
本
仏
が
す
が
た
を
示

現
し
た
事
の
釈
尊
、
す
な
わ
ち
迹
門
の
迹
仏
に
寄
せ
ら
れ
た
十
の
異

名
で
あ
る
。

本
仏
と
迹
仏
は
、

『

法
華
経』

如
来
寿
量
品
第
十
六
で
明
か
さ
れ
て

い
る
。
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迹
仏
の「

迹」

は
、
人
間
の
目
に
見
え
る
よ
う
に
形
を
現
わ
し
た

の
意
で
あ
り
、「

迹
仏」

は
、
形
に
現
わ
れ
た
仏
で
あ
る
事
の
釈
尊

を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
無
限
の
生
命
を
も
つ
永
遠
不
滅
の
本
仏
が
二
、

五
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
イ
ン
ド
の
地
に
生
ま
れ
、
三
十
五
歳
で
ブ
ッ
ダ

ガ
ヤ
の
近
く
の
道
場
に
坐
し
て
最
高
の
智
慧
を
完
成
し
、
そ
の
後
、

四
十
五
年
間
教
え
を
説
き
続
け
、
八
十
歳
で
入
滅
さ
れ
た
釈
尊
、
時

間
的
存
在
の
肉
身
の
釈
迦
牟
尼
仏
を
い
う
。

釈
尊
は
、
こ
の
世
に
仮
に
す
が
た
を
現
わ
し
、
そ
し
て
入
滅
さ
れ

た
覚
者
で
あ
る
。
釈
尊
は
、
仏
に
は
違
い
な
い
が
、
入
滅
さ
れ
た
と

い
う
事
実
か
ら
は
、
釈
尊
の
存
在
は
一
時
的
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
真
の
信
仰
を
も
つ
た
め
に
は
、
永
遠
に
存
在
し
続
け

る
仏
、
絶
対
の
存
在
で
あ
る
仏
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
永
遠
の
生

命
を
具
現
し
た
仏
が
あ
っ
て
始
め
て
、
信
仰
が
確
固
不
動
の
も
の
と

な
る
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
、
説
か
れ
た
の
が
本
門
の
仏
、
本
仏
で
あ

る
。本

仏
の「

本」

は
、
隠
さ
れ
た
本
源
の
も
の
の
意
で
あ
り
、「

本

仏」

は
、
根
本
の
目
に
見
え
な
い
仏
で
あ
る
理
の
釈
尊
を
い
う
。
す

な
わ
ち
、
理
の
釈
尊
は
、
肉
体
の
な
い
三
世
に
常
住
す
る
久
遠
常
住・

不
生
不
滅
の
仏
の
生
命
で
あ
り
、永
遠
不
滅
の
宇
宙
の
生
命
で
あ
り
、

常
に
世
の
た
め
人
の
た
め
に
教
え
を
説
い
て
い
る「

常
説
此
法」

の

永
遠
の
生
命
で
あ
り
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
限
定
の
な
い
絶
対

時
間
に
い
ま
す
仏
の
生
命
で
あ
る
。

迹
と
本
と
は
、『

法
華
経』

で
は
、
迹
を
開
き
本
を
顕
わ
す「

開
迹

顕
本」

と
し
て
説
き
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
わ
れ
た
仏
を
深
く

究
明
し
て
、
そ
の
根
本
で
あ
る
永
遠
の
仏
を
知
る
こ
と
を
い
う
。

仏
だ
け
が
、
差
別
と
平
等
に
お
ち
い
る
こ
と
な
く
、
中
道
の
理
を

観
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
仏
の
如
実
知
見
、
仏
知
仏
見
、
仏
知

見
で
あ
る
。
人
は
、
本
仏
の
久
遠
の
大
生
命
に
生
か
さ
れ
て
い
る
存

在
で
あ
る
。
仏
は
、
人
を
無
上
道
に
入
ら
せ
、
仏
身
を
成
就
さ
せ
よ

う
と
説
き
続
け
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
気
が
つ
け
ば
、
人
は
勇
気
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
。『

法
華
経』

が
、
諸
経
の
王
と
い
わ
れ
る
根

拠
が
、
こ
こ
に
も
あ
る
と
い
え
る
。

「

ほ
と
け」

は
、
ブ
ッ
ダ
の
日
本
語
の
呼
称
で
あ
る
。「

ほ
と
け」

の
語
源
に
つ
い
て
は
、『

広
辞
苑』

は
、
仏
が
転
化
し
た「

ほ
と」

に

「

け」

を
付
し
た
も
の
と
い
い
、
ま
た
、
ブ
ッ
ダ
の
音
写
語
で
あ
る

浮
屠・

浮
図
に
家
を
つ
け
た
、
浮
屠
家
あ
る
い
は
浮
図
家
か
ら
き
た

ふ

と

と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

柳
田
国
男
は
、
死
者
を
祀
る
と
き
に
用
い
た
行
器
を
、
ホ
ト
ギ

（

缶）

と
呼
ん
だ
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
う
が
、
こ
の
柳
田
説
に
疑

念
を
抱
い
た
有
賀
喜
左
衛
門
は
、『

後
漢
書』

の
楚
王
英
伝
の
注
に

出
て
く
る「

浮
屠
仏
也」

や「

浮
図
、
今
仏
也」

の
記
述
か
ら
、
浮

屠・

浮
図
の
語
が
、「

ほ
と
け」

の
語
源
で
あ
ろ
う
と
し
、
更
に
他

の
説
に
よ
る
と
、
古
く
か
ら
あ
っ
た「

ほ
と
け」

と
い
う
語
に
、

「

仏」

と
い
う
字
を
当
て
た
の
だ
と
も
い
う
。

ま
た
、
心
が
解
け
る
の
意
の「

ほ
ど
け」

か
ら
き
た
の
で
、
煩
悩

の
繋
縛
を
解
脱
す
る
意
で
あ
る
と
い
う
説
明
は
、
お
そ
ら
く
通
俗
語
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解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「

ほ
と
け」

は
、
現
在
は
転
じ
て
、

１
慈
悲
深
い
人
を
い
う
。

２
ば
か
正
直
で
、
あ
る
物
事
を
知
ら
な
い
ば
か
り
に
、
平
静
で
無

関
係
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
人
、「

あ
の
人
は
ほ
と
け
様
の
よ

う
だ」
と
い
う
。

３
阿
呆
、「

知
ら
ぬ
が
ほ
と
け」

と
い
う
。

４
死
ん
だ
人
、「
ほ
と
け
が
で
き
た」

な
ど
と
使
わ
れ
る
。

４
の「

ほ
と
け」

は
、
死
者
、
ま
た
は
そ
の
霊
を
意
味
す
る
。

こ
こ
で
は
、

「

ほ
と
け」

の
概
念
は
、
仏
陀
釈
尊
と
死
者
死
霊
と
を

含
む
複
合
的
な
概
念
を
も
つ
。
仏
陀
釈
尊
の
仏
は
、
一
切
の
存
在
の

無
常・

無
我
を
説
き
、
究
極
の
涅
槃
寂
静
を
実
現
さ
れ
た
肉
身
で
あ

り
、
死
者
は
、
先
祖
の
霊
す
な
わ
ち「
ほ
と
け」

と
な
っ
て
、
恒
久

的
な
一
族
の
守
護
神
的
な
存
在
と
な
る
。
仏
教
学
か
ら
み
る
と
、
無

我
と
霊
魂
と
い
う
相
容
れ
な
い
存
在
が
共
存
す
る
複
合
的
な
、
日
本

独
特
な
仏
教
語
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
般
的
に
、
仏
教
学
者
や
仏
教
教
理
に
関
心
を
も
つ
人
は
、

「
ほ
と

け」

に「

仏」

を
当
て
よ
う
と
し
、
民
族
学
者
や
日
本
の
民
族
宗
教

を
学
ぶ
人
は
、「

ほ
と
け」

を「

ホ
ト
ケ」

と
表
記
し
、
専
ら
死
者

と
死
霊
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。「

ホ
ト
ケ」

は
、
直
接
仏
＝
覚

者
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
庶
民
用
語
の「

ホ
ト
ケ」

は
、
死
者・

死

霊
の
代
名
詞
で
あ
る
。
４
の「

ほ
と
け」

は
、
僧
の
葬
祭
儀
礼
に
よ

る
得
度
に
よ
っ
て
、「

仏
＝
覚
者」

の
性
格
を
与
え
ら
れ
る
が
、「

ホ

ト
ケ
＝
死
者（

霊）」

の
性
格
も
残
し
て
い
る
。
だ
か
ら「

ほ
と
け」

は
、「

仏
の
子」「

仏
弟
子」

と
な
る
と
同
時
に
、「

先
祖（

霊）」「

死

者（

霊）」

な
ど
の
性
格
も
残
し
て
い
る
。

「

ほ
と
け」

は
、「

仏」

と「

霊」

と
の
特
性
を
合
わ
せ
も
つ
と
い

え
る
。
と
は
い
え
、
俗
に
死
者
、
ま
た
は
そ
の
霊
を「

ほ
と
け」

と

呼
ぶ
の
は
、
仏
教
の
信
仰
で
は
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
は

仏
性
を
具
え
、
死
者
は
す
べ
て
生
命
の
根
源
で
あ
る
無
量
な
る
生
命

と
し
て
の
仏
に
還
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
も
さ

れ
る
。

な
お
佐
々
木
宏
幹
氏
は
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
対
象
の
う

ち
、
教
理
上
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は「

仏」

と
し
、
仏
と
儀
礼
的
に
関

係
づ
け
ら
れ
な
い
死
者・

死
霊
を「

ホ
ト
ケ」

と
し
、
葬
祭
儀
礼
に

よ
り
仏
に
結
び
つ
け
ら
れ
た「

ホ
ト
ケ」

を「

ほ
と
け」

と
す
る
と
、

恣
意
的
に
使
わ
れ
て
い
る「

仏」

と「

ほ
と
け」

と「

ホ
ト
ケ」

の

関
係
が
す
っ
き
り
す
る
と
、
私
案
を
示
し
て
い
る
。

（

119）

す
で
に
般
若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を
聞（

開）

き
、
真
の
法

（

マ
マ）

身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
、
大
涅
槃
に

住
し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境
界
に
入
る
な
り
＝『

法
華

経』

方
便
品
第
二
に
は
、「

諸
の
仏・

世
尊
は
、
た
だ
一
大
事
の
因

縁
を
も
っ
て
の
故
に
の
み
、
世
に
出
現
す」

と
説
く
。
す
な
わ
ち
、

完
全
な
悟
り
を
開
い
た
仏
は
、
た
だ
一
つ
の
偉
大
な
使
命
を
果
た
す

た
め
に
、
出
現
し
た
の
で
あ
る
と
説
く
。

仏
の
一
大
事
の
因
縁
、
す
な
わ
ち
、
仏
の
た
だ
一
つ
の
重
要
な
使
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命
は
何
か
。

１
衆
生
に
仏
の
知
見
を
開
か
せ
て
、
清
浄
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

２
衆
生
に
仏
の
知
見
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

３
衆
生
に
仏
の
知
見
を
悟
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。

４
衆
生
に
仏
の
知
見
の
道
に
入
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る「

開・

示・

悟・

入」

で
あ
る
。

１
仏
教
の
大
道
の
門
戸
を
開
か
な
け
れ
ば
、
仏
教
の
門
の
中
へ
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
門
が
開
い
た
ら
、
門
の
中
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
門
の
中
に
あ
る
仏
の
境
界
を
隅
か
ら
隅
ま
で
見
せ
て
、
仏
の
境

界
の
素
晴
ら
し
さ
を
悟
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
仏
の
境
界
の
素
晴
ら
し
さ
を
悟
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
の

意
志
で
仏
道
の
真
っ
只
中
に
入
る
こ
が
で
き
る
。

こ
れ
が
、『

法
華
経』

が
説
く「

開・

示・
悟・
入」

で
あ
る
。「

般

若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を
開
き
、
真
の
法
身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳

を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
、
大
涅
槃
に
住
し
、
法
華
三
昧・

不

思
議
の
一
実
の
境
界
に
入
る」

の
一
文
に
は
、『

法
華
経』
の「

開・

示・

悟・

入」

を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「

開」

は
、
開
発
の
意
で
、
衆
生
が
理
に
迷
う
心
で
あ
る
無
明
を

破
っ
て
、
衆
生
が
本
質
と
し
て
も
つ
真
実
の
如
来
蔵
を
開
き
、
あ
り

の
ま
ま
の
実
相
の
理
を
観
る
こ
と
を
い
う
。

「

示」

は
、
顕
示
の
意
で
、
現
象
の
ま
ま
に
実
相
の
理
を
観
、
事
々

物
々
の
す
べ
て
の
徳
が
顕
か
に
な
る
こ
と
を
い
う
。

「

悟」

は
、
覚
悟
の
意
で
、
事（

現
象）

と
理（

本
体）

と
が
溶
け

合
っ
て
、
さ
な
が
ら
に
悟
る
こ
と
を
い
う
。

「

入」

は
、
証
入
の
意
で
、
そ
の
事
理
が
溶
け
合
っ
た
法
体
と
ぴ
っ

た
り
か
な
い
、
自
由
自
在
に
悟
る
智
慧
の
海
に
流
れ
入
る
こ
と
を
い

う
。す

な
わ
ち
、「

般
若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を
開
き」

の「

得・

開」

を「

開」

に
、「

真
の
法
身
を
顕
わ
し」

の「

顕」

を「

示」

に
、「

首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
、
大
涅
槃
に
住
し」

の

「

具・

見・

住」

を「

悟」

に
、「

法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境

界
に
入
る」

の「

入」

を
そ
の
ま
ま「

入」

と
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
存
在
す
る
一
切
の
も
の
の
無
自
性
空
を
知
り
、

執
着
を
離
れ
た
般
若
の
正
慧
に
よ
っ
て
、
如
来
蔵
を
開
き
、
如
来
の

本
性
で
あ
る
、
宇
宙
の
存
在
の
一
切
を
貫
い
て
い
る
絶
対
の
真
実
で

あ
る
法
身
を
顕
わ
し
示
し
、
首
楞
厳
定
と
い
う
仏
の
境
地
に
安
住
し

て
、
お
の
れ
の
仏
と
な
る
可
能
性
を
徹
底
し
て
照
ら
し
出
し
た
見
、

性
浄
涅
槃・

円
浄
涅
槃・

方
便
浄
涅
槃
と
い
う
、
勝
れ
た
悟
り
の
境

地
を
保
ち
進
み
、
法
華
三
昧
の
修
行
に
よ
っ
て
感
得
し
た『

法
華
経』

の
悟
り
と
、
す
べ
て
の
現
象
は
単
な
る
現
象
で
は
な
く
、
真
実
の
す

が
た
を
示
し
て
い
る
と
す
る
、
玄
妙
不
思
議
の
一
乗
真
実
の
実
相
中

道
の
悟
り
の
境
地
に
入
る
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

般
若
の
正
慧
を
得
＝
般
若
と
正
慧
は
同
義
。
存
在
す
る
一
切
の
も

の
は
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
自
性
の
な
い
無
自
性
空
の
有
り
様
に

あ
る
こ
と
を
知
り
、
一
切
は
無
自
性
空
の
有
り
様
に
あ
る
か
ら
、
一
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切
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
、
無
執
着
の
智
慧
の
は
た
ら
き
で
あ

る
、
一
切
智・

道
種
智・

一
切
種
智
か
ら
成
る
般
若
の
正
慧
を
体
得

す
る
こ
と
を
い
う
。

如
来
蔵
を
聞（

開）

き
＝
如
来
蔵
は
、
如
来
の
蔵
を
い
う
。
如
来

（

マ
マ）

の
蔵
は
、
如
来
法
身
を
隠
し
も
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
衆
生
は
、

表
面
的
に
は
貪
欲・

瞋
恚・

愚
癡
と
い
う
三
毒
の
煩
悩
に
塗
れ
、
自

我
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
仏
と
は
程
遠
い
存
在
で
あ
る
が
、
そ

の
内
に
は
本
来
の
清
浄
な
心
が
あ
っ
て
、
修
行
に
よ
っ
て
外
側
の
煩

悩・

客
塵
煩
悩
を
取
り
除
け
ば
、
自
我
を
脱
し
た
仏
と
し
て
の
は
た

ら
き
を
現
わ
す
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
人
は
、
仏
の
は
た
ら
き

の
集
合
体
で
あ
る
。
人
が
、
智
慧
の
は
た
ら
き
に
目
覚
め
れ
ば
、
仏

と
し
て
の
本
質
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
如
来
蔵
は
、
こ
の
仏
と

な
る
は
た
ら
き
を
い
う
と
取
る
。

大
乗
仏
教
の
中
で
、
す
べ
て
の
衆
生
に
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
ば
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
タ
タ
ー
ガ
タ・

ガ
ル
バ
に
相
当
す
る「

如
来
蔵」

と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
ブ
ッ

ダ
ー
タ
ー
に
相
当
す
る「

仏
性」

と
が
あ
る
。
両
語
は
ほ
ぼ
同
義
で
、

他
に
ブ
ッ
ダ・

ダ
ー
ト
ゥ
、
ブ
ッ
ダ・

ゴ
ー
ト
ラ
に
相
当
す
る
如
来

性
、
覚
性
、
仏
法
蔵
な
ど
が
あ
る
。

如
来
蔵
は
、
如
来
の
胎
の
意
で
、
胎
は
母
体
と
胎
児
の
ど
ち
ら
を

も
意
味
す
る
。
成
長
し
て
仏
と
な
る
べ
き
胎
児
と
も
、
そ
の
胎
に
仏

を
宿
す
も
の
と
も
取
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
単
に
心
と
し
て
で

は
な
く
、
衆
生
の
存
在
の
可
能
性
全
体
か
ら
、「

如
来
と
な
る
べ
き

胎
児」

と
い
う
意
味
で
如
来
蔵
と
呼
び
、
ま
た
、「

仏
と
な
る
因」

と

い
う
意
味
で
仏
性
と
捉
え
た
表
現
で
あ
る
。

如
来
蔵
は
、
古
く「

自
性
清
浄
心」

と
呼
ば
れ
た
も
の
を
内
容
と

し
て
お
り
、
そ
こ
に
悟
り
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
た
。
煩
悩
は
、
客
塵
、

す
な
わ
ち
一
時
的
な
付
着
物
に
過
ぎ
ず
、
本
来
空
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
自
性
清
浄
な
如
来
の
性
は
、
如
来
の
法
身
と
等
し
く
無
為
で
あ

る
真
如
と
さ
れ
た
。

『

般
若
経』

の
空
観
に
立
ち
つ
つ
、『

華
厳
経』

性
起
品
の
、
如
来

の
智
慧
の
は
た
ら
き
の
普
遍
性
の
主
張
や
、『

法
華
経』

の
三
界
の

衆
生
は
皆
仏
子
と
み
る
一
乗
思
想
な
ど
を
承
け
て
、『

如
来
蔵
経』

が
、「

一
切
衆
生
は
如
来
を
そ
の
ま
ま
内
に
宿
し
て
い
る」

と
宣
言

し
た
の
に
始
ま
る
。

如
来
蔵
の
語
義
に
関
し
て
は
、
１
法
身
の
偏
在
性
か
ら
み
て
、
衆

生
は
宇
宙
大
の
如
来
法
身
の
胎
児
た
ち
で
、悉
く
法
身
の
内
に
あ
る
。

２
真
如
の
無
差
別
性
か
ら
い
っ
て
、
衆
生
は
そ
の
内
に
如
来
と
同
じ

真
如
を
胎
児
と
し
て
隠
し
も
っ
て
い
る
。
３
如
来
の
種
姓
が
あ
る
と

い
う
意
味
で
、
衆
生
は
如
来
と
な
る
べ
き
種（

胤）

を
胎
児
と
し
て

隠
し
も
っ
て
い
る
、
の
三
義
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

中
国・

日
本
で
は
、諸
宗
で
種
々
の
説
が
あ
り
、互
い
に
論
難
し
た
。

１
天
台
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
本
来
具
え
て
い
る
三
諦
三
千
の

理
の「

正
因
仏
性」

と
、
理
を
照
ら
し
現
わ
す
智
慧
の「

了
因

仏
性」

と
、
智
慧
を
起
こ
す
縁
と
な
る
、
す
べ
て
の
善
行
の

「

縁
因
仏
性」

と
の
、
正
了
縁
の
三
因
仏
性
の
説
を
立
て
る
。
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２
真
言
で
は
、
森
羅
万
象
が
そ
の
ま
ま
大
日
如
来
の
法
身
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
、
悉
有
仏
性
を
説
く
。

３
禅
門
で
は
、
種
子
と
み
る
よ
り
も
、
仏
そ
の
も
の
と
み
る
。
仏

そ
の
も
の
で
あ
る
仏
性
を
、
す
な
わ
ち
、
本
来
の
あ
り
の
ま
ま

の
す
が
た
で
あ
る
本
来
の
面
目
を
悟
る
こ
と
を
妙
修
と
し
、
し

か
も
、
仏
性
の
有
無
な
ど
の
問
題
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
を
否
定

す
る
。

４
中
国
仏
教
で
は
、
一
切
の
衆
生
が
平
等
に
仏
性
を
具
え
て
い
る

と
い
う
仏
性
と
、
般
若
思
想
と
が
重
視
さ
れ
、
中
唐
以
後
は
、

山
川
草
木
な
ど
す
べ
て
に
仏
性
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。

な
ど
が
あ
る
。

如
来
蔵
の
譬
喩
と
し
て
、『

如
来
蔵
経』
に
は
九
喩
を
説
く
。

１
蕾
の
中
に
、
果
実
を
結
ぶ
は
ず
の
芯
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぼ
み

２
蜜
を
守
っ
て
い
る
多
く
の
蜂
を
追
え
ば
、
蜜
が
得
ら
れ
る
。

３
籾
殻
を
除
け
ば
、
精
米
が
得
ら
れ
る
。

４
不
浄
処
に
堕
ち
て
も
、純
金
は
い
つ
ま
で
も
変
質
し
な
い
か
ら
、

そ
の
所
在
を
知
れ
ば
、
取
り
出
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
貧
し
い
家
に
あ
る
、
誰
も
知
ら
な
い
宝
物
は
、
見
つ
け
る
ま
で

は
役
に
立
た
な
い
。

６
菴
羅
果
の
種
は
、
核
の
内
に
あ
っ
て
壊
れ
ず
、
地
中
に
植
え
る

あ
ん

ら

か

と
大
樹
王
と
な
る
。

７
純
金
で
作
っ
た
像
を
、
ぼ
ろ
に
包
ん
で
棄
て
て
お
く
と
、
知
ら

な
い
者
は
不
浄
と
み
る
。

８
賤
し
い
女
が
、
転
輪
聖
王
を
孕
ん
で
い
て
も
、
自
ら
は
知
ら
ず

に
賤
し
い
子
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

９
純
金
の
像
を
鋳
造
し
て
、
地
上
に
倒
し
て
お
け
ば
、
外
面
は
黒

く
汚
い
が
、
内
質
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の

衆
生
は
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
清
ら
か
な
如
来
法
身

を
も
っ
て
い
る
と
す
る
。

な
お
、
法
華
七
喩
の
う
ち
、
衣
珠
喩
も
如
来
蔵
を
喩
え
た
も
の
で

え

し
ゅ

ゆ

あ
る
。

真
の
法
身
を
顕
わ
し
＝「

真
の
法
身」

は
、
如
来
蔵
が
煩
悩
を
離
れ

て
、
そ
れ
自
身
を
現
わ
し
た
も
の
を
い
う
。

「

顕」

は
、
顕
示
の
意
。
顕
わ
し
示
す
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
如
来
蔵
が
客
塵
煩
悩
を
離
れ
て
、
そ
れ
自
身
の

如
来
法
身
で
あ
る
如
来
蔵
を
顕
わ
し
示
す
の
意
を
い
う
。

天
台
で
は
、
仏
身
に
三
身
説
を
立
て
る
。
三
身
と
は
、
法
身
、
報

身
、
応
身
で
あ
る
。

「

法
身」

は
、
法
仏・

法
身
仏・

自
性
身・

法
性
身・

如
如
仏・

如

如
身・

実
仏・

宝
仏・

第
一
身
な
ど
と
も
い
い
、
真
身
と
も
い
う
。

し
ん
じ
ん

仏
と
し
て
の
存
在
、
真
理
の
人
格
化
を
い
う
。

春
は
夏
に
、
夏
は
秋
に
、
秋
は
冬
に
、
冬
は
春
に
移
ろ
い
現
象
す

る
中
で
、
一
切
の
生
命
体
が
生
命
を
運
ぶ
、
人
が
一
切
手
を
加
え
な

い
自
然
の
有
り
様
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
宇
宙
の
存
在
の
一
切
を
貫

い
て
い
る
、
絶
対
の
理
法
を
法
身
と
い
い
、
一
切
の
存
在
は
そ
れ
の

現
わ
れ
で
あ
る
と
す
る
。
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大
乗
の
法
身
説
の
特
色
は
、
常
住・

真
実・

普
遍・

平
等
の
理
体

で
あ
る
真
如
法
性
、
あ
る
い
は
如
来
蔵
を
立
て
て
法
身
と
し
た
と
こ

ろ
に
あ
る
。

「
報
身」

は
、
報
仏・

報
身
仏・

受
用
身・

受
法
楽
仏・

受
楽
報

仏・

食
身・
応
身・

第
二
身
な
ど
と
も
い
う
。
菩
薩
の
因
位
に
あ
っ

じ
き
し
ん

た
と
き
に
立
て
た
誓
願
と
、
無
量
無
辺
の
修
行
を
積
ん
だ
報
い
の
結

果
と
し
て
得
ら
れ
た
受
楽
の
身
で
あ
っ
て
、
悟
っ
た
は
じ
め
は
あ
る

が
、
滅
す
る
終
わ
り
の
な
い
有
始
無
終
の
広
大
の
身
で
あ
る
、
仏
の

真
実
身
を
い
う
。

「

応
身」

は
、
応
仏・

応
身
仏・
応
身
如
来・

応
化
身・

応
化
法
身

な
ど
と
も
い
う
。
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
、
仏
の
真
実
身
で
あ
る
報

身
よ
り
、
こ
の
世
界
に
現
わ
れ
出
て
、
形
を
人
間
の
す
が
た
で
示
し

て
、
衆
生
教
化
を
し
た
仏
、
事
の
釈
尊
を
い
う
。

首
楞
厳
を
具
え
＝「

首
楞
厳」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
シ
ュ
ー
ラ

ン
ガ
マ
の
音
写
、
健
相・

健
行・

一
切
事
竟
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
る
。

首
楞
厳
は
、
首
楞
厳
三
昧
と
も
首
楞
厳
定
と
も
熟
す
が
、
天
台
で
は
、

首
楞
厳
定
を
と
る
。
首
楞
厳
定
は
、
勇
ま
し
い
行
進
と
名
づ
け
ら
れ

る
禅
定
、
英
雄
的
な
行
進
で
あ
る
禅
定
、
汚
れ
を
砕
破
す
る
勇
猛
な

仏
の
禅
定
、
百
八
三
昧
の
最
終
で
あ
る
、
最
高
の
三
昧
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
首
楞
厳
定
は
、
三
昧
の
意
よ
り
む
し
ろ
首
楞
厳
定
と

い
う
最
高
の
三
昧
の
中
で
感
得
し
た
悟
り
を
い
い
、
仏
性
の
異
名
と

す
る
。
十
住
位
の
菩
薩
が
、
仏
性
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
諸
仏
が
常

楽
我
浄
の
不
退
転
の
境
地
に
あ
る
の
は
、
首
楞
厳
定
の
力
用
で
あ
る

と
さ
れ
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
汚
れ
を
砕
き
破
る
勇
猛
な
仏
の
三
昧
で
あ
り
、

百
八
三
昧
の
最
後
に
あ
る
不
退
転
の
首
楞
厳
の
禅
定
で
感
得
す
る
悟

り
の
中
に
あ
る
の
意
を
い
う
。

明
ら
か
に
仏
性
を
見
＝「

仏
性」

は
、
仏
と
な
る
は
た
ら
き
、
仏
と

な
る
可
能
性
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
首
楞
厳
定
の
悟
り
の
中
で
、
自
分
自
身
の
仏
と

な
る
可
能
性
を
明
ら
か
に
観
る
の
意
を
い
う
。

大
涅
槃
に
住
し
＝「

大
涅
槃」

は
、
大
般
涅
槃
の
略
語
、
無
余
依
涅

槃・

大
滅
度・

大
円
寂
と
同
義
。
大
涅
槃
の
大
は
、
勝
れ
て
い
る
の

意
で
あ
り
、
涅
槃
は
、
苦
悩
が
な
く
な
っ
た
安
穏
な
境
地
を
い
う
が
、

元
来
は
吹
き
消
す
こ
と
、
吹
き
消
し
た
状
態
を
表
わ
す
。
す
な
わ
ち
、

燃
え
盛
る
煩
悩
の
火
を
滅
し
尽
く
し
て
、
悟
り
の
智
慧
、
す
な
わ
ち
、

菩
提
を
完
成
し
た
境
地
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
迷
い
の
か
け
ら
も
残
さ
な
い
、
性
浄
涅
槃・

円
浄
涅

槃・

方
便
浄
涅
槃
と
い
う
、
三
涅
槃
の
完
全
な
悟
り
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
迷
い
の
か
け
ら
も
残
さ
な
い
勝
れ
た
悟
り
の
境

地
で
あ
る
、
性
浄
涅
槃・

円
浄
涅
槃・

方
便
浄
涅
槃
と
い
う
、
三
涅

槃
の
完
全
な
悟
り
を
保
ち
進
む
の
意
を
い
う
。

天
台
で
は
、
三
種
の
涅
槃
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、

１「

性
浄
涅
槃」

は
、
す
べ
て
の
も
の
が
本
来
の
す
が
た
に
お
い

て
は
真
如
寂
滅
の
理
体
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
真
如
を
さ

し
て
い
う
。
本
来
清
浄
涅
槃
と
同
義
。
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２「

円
浄
涅
槃」

は
、
道
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
煩
悩
の
け

が
れ
を
除
い
て
得
る
涅
槃
を
い
う
。

３「

方
便
浄
涅
槃」

は
、
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
仮
に
す
が
た

を
現
わ
し
た
が
、
縁
が
尽
き
て
入
る
涅
槃
を
い
う
。
応
化
涅
槃

と
同
義
。

法
華
三
昧・
不
思
議
の
一
実
の
境
界
に
入
る
＝「

法
華
三
昧」

は
、

一
般
的
に
は
、『
法
華
経』

に
よ
っ
て
、
半
行
半
坐
三
昧
の
中
で
実

相
中
道
の
真
実
を
観
察
す
る
懺
法
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
、
行
法
の

形
式
よ
り
も
、
禅
定
を
経
由
し
て
体
認
さ
れ
た
智
慧
そ
の
も
の
の
証

悟
を
さ
す
と
取
る
。

『

法
華
経』

妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
で
、
十
六
の
三
昧
が
説
か
れ
て

い
る
が
、『

法
華
経』

の
教
え
を
体
得
し
よ
う
と
し
て
、
心
を
集
中

さ
せ
、
実
相
を
観
る
半
行
半
坐
三
昧
の
止
観
行
に
よ
っ
て
感
得
し
体

得
す
る
、『

法
華
経』

の
教
え
の
す
べ
て
を
悟
る
境
地
を
い
う
。

「

不
思
議」

は
、
こ
と
ば
で
い
う
こ
と
も
、
心
で
思
い
は
か
る
こ
と

も
で
き
な
い
、
玄
妙
な
こ
と
を
い
う
。

「

一
実」

は
、
一
実
諦
を
い
う
。『

法
華
経』

に
明
か
す
、
一
乗
真

実
の
教
え
を
い
う
。

「

法
華
一
実」

は「

法
華
一
乗」

の
義
で
あ
り
、『

法
華
経』

に
説

か
れ
る
一
乗
は
、
声
聞・

縁
覚
の
二
乗
、
お
よ
び
菩
薩
を
含
め
た
三

乗
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
法
が
、
い
ず
れ
も
実
は
唯
一
の
真
実
の
教
え

を
具
現
し
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
が
、
一
乗
に
融
合
さ
れ
る
こ
と
。
す

な
わ
ち
、
仏
教
の
真
の
教
え
は
唯
一
で
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
す
べ

て
の
も
の
が
等
し
く
仏
に
な
る
と
す
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
法
華
三
昧
の
中
で
、
実
相
中
道
の
理
を
感
得
し

観
察
し
て『

法
華
経』

の
悟
り
に
入
り
、
こ
と
ば
で
い
う
こ
と
も
、

心
で
思
い
は
か
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
玄
妙
で
不
思
議
な『

法
華
経』

に
明
か
す
、
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
が
真
実
の
す
が
た
に
あ
る
、
一

乗
真
実
の
教
え
の
悟
り
に
入
る
の
意
を
い
う
。

智
顗
の『

摩
訶
止
観』

巻
第
二
に
説
く
四
種
の
三
昧
を
、

「

四
種
三

昧」

と
い
う
。
こ
れ
は
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
専
注
し
、
正
し
く
智

慧
を
得
る
た
め
の
実
践
で
あ
る
止
観
行
を
、
身
体
の
た
ち
い
ふ
る
ま

い
の
形
式
か
ら
四
種
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

１「

常
坐
三
昧（

一
行
三
昧）」

は
、『

文
殊
説
般
若』『

文
殊
問
般

若』

の
両
経
の
説
に
基
づ
き
、
九
十
日
間
坐
っ
た
ま
ま
心
を
静

め
て
、
た
だ
一
仏
の
名
を
称
え
る
ほ
か
、
余
事
を
行
わ
ず
に
実

相
を
観
じ
る
も
の
。

２「

常
行
三
昧（

般
舟
三
昧・

仏
立
三
昧）」

は
、『

般
舟
三
昧

は
ん
じ
ゅ

ぶ
つ
り
ゅ
う

経』

の
説
に
基
づ
き
、
九
十
日
間
道
場
内
の
仏
像
の
周
り
を
歩

き
巡
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
念
じ
唱
え
る
ほ
か
、
余
事
を
行

わ
ず
に
実
相
を
観
じ
る
も
の
。
こ
の
三
昧
を
行
う
と
、
十
方
の

諸
仏
が
行
者
の
前
に
来
て
立
っ
て
い
る
の
を
観
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
で
、
般
舟
三
昧・

仏
立
三
昧
と
も
い
う
。
仏
立
は
、

般
舟
の
訳
。

３「

半
行
半
坐
三
昧（

方
等
三
昧・

法
華
三
昧）」

は
、『

大
方
等

陀
羅
尼
経』

や『

法
華
経』

な
ど
に
基
づ
く
三
昧
で
、『

方
等
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経』

に
よ
る
の
を
方
等
三
昧
、『

法
華
経』

に
よ
る
の
を
法
華

三
昧
と
い
う
。
方
等
三
昧
は
七
日
、
法
華
三
昧
は
三
七・

二
十

一
日
を
期
限
と
し
て
、
仏
像
の
周
囲
を
巡
り
歩
く
こ
と
と
坐
禅

と
を
兼
ね
て
修
め
、
そ
の
間
、
礼
仏・

懺
悔・

誦
経
な
ど
を
行

う
ほ
か
、
余
事
を
行
わ
ず
に
実
相
を
観
じ
る
も
の
。
な
お
、
こ

の
法
華
三
昧
は
、『

法
華
経』

を
読
誦
し
て
、
罪
障
を
懺
悔
す

る
儀
式
で
あ
り
、
法
華
懺
法
と
も
、
略
し
て
懺
法
と
も
い
わ
れ
、

こ
の
略
儀
は
、
天
台
宗
で
は
日
常
行
わ
れ
る
重
要
な
儀
式
と

な
っ
て
い
る
。

４「

非
行
非
坐
三
昧（

覚
意
三
昧・

随
自
意
三
昧
な
ど）」

は
、
常

坐・

常
行・

半
行
半
坐
の
三
種
以
外
の
す
べ
て
の
三
昧
を
い
う
。

つ
ま
り
、
身
体
の
行
儀
は
、
行
住
坐
臥
の
い
ず
れ
を
も
問
わ
な

い
も
の
を
い
う
。『

大
品
般
若
経』
の
覚
意
三
昧
や
、
慧
思
の

随
自
意
三
昧
な
ど
は
こ
れ
に
当
た
る
。

常
坐・

常
行・

半
行
半
坐
の
三
種
の
三
昧
は
、
い
ず
れ
も
実
相
の

理
観
で
あ
る
が
、
非
行
非
坐
三
昧
だ
け
は
、
事
理
の
二
観
に
共
通
す

る
。

『

法
華
経』

妙
音
菩
薩
品
に
説
く
十
六
の
三
昧
は
、

１「

妙
幢
相
三
昧」

は
、
最
も
勝
れ
た
三
昧
。

み
ょ
う
ど
う

２「

法
華
三
昧」

は
、
一
切
法
を
採
り
入
れ
て
、
一
実
相
に
帰
す

る
三
昧
。

３「

浄
徳
三
昧」

は
、
功
徳
を
積
む
三
昧
。

４「

宿
王
戯
三
昧」

は
、
自
在
に
法
界
に
入
り
得
る
三
昧
。

し
ゅ
く
お
う
け

５「

無
縁
三
昧」

は
、
対
象
を
取
る
こ
と
の
な
い
三
昧
。

６「

智
印
三
昧」

は
、
般
若
の
智
と
対
象
と
が
合
す
る
三
昧
。

７「

解
一
切
衆
生
語
言
三
昧」

は
、
す
べ
て
の
生
あ
る
も
の
の
語

言
を
理
解
す
る
三
昧
。

８「

集
一
切
功
徳
三
昧」

は
、
す
べ
て
の
功
徳
を
集
め
る
三
昧
。

９「

清
浄
三
昧」

は
、
自
性
清
浄
に
向
け
る
三
昧
。

化「

神
通
遊
戯
三
昧」

は
、
神
通
力
に
よ
っ
て
、
何
も
の
に
も
と

ら
わ
れ
な
い
自
由
自
在
な
境
地
に
な
り
き
る
三
昧
。

仮「

慧
炬
三
昧」

は
、
智
慧
が
照
ら
し
続
け
る
寂
な
る
三
昧
。

え

ご

何「

荘
厳
王
三
昧」

は
、
本
来
具
え
て
い
る
徳
を
円
満
し
、
そ
の

徳
が
融
通
自
在
で
あ
る
三
昧
。

伽「

浄
光
明
三
昧」

は
、
清
ら
か
な
光
明
に
包
ま
れ
た
三
昧
。

価「

浄
蔵
三
昧」

は
、
仏
性
を
開
発
す
る
三
昧
。

佳「

不
共
三
昧」

は
、
仏
の
み
が
も
つ
三
昧
。

ふ

ぐ

加「

日
旋
三
昧」

は
、
太
陽
が
巡
る
よ
う
に
、
生
あ
る
も
の
た
ち

に
っ
せ
ん

を
照
ら
す
三
昧
。

で
あ
る
。
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